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は
じ
め
に

律
令
体
制
下
の
日
本
で
は
、
全
国
を
五
畿
七
道
に
区
分
し
て
お
り
、
出
雲
国

は
山
陰
道
の
一
国
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
地
方
行
政
組
織
は
国
郡
里
制
を
基
本

と
し
、
国
に
は
四
〜
六
年
の
任
期
で
中
央
か
ら
国
司
が
派
遣
さ
れ
、
郡
で
は
律

令
国
家
成
立
以
前
か
ら
当
該
地
域
に
歴
史
的
支
配
を
築
い
て
い
た
在
地
豪
族
が

終
身
の
郡
司
に
任
用
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
下
の
五
十
戸
一
里
の
里
に
は
や
は
り

在
地
の
人
物
が
里
長
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
。
各
国
の
統
治
は
こ
の
重
層
的
な
行

政
機
構
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
、
最
終
的
に
は
国
司
が
中
央
に
対
し
て
代
表
・
責

務
を
担
っ
て
完
結
す
る
し
く
み
で
あ
る
が
、「
郡
司
是
自
勘
自
申
之
職
也
、
国

司
則
隨
レ

申
覆
検
之
吏
也
」（『
三
代
格
』
巻
五
弘
仁
十
年
〔
八
一
九
〕
五
月
二

十
一
日
官
符
）
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
国
司
の
国
務
遂
行
は
各
郡
の
郡
務
の
集

積
、
郡
司
の
郡
統
治
が
前
提
に
な
っ
て
お
り
、
こ
こ
に
は
当
該
地
域
に
勢
威
を

有
す
る
在
地
豪
族
を
国
家
の
正
規
の
地
方
行
政
機
構
の
末
端
に
位
置
づ
け
た
古

代
日
本
の
地
方
支
配
の
特
質
が
存
す
る）

1
（

。

日
本
の
律
令
国
家
は
、
中
央
で
は
官
僚
制
と
氏
族
制
、
地
方
で
は
律
令
制
と

在
地
首
長
制
の
二
重
構
造
を
特
色
と
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る）

2
（

。
こ
の
在
地
首
長

制
に
よ
る
支
配
構
造
と
は
、
表
題
中
の
「
郡
的
世
界
」
と
近
似
す
る
も
の
で
あ

り
、
複
数
の
譜
第
郡
領
氏
族
が
並
立
し
、
郡
領
の
地
位
を
競
望
す
る
状
態
、
郡

司
の
下
に
郡
内
の
中
小
豪
族
が
郡
雑
任
と
い
う
形
で
郡
務
に
参
画
し
、
郡
司
の

長
官
・
次
官
で
あ
る
大
領
や
少
領
が
そ
れ
ぞ
れ
に
彼
ら
を
編
成
し
て
郡
務
遂
行

を
担
う
と
い
っ
た
、
律
令
制
成
立
以
前
か
ら
の
歴
史
的
支
配
の
あ
り
方
を
前
提

と
し
た
八
世
紀
の
国
郡
制
支
配
の
実
相
を
意
味
し
て
い
る）

3
（

。
こ
れ
ら
は
近
年
の

研
究
に
よ
っ
て
解
明
さ
れ
た
諸
点
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
こ
の
「
郡
的
世
界
」
の

語
を
用
い
て
、
郡
支
配
を
支
え
る
実
態
的
構
造
を
考
え
る
こ
と
に
し
た
い
。

出
雲
国
に
関
し
て
は
、
記
紀
の
叙
述
と
と
も
に
、
全
国
六
十
余
国
中
、
ま
と

ま
っ
て
残
存
す
る
五
風
土
記
の
う
ち
、
唯
一
完
存
す
る
『
出
雲
国
風
土
記
』
が

伝
来
し
て
い
る
こ
と
は
重
要
で
あ
り
、
私
も
出
雲
の
地
域
史
を
検
討
す
る
際
に

大
い
に
活
用
し
て
い
る）

4
（

。
さ
ら
に
近
年
で
は
地
方
官
衙
遺
跡
の
発
掘
事
例
、
出

土
文
字
資
料
で
あ
る
木
簡
や
墨
書
土
器
の
検
出
を
伴
う
も
の
が
増
加
し
て
い
る

古
代
出
雲
国
と
「
郡
的
世
界
」
の
実
像

文
学
部
史
学
科
教
授
　
森　
　

公
章
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点
も
注
目
さ
れ
る
。
出
雲
国
庁
跡
や
各
郡
家
・
正
倉
関
係
の
遺
跡
、
そ
の
他
多

数
の
木
簡
（
八
六
点
）・
墨
書
土
器
が
出
土
し
た
青
木
遺
跡
（
出
雲
郡
）
の
よ

う
な
郡
家
よ
り
も
下
位
の
施
設
で
、
郡
務
に
関
わ
る
と
目
さ
れ
る
事
例
（
郡
家

出
先
機
関
）
や
道
路
造
営
の
作
業
を
彷
彿
と
さ
せ
る
山
持
遺
跡
（
出
雲
郡
）
の

よ
う
な
郡
務
の
実
際
を
示
す
も
の
等
々
が
い
く
つ
か
存
す
る
。
こ
う
し
た
地
方

官
衙
遺
跡
と
出
土
文
字
資
料
は
全
国
的
に
も
年
々
増
加
し
て
お
り
、
地
域
の
立

体
的
な
歴
史
像
を
探
る
上
で
貴
重
な
材
料
と
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
小
稿
で
は
『
出
雲
国
風
土
記
』
や
出
雲
地
域
の
地
方
官
衙
遺
跡
を

視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
こ
れ
を
全
国
的
な
事
象
と
比
較
対
照
し
つ
つ
、「
郡
的

世
界
」
の
実
相
を
整
理
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
出
雲
の
古
代
史
研
究
に
お
け
る

史
料
の
豊
富
さ
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
全
国
的
に
敷
衍
可
能
な
要
素
を
析
出

し
、
日
本
の
古
代
史
全
体
に
対
す
る
発
信
力
が
持
つ
魅
力
を
引
き
出
す
こ
と
が

で
き
れ
ば
と
思
う
。

一　
「
郡
的
世
界
」
と
は

「
郡
的
世
界
」
の
概
要
は
「
は
じ
め
に
」
で
も
触
れ
た
が
、
ま
ず
は
出
雲
国

の
事
例
に
即
し
て
、
具
体
的
に
説
明
し
た
い
。

ａ
『
出
雲
国
風
土
記
』
大
原
郡
条
（〔 

〕
は
細
川
本
に
よ
る
）

所
三

以
号
二

大
原
一

者
、
郡
家
東
北
〔
正
西
〕
一
十
里
一
百
一
十
六
歩
、
田
一
十

町
許
平
原
也
。
故
号
曰
二

大
原
一

。
往
古
之
時
、
此
処
有
二

郡
家
一

、
今
猶
追
二

旧

号
大
原
一

〈
今
有
二

郡
家
一

処
号
云
二

斐
伊
村
一

〉。（
中
略
）
斐
伊
郷
、
属
二

郡
家
一

。

樋
速
日
子
命
坐
二

此
処
一

、
故
云
レ

樋
〈
神
亀
三
年
改
二

字
斐
伊
一

〉。
新
造
院
一

所
、
在
二

斐
伊
郷
中
一

。
郡
家
正
南
一
里
、
建
二

立
厳
堂
一

也
〈
有
二

僧
五
躯
一

〉。

大
領
勝
部
臣
虫
麻
呂
之
所
レ

造
也
。
新
造
院
一
所
、
在
二

屋
裏
郷
中
一

。
郡
家
東

北
〔
正
北
〕
一
十
一
里
一
百
廿
歩
。
建
二

立
（ 

）
層
塔
一

也
〈
有
二

僧
一
躯
一

〉。

前
少
領
額
田
部
臣
押
嶋
之
所
レ

造
也
〈
今
少
領
伊
去
美
之
従
父
兄
也
〉。
新
造
院

一
所
、
在
二

斐
伊
郷
中
一

。
郡
家
東
北
一
里
。
建
二

立
厳
堂
一

也
〈
有
二

尼
二
躯
一

〉。

斐
伊
郷
人
樋
伊
支
知
麻
呂
之
所
レ

造
也
。（
下
略
）

ａ
に
よ
る
と
、
大
原
郡
で
は
郡
家
の
移
転
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
郡

家
移
転
の
事
例
は
『
常
陸
国
風
土
記
』
香
島
郡
条
に
も
見
え
、
鹿
島
神
社
の
南

の
現
郡
家
の
北
の
沼
尾
池
に
つ
い
て
、「
前
郡
所
レ

置
、
多
蒔
レ

橘
、
其
実
味
之
」

と
記
す
が
、
こ
の
場
合
は
低
湿
地
と
い
う
立
地
の
問
題
か
ら
移
動
が
実
行
さ
れ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
大
原
郡
の
例
は
、
大
領
が
勝
部
臣
、
少
領
は
松
江
市

岡
田
山
一
号
墳
出
土
大
刀
銘
に
も
登
場
す
る
額
田
部
臣
で
あ
り
、
欽
明
天
皇
の

女
額
田
部
皇
女
（
推
古
女
帝
）
の
額
田
宮
に
奉
仕
す
る
額
田
部
臣
の
方
が
六
世

紀
以
来
の
古
族
で）

5
（

、
郡
領
氏
族
の
地
位
の
逆
転
と
い
う
事
由
が
推
定
で
き
る
。

岩
波
日
本
古
典
文
学
大
系
本
の
記
載
で
は
旧
郡
家
と
少
領
額
田
部
臣
造
営
の
新

造
院
所
在
地
が
極
め
て
近
接
し
、
郡
領
氏
族
の
本
拠
と
の
関
係
に
よ
る
郡
家
の

立
地
選
定
を
想
起
さ
せ
る
が
、
細
川
本
で
は
北
と
西
に
な
っ
て
し
ま
い
、
こ
の

相
関
関
係
は
薄
れ
る
も
の
の
、
現
郡
家
に
は
大
領
勝
部
臣
が
建
立
し
た
新
造
院

が
近
在
し
、
郡
家
の
移
動
に
は
大
領
勝
部
臣
と
少
領
額
田
部
臣
と
の
勢
力
交
替

と
い
う
要
素
が
あ
っ
た
と
言
え
る
。

こ
う
し
た
複
数
氏
族
に
よ
る
郡
領
構
成
例
は
、
駿
河
国
駿
河
郡
（
壬
生
直
と

図
１

　『
出

雲
国

風
土

記
』

関
係

地
図

（
条

里
制

・
古

代
都

市
研

究
会

編
『

日
本

古
代

の
郡

衙
遺

跡
』〔

雄
山

閣
、

20
09

年
〕

55
頁

の
図

を
転

載
）
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点
も
注
目
さ
れ
る
。
出
雲
国
庁
跡
や
各
郡
家
・
正
倉
関
係
の
遺
跡
、
そ
の
他
多

数
の
木
簡
（
八
六
点
）・
墨
書
土
器
が
出
土
し
た
青
木
遺
跡
（
出
雲
郡
）
の
よ

う
な
郡
家
よ
り
も
下
位
の
施
設
で
、
郡
務
に
関
わ
る
と
目
さ
れ
る
事
例
（
郡
家

出
先
機
関
）
や
道
路
造
営
の
作
業
を
彷
彿
と
さ
せ
る
山
持
遺
跡
（
出
雲
郡
）
の

よ
う
な
郡
務
の
実
際
を
示
す
も
の
等
々
が
い
く
つ
か
存
す
る
。
こ
う
し
た
地
方

官
衙
遺
跡
と
出
土
文
字
資
料
は
全
国
的
に
も
年
々
増
加
し
て
お
り
、
地
域
の
立

体
的
な
歴
史
像
を
探
る
上
で
貴
重
な
材
料
と
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
小
稿
で
は
『
出
雲
国
風
土
記
』
や
出
雲
地
域
の
地
方
官
衙
遺
跡
を

視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
こ
れ
を
全
国
的
な
事
象
と
比
較
対
照
し
つ
つ
、「
郡
的

世
界
」
の
実
相
を
整
理
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
出
雲
の
古
代
史
研
究
に
お
け
る

史
料
の
豊
富
さ
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
全
国
的
に
敷
衍
可
能
な
要
素
を
析
出

し
、
日
本
の
古
代
史
全
体
に
対
す
る
発
信
力
が
持
つ
魅
力
を
引
き
出
す
こ
と
が

で
き
れ
ば
と
思
う
。

一　
「
郡
的
世
界
」
と
は

「
郡
的
世
界
」
の
概
要
は
「
は
じ
め
に
」
で
も
触
れ
た
が
、
ま
ず
は
出
雲
国

の
事
例
に
即
し
て
、
具
体
的
に
説
明
し
た
い
。

ａ
『
出
雲
国
風
土
記
』
大
原
郡
条
（〔 

〕
は
細
川
本
に
よ
る
）

所
三

以
号
二

大
原
一

者
、
郡
家
東
北
〔
正
西
〕
一
十
里
一
百
一
十
六
歩
、
田
一
十

町
許
平
原
也
。
故
号
曰
二

大
原
一

。
往
古
之
時
、
此
処
有
二

郡
家
一

、
今
猶
追
二

旧

号
大
原
一

〈
今
有
二

郡
家
一

処
号
云
二

斐
伊
村
一

〉。（
中
略
）
斐
伊
郷
、
属
二

郡
家
一

。

樋
速
日
子
命
坐
二

此
処
一

、
故
云
レ

樋
〈
神
亀
三
年
改
二

字
斐
伊
一

〉。
新
造
院
一

所
、
在
二

斐
伊
郷
中
一

。
郡
家
正
南
一
里
、
建
二

立
厳
堂
一

也
〈
有
二

僧
五
躯
一

〉。

大
領
勝
部
臣
虫
麻
呂
之
所
レ

造
也
。
新
造
院
一
所
、
在
二

屋
裏
郷
中
一

。
郡
家
東

北
〔
正
北
〕
一
十
一
里
一
百
廿
歩
。
建
二

立
（ 

）
層
塔
一

也
〈
有
二

僧
一
躯
一

〉。

前
少
領
額
田
部
臣
押
嶋
之
所
レ

造
也
〈
今
少
領
伊
去
美
之
従
父
兄
也
〉。
新
造
院

一
所
、
在
二

斐
伊
郷
中
一

。
郡
家
東
北
一
里
。
建
二

立
厳
堂
一

也
〈
有
二

尼
二
躯
一

〉。

斐
伊
郷
人
樋
伊
支
知
麻
呂
之
所
レ

造
也
。（
下
略
）

ａ
に
よ
る
と
、
大
原
郡
で
は
郡
家
の
移
転
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
郡

家
移
転
の
事
例
は
『
常
陸
国
風
土
記
』
香
島
郡
条
に
も
見
え
、
鹿
島
神
社
の
南

の
現
郡
家
の
北
の
沼
尾
池
に
つ
い
て
、「
前
郡
所
レ

置
、
多
蒔
レ

橘
、
其
実
味
之
」

と
記
す
が
、
こ
の
場
合
は
低
湿
地
と
い
う
立
地
の
問
題
か
ら
移
動
が
実
行
さ
れ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
大
原
郡
の
例
は
、
大
領
が
勝
部
臣
、
少
領
は
松
江
市

岡
田
山
一
号
墳
出
土
大
刀
銘
に
も
登
場
す
る
額
田
部
臣
で
あ
り
、
欽
明
天
皇
の

女
額
田
部
皇
女
（
推
古
女
帝
）
の
額
田
宮
に
奉
仕
す
る
額
田
部
臣
の
方
が
六
世

紀
以
来
の
古
族
で）

5
（

、
郡
領
氏
族
の
地
位
の
逆
転
と
い
う
事
由
が
推
定
で
き
る
。

岩
波
日
本
古
典
文
学
大
系
本
の
記
載
で
は
旧
郡
家
と
少
領
額
田
部
臣
造
営
の
新

造
院
所
在
地
が
極
め
て
近
接
し
、
郡
領
氏
族
の
本
拠
と
の
関
係
に
よ
る
郡
家
の

立
地
選
定
を
想
起
さ
せ
る
が
、
細
川
本
で
は
北
と
西
に
な
っ
て
し
ま
い
、
こ
の

相
関
関
係
は
薄
れ
る
も
の
の
、
現
郡
家
に
は
大
領
勝
部
臣
が
建
立
し
た
新
造
院

が
近
在
し
、
郡
家
の
移
動
に
は
大
領
勝
部
臣
と
少
領
額
田
部
臣
と
の
勢
力
交
替

と
い
う
要
素
が
あ
っ
た
と
言
え
る
。

こ
う
し
た
複
数
氏
族
に
よ
る
郡
領
構
成
例
は
、
駿
河
国
駿
河
郡
（
壬
生
直
と

図
１

　『
出

雲
国

風
土

記
』

関
係

地
図

（
条

里
制

・
古

代
都

市
研

究
会

編
『

日
本

古
代

の
郡
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遺

跡
』〔
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山

閣
、

20
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〕
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頁
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図
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）
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（備考）10中は『和名抄』の管郷数と郡の等級を示す。（ ）内は『出雲国風土記』の郷数（余戸・駅家・神戸も
加算）。

表1　出雲国の郡司と豪族分布

【能義郡】10中…意宇郡より分立
【意宇郡】8（18）中

大領：出雲臣、少領：出雲臣、主政：林臣・出雲臣、主帳：海臣
語臣、上腹首、蝮部臣、玉作、額田部臣、日置臣・日置君・日置部、神人公、若倭部

【島根郡】10（10）中
大領：社部臣、少領：神掃石君、主政：蝮朝臣、主帳：出雲臣
神掃石公

【秋鹿郡】4（5）下
大領：刑部臣、少領：蝮部臣、主帳：日下部臣
多米、額田部首、神宅臣

【楯縫郡】4（6）下
大領：出雲臣、少領：高善史、主帳：物部臣
物部臣

【出雲郡】8（9）中
大領：日置臣、少領：太臣、主政：（ ）部臣、主帳：若倭部臣
阿閉臣、海部首・海首・海部、出雲臣・出雲部、出雲積首・出雲積、稲置（印伎）部、犬幸君、伊
福部、大市部、大伴部、刑部、笠朝臣、語部君・語部君族・語部首・語部、掃守首、辛人部、神門
臣・神門臣族・神門、神奴部、私部、吉備部、日下部首・日下部、坂部、雀部君、佐波臣族、漆沼
稲置（印伎）、勝部首・勝部、財部、健部臣・健部、蝮部臣、田部臣・田部、民臣、津島部、鳥取
部首・鳥取部、舎人臣・舎人、爾麻阿比古族、額田部、漆部直・漆部族・漆部、土師部、間人臣、
丈部臣・丈部、日置部臣・日置部君・日置部首・日置部・日置、品治部、三上部、生部臣族・生
部、物部首・物部、宅部、山長首・山長、山部直・山部、弓削部首・弓削部、若桜部、若倭部臣

〔郷長〕・若倭部
【神門郡】10（12）中

大領：神門臣、少領：刑部臣、主政：吉備部臣、主帳：刑部臣
阿保臣、有臣、不知山部、出雲積、稲置（印色）部、伊福部、刑部臣・刑部、語部、神門臣・神門
臣族・神門部、神奴部、吉備部臣・吉備部君・吉備部、日下部、雀部臣、倭文部臣・倭文部首・倭
文部、勝部臣・勝部、曽根連、健部臣・健部首・健部、財部、田部、鳥取部臣・鳥取部造・鳥取
部、舎人・舎人部、丈部、林臣族・林部。日置臣・日置部、平群部、凡治部君・凡治部、若桜部、
若倭部臣・若倭部

【飯石郡】9（7）中
大領：大私造、少領：出雲臣、主帳：日置臣
大私部首、紀打原直、丹比部

【仁多郡】6（4）下
大領：蝮部臣、少領：出雲臣、主帳：品治臣

【大原郡】9（8）中
大領：勝部臣、少領：額田部臣、主政：日置臣、主帳：勝部臣

金
刺
舎
人
）、
武
蔵
国
入
間
郡
（
物
部
直
〔
入
間
宿
禰
〕
と
大
伴
部
直
か
）、
越

前
国
足
羽
郡
（
生
江
臣
と
阿
須
波
臣
）、
ま
た
表
１
の
出
雲
国
の
諸
郡
な
ど
、

珍
し
く
は
な
い
。
入
間
郡
で
は
郡
家
比
定
の
川
越
市
的
場
の
霞
ヶ
関
遺
跡
か
ら

南
東
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
程
の
場
所
に
所
在
す
る
同
市
小
仙
波
町
の
弁
天
西
遺
跡

か
ら
「
大
家
」（
八
世
紀
後
半
）・「
入
」（
九
世
紀
）
の
墨
書
土
器
が
出
土
、
当

地
は
大
家
郷
に
比
定
さ
れ
る
の
で
、
郡
領
氏
族
の
関
係
は
不
詳
で
あ
る
も
の

の
、
大
家
郷
と
郡
家
郷
が
並
存
す
る
郡
の
通
例
と
し
て
、
大
家
郷
か
ら
郡
家
郷

所
在
の
霞
ヶ
関
遺
跡
へ
の
郡
家
の
移
動
が
あ
っ
た
も
の
と
推
定
で
き
る
と
い

う）
6
（

。次
に
『
出
雲
国
風
土
記
』
の
各
郡
に
は
、
郡
家
所
在
地
以
外
に
「
即
有
二

正

倉
一

」
と
記
さ
れ
る
郷
が
存
す
る
例
が
知
ら
れ
る
（
秋
鹿
・
楯
縫
・
神
門
郡
に

は
な
し
）。
即
ち
、
意
宇
郡
（
郡
家
は
大
草
郷
）
で
は
山
国
（
東
南
三
十
二
里

二
百
三
十
歩
）・
舎
人
（
正
東
二
十
六
里
）・
山
代
（
西
北
三
里
百
二
十
歩
）・

拝
志
（
正
西
二
十
一
里
二
百
十
歩
）
の
各
郷
と
賀
茂
神
戸
（
東
南
三
十
四
里
）、

島
根
郡
（
郡
家
は
山
口
郷
）
で
は
手
染
郷
（
正
東
十
里
二
百
六
十
歩
）、
出
雲

郡
（
郡
家
は
出
雲
郷
）
で
は
漆
沼
（
正
東
五
里
二
百
七
十
歩
）・
美
談
（
正
北

九
里
二
百
四
十
歩
）
郷
、
飯
石
郡
（
郡
家
は
多
禰
郷
）
で
は
三
屋
（
東
北
二
十

四
里
）・
須
佐
（
正
西
十
九
里
）・
来
島
（
正
南
三
十
六
里
）
郷
、
仁
多
郡
（
郡

家
は
三
処
郷
）
で
は
三
沢
（
津
）（
西
南
二
十
五
里
）・
横
田
（
東
南
二
十
四

里
）
郷
、
そ
し
て
大
原
郡
（
郡
家
は
斐
伊
郷
）
で
は
屋
代
郷
（
正
北
十
里
百
十

歩
）
な
ど
に
正
倉
所
在
の
記
載
が
見
え
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
山
間
部
の
飯
石

郡
・
仁
多
郡
で
は
郡
家
と
の
距
離
・
地
形
上
の
阻
害
要
因
な
ど
に
よ
り
、
正
倉

表2　新造院と建立者

【意宇郡】
舎人郷…教昊寺：五層塔／教昊僧（大初下上腹首押勝の祖父）
山代郷…新造院：堂／日置君目烈（出雲神戸日置君猪麻呂の祖）

新造院：堂／僧1躯／飯石郡少領出雲臣弟山
山国郷…新造院：三層塔／日置臣根猪

【出雲郡】
河内郷…新造院：堂／旧大領日置臣布彌（今大領佐底麿の祖父）

【神門郡】
朝山郷…新造院：堂／神門臣等
古志郷…新造院：堂／刑部臣等

【大原郡】
斐伊郷…新造院：堂／僧5躯／大領勝部臣虫麻呂

新造院：堂／尼2躯／斐伊郡人樋伊支知麻呂
屋裏郷…新造院：層塔／僧1躯／前少領額田部臣押島（今少領伊去美の従父兄）
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（備考）10中は『和名抄』の管郷数と郡の等級を示す。（ ）内は『出雲国風土記』の郷数（余戸・駅家・神戸も
加算）。

表1　出雲国の郡司と豪族分布

【能義郡】10中…意宇郡より分立
【意宇郡】8（18）中

大領：出雲臣、少領：出雲臣、主政：林臣・出雲臣、主帳：海臣
語臣、上腹首、蝮部臣、玉作、額田部臣、日置臣・日置君・日置部、神人公、若倭部

【島根郡】10（10）中
大領：社部臣、少領：神掃石君、主政：蝮朝臣、主帳：出雲臣
神掃石公

【秋鹿郡】4（5）下
大領：刑部臣、少領：蝮部臣、主帳：日下部臣
多米、額田部首、神宅臣

【楯縫郡】4（6）下
大領：出雲臣、少領：高善史、主帳：物部臣
物部臣

【出雲郡】8（9）中
大領：日置臣、少領：太臣、主政：（ ）部臣、主帳：若倭部臣
阿閉臣、海部首・海首・海部、出雲臣・出雲部、出雲積首・出雲積、稲置（印伎）部、犬幸君、伊
福部、大市部、大伴部、刑部、笠朝臣、語部君・語部君族・語部首・語部、掃守首、辛人部、神門
臣・神門臣族・神門、神奴部、私部、吉備部、日下部首・日下部、坂部、雀部君、佐波臣族、漆沼
稲置（印伎）、勝部首・勝部、財部、健部臣・健部、蝮部臣、田部臣・田部、民臣、津島部、鳥取
部首・鳥取部、舎人臣・舎人、爾麻阿比古族、額田部、漆部直・漆部族・漆部、土師部、間人臣、
丈部臣・丈部、日置部臣・日置部君・日置部首・日置部・日置、品治部、三上部、生部臣族・生
部、物部首・物部、宅部、山長首・山長、山部直・山部、弓削部首・弓削部、若桜部、若倭部臣

〔郷長〕・若倭部
【神門郡】10（12）中

大領：神門臣、少領：刑部臣、主政：吉備部臣、主帳：刑部臣
阿保臣、有臣、不知山部、出雲積、稲置（印色）部、伊福部、刑部臣・刑部、語部、神門臣・神門
臣族・神門部、神奴部、吉備部臣・吉備部君・吉備部、日下部、雀部臣、倭文部臣・倭文部首・倭
文部、勝部臣・勝部、曽根連、健部臣・健部首・健部、財部、田部、鳥取部臣・鳥取部造・鳥取
部、舎人・舎人部、丈部、林臣族・林部。日置臣・日置部、平群部、凡治部君・凡治部、若桜部、
若倭部臣・若倭部

【飯石郡】9（7）中
大領：大私造、少領：出雲臣、主帳：日置臣
大私部首、紀打原直、丹比部

【仁多郡】6（4）下
大領：蝮部臣、少領：出雲臣、主帳：品治臣

【大原郡】9（8）中
大領：勝部臣、少領：額田部臣、主政：日置臣、主帳：勝部臣
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さ
れ
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す
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し
て
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原
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（
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家
は
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）
で
は
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代
郷
（
正
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に
正
倉
所
在
の
記
載
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る
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ら
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、
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表2　新造院と建立者

【意宇郡】
舎人郷…教昊寺：五層塔／教昊僧（大初下上腹首押勝の祖父）
山代郷…新造院：堂／日置君目烈（出雲神戸日置君猪麻呂の祖）

新造院：堂／僧1躯／飯石郡少領出雲臣弟山
山国郷…新造院：三層塔／日置臣根猪

【出雲郡】
河内郷…新造院：堂／旧大領日置臣布彌（今大領佐底麿の祖父）

【神門郡】
朝山郷…新造院：堂／神門臣等
古志郷…新造院：堂／刑部臣等

【大原郡】
斐伊郷…新造院：堂／僧5躯／大領勝部臣虫麻呂

新造院：堂／尼2躯／斐伊郡人樋伊支知麻呂
屋裏郷…新造院：層塔／僧1躯／前少領額田部臣押島（今少領伊去美の従父兄）



古代出雲国と「郡的世界」の実像

― 231 ―

の
別
置
が
現
出
し
た
と
目
さ
れ
る
。

意
宇
郡
に
つ
い
て
は
、
郡
家
に
近
接
し
、
風
土
記
勘
造
当
時
の
国
造
出
雲
臣

広
島
の
次
に
国
造
に
な
っ
た
飯
石
郡
少
領
出
雲
臣
弟
山
が
建
立
し
た
新
造
院
が

存
す
る
山
代
郷
が
、
山
代
二
子
塚
―
山
代
方
墳
―
永
久
宅
後
古
墳
（
山
代
円

墳
）
と
続
く
国
造
出
雲
臣
の
奥
津
城
所
在
地
で
、
出
雲
臣
の
一
大
拠
点
で
あ
っ

た
こ
と
に
留
意
さ
れ）

7
（

、
当
地
で
は
実
際
に
山
代
郷
正
倉
遺
跡
群
の
遺
構
が
検
出

さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
年
次
は
不
明
で
あ
る
が
（『
延
喜
式
』
に
は
所
見
）、

意
宇
郡
の
東
部
は
後
代
に
能
義
郡
と
し
て
分
立
す
る
点
に
着
目
す
る
と
、
正
倉

の
あ
る
山
国
・
舎
人
郷
や
賀
茂
神
戸
で
は
そ
う
し
た
要
因
が
伏
在
し
て
い
た
こ

と
を
看
取
さ
せ
る
。
新
造
院
は
、
上
述
の
出
雲
国
造
家
の
者
や
国
造
配
下
で
日

置
部
管
掌
者
の
伝
統
を
引
く
日
置
君
な
ど
の
建
立
が
見
ら
れ
る
山
代
郷
以
外
で

は
、
山
国
郷
の
日
置
部
氏
、
舎
人
郷
の
外
散
位
上
腹
首
氏
の
例
だ
け
で
あ
り
、

能
義
郡
城
に
は
こ
う
し
た
造
営
を
行
い
得
る
豪
族
が
存
し
た）

8
（

。
舎
人
郷
に
は
ま

た
、
欽
明
朝
に
倉
舎
人
君
ら
の
祖
日
置
臣
志
毗
が
大
舎
人
と
し
て
供
奉
し
た
と

い
う
郷
名
由
来
譚
が
あ
り
（
ｂ
）、
山
国
郷
と
も
ど
も
、
日
置
部
関
係
の
豪
族

が
集
住
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
能
義
郡
は
後
代
に
能
義
南
郡
の
存
在
が
知
ら

れ
、
さ
ら
な
る
分
割
が
行
わ
れ
て
い
く
。
な
お
、
拝
志
郷
は
主
政
と
し
て
見
え

る
林
臣
の
本
拠
地
と
推
定
さ
れ
、
こ
こ
に
も
独
自
の
基
盤
を
有
す
る
豪
族
が
存

し
て
い
る）

9
（

。

以
上
の
意
宇
郡
は
、
郡
家
所
在
地
以
外
へ
の
正
倉
分
置
が
、
郡
内
諸
豪
族
の

勢
力
関
係
な
ど
に
よ
っ
て
生
じ
た
事
象
で
あ
る
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
そ
の
他
、

出
雲
郡
美
談
郷
は
、
近
年
発
見
さ
れ
た
青
木
遺
跡
の
存
在
や
出
土
木
簡
の
内
容

か
ら
、
主
帳
若
倭
部
臣
の
拠
点）

₁₀
（

、
大
原
郡
屋
代
郷
は
、
郡
内
北
西
端
の
所
在
地

と
と
も
に
、
少
領
額
田
部
臣
の
拠
点
屋
裏
郷
（
旧
郡
家
が
所
在
か
）
に
隣
接
す

る
の
で
、
上
述
の
郡
家
移
転
の
事
情
な
ど
に
関
連
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
正
倉
別
置
の
事
例
に
は
、『
越
中
国
官
倉
納
穀
交
替
記
』
の
越
中

国
砺
波
郡
の
川
上
村
・
意
斐
村
の
不
動
倉
も
あ
る
。
意
斐
村
＝
意
斐
郷
の
正
倉

は
、
越
中
守
大
伴
家
持
が
墾
田
地
を
検
察
し
た
際
に
宿
泊
し
た
主
帳
多
治
比
部

北
里
（『
万
葉
集
』
巻
十
八
―
四
一
三
八
、
勝
宝
三
年
〔
七
五
一
〕）
の
拠
点
荊

波
村
と
の
関
係
が
推
定
さ
れ
、
各
国
正
税
帳
に
記
さ
れ
て
い
る
国
司
の
出
挙
の

巡
行
が
各
郡
三
日
程
度
で
あ
る
の
は
、
正
倉
所
在
地
に
お
け
る
関
連
有
勢
者
の

管
理
体
制
・
出
挙
業
務
な
ど
に
依
存
で
き
た
た
め
と
考
え
ら
れ
て
い
る）

₁₁
（

。

ｂ
『
出
雲
国
風
土
記
』
意
宇
郡
舎
人
郷
条

舎
人
郷
、
郡
家
正
東
廿
六
里
。
志
貴
島
宮
御
宇
天
皇
御
世
、
倉
舎
人
君
等
之
祖

日
置
臣
志
毗
、
大
舎
人
供
奉
之
。
即
是
志
毗
之
所
レ

居
、
故
云
二

舎
人
一

。
即
有
二

正
倉
一

。

ｃ
『
出
雲
国
風
土
記
』
秋
鹿
郡
恵
曇
浜
条

（
上
略
）
自
二

川
口
一

至
二

南
方
田
辺
一

之
間
、
長
一
百
八
十
歩
、
広
一
丈
五
尺
、

源
者
田
水
也
。
上
文
所
レ

謂
佐
太
川
西
源
、
是
同
処
矣
。
凡
渡
村
田
水
、
南
北

別
耳
。
古
老
云
、
島
根
郡
大
領
社
部
臣
訓
麻
呂
之
祖
波
蘇
等
、
依
二

稲
田
之
澇
一
、

所
二

彫
堀
一

也
。（
下
略
）

ｄ
『
出
雲
国
風
土
記
』
出
雲
郡
建
健
部
郷
条

（
上
略
）
故
云
二

宇
夜
里
一

。
而
後
改
所
三

以
号
二

健
部
一

者
、
纏
向
檜
代
宮
御
宇
天

皇
勅
、
不
レ

忘
二

朕
御
子
倭
健
命
之
御
名
一

、
健
部
定
給
。
爾
時
神
門
臣
古
禰
、

健
部
定
給
。
即
健
部
臣
等
、
自
レ

古
至
レ

今
、
猶
居
二

此
処
一

。
故
云
二

健
部
一

。

ｅ
『
出
雲
国
風
土
記
』
神
門
郡
日
置
郷
条

日
置
郷
、
郡
家
正
東
四
里
。
志
紀
島
宮
御
宇
天
皇
之
御
世
、
日
置
伴
部
等
所
二

遣
来
一

、
宿
停
而
、
為
レ

政
之
所
也
。
故
云
二

日
置
一

。

ｆ
『
出
雲
国
風
土
記
』
神
門
郡
古
志
郷
条

古
志
郷
、
即
属
二

郡
家
一

。
伊
弉
奈
彌
命
之
時
、
以
二

日
淵
川
一

、
築
二

造
池
一

之
。

爾
時
、
古
志
国
人
等
到
来
而
為
レ

堤
。
即
宿
居
之
所
也
。
故
云
二

古
志
一

。

ｇ
『
出
雲
国
風
土
記
』
神
門
郡
狭
結
駅
条

狭
結
駅
、
郡
家
同
処
。
古
志
国
佐
與
布
云
人
、
来
居
之
。
故
云
二

最
邑
一

〈
神
亀

三
年
改
二

字
狭
結
一

。
其
所
二

以
来
居
一

者
、
説
如
二

古
志
郷
一

也
〉。

以
上
、『
出
雲
国
風
土
記
』
に
看
取
さ
れ
る
郡
家
の
移
転
や
正
倉
分
置
と
そ

の
背
景
を
検
討
し
た
。
そ
こ
に
は
郡
司
を
構
成
す
る
諸
氏
族
の
勢
力
関
係
、
郡

内
部
の
地
域
性
や
複
雑
に
入
り
交
じ
る
歴
史
的
支
配
の
重
層
性
が
存
し
た
も
の

と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
ら
を
統
合
す
る
形
で
郡
・
郡
司
の
統
治
、「
郡
的
世
界
」

の
枠
組
が
成
り
立
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
表
１
の
各
郡
の
豪
族
分
布
を
見
て

も
、
国
造
出
雲
臣
を
頂
点
と
し
な
が
ら
も
、
様
々
な
氏
姓
の
人
々
が
混
在
し
、

額
田
部
臣
―
額
田
部
首
―
額
田
部
の
よ
う
な
階
層
性
を
以
て
、
部
民
制
以
来
の

奉
仕
・
相
互
の
関
係
が
存
続
し
て
い
た
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。
ｂ
の
日
置
臣
か

ら
倉
舎
人
君
へ
、
ｄ
の
神
門
臣
か
ら
健
部
臣
へ
の
分
出
な
ど
も
あ
っ
た
。
ｄ
で

は
神
門
郡
の
郡
領
氏
族
神
門
臣
一
族
が
出
雲
郡
域
に
居
住
し
て
お
り
、
ｅ
で
は

出
雲
郡
の
郡
領
氏
族
日
置
臣
、
あ
る
い
は
東
部
の
意
宇
郡
に
も
分
布
す
る
日
置

臣
が
神
門
郡
域
に
拠
点
を
築
く
様
子
が
知
ら
れ
、
ｆ
・
ｇ
の
越
か
ら
の
移
住
者

の
存
在
と
も
ど
も
、
様
々
な
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
ｃ
に

は
島
根
郡
と
隣
接
す
る
秋
鹿
郡
恵
曇
浜
に
お
け
る
島
根
郡
大
領
の
先
祖
に
よ
る

開
発
が
記
さ
れ
、
各
地
の
豪
族
が
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
的
支
配
を
構
築
す
る
尽
力

が
窺
わ
れ
る
。
さ
ら
に
は
、
出
雲
郡
条
に
記
さ
れ
た
出
雲
大
川
は
、「
自
二

河
口
一

至
二

河
上
横
田
村
一

之
間
、
五
郡
百
姓
便
レ

河
而
居
〈
出
雲
・
神
門
・
飯
石
・
仁

多
・
大
原
郡
〉。
起
二

孟
春
一

至
二

季
春
一

、
校
二

材
木
一

船
、
沿
二

泝
河
中
一

也
」
と

あ
り
、
広
域
的
な
つ
な
が
り
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
は
自
然
だ
け
で

は
な
く
、
上
述
の
よ
う
に
、
次
代
の
出
雲
国
造
と
な
る
人
物
が
意
宇
郡
で
は
な

く
、
飯
石
郡
の
郡
司
を
務
め
て
い
た
り
、
意
宇
郡
山
代
郷
に
は
出
雲
臣
だ
け
で

な
く
、
日
置
臣
も
新
造
院
を
建
立
し
て
い
た
り
、
ま
た
意
宇
郡
の
各
地
に
居
住

す
る
日
置
臣
の
広
が
り
や
他
郡
の
日
置
臣
と
の
交
流
如
何
で
あ
っ
た
り
と
、
や

は
り
複
雑
に
交
錯
す
る
豪
族
同
士
の
関
係
を
考
え
て
お
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
よ

う
。で

は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
は
郡
家
の
機
構
や
人
的
構
成
、
さ
ら
に
は
郡
務
の

遂
行
形
態
な
ど
に
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
章
を
改
め

て
「
郡
的
世
界
」
の
実
像
を
よ
り
具
体
的
に
探
究
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

二　

郡
家
と
そ
の
広
が
り

律
令
条
文
と
そ
の
注
釈
書
（
戸
令
国
郡
司
条
、
宮
衛
令
兵
庫
大
蔵
条
、
軍
防

令
従
軍
甲
仗
条
、
儀
制
令
五
行
条
、
仮
寧
令
外
官
聞
喪
条
、
衛
禁
律
越
垣
及
城

条
な
ど
）
や
長
元
元
年
（
一
〇
三
〇
）「
上
野
国
交
替
実
録
帳
」（
不
与
解
由
状
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の
別
置
が
現
出
し
た
と
目
さ
れ
る
。

意
宇
郡
に
つ
い
て
は
、
郡
家
に
近
接
し
、
風
土
記
勘
造
当
時
の
国
造
出
雲
臣

広
島
の
次
に
国
造
に
な
っ
た
飯
石
郡
少
領
出
雲
臣
弟
山
が
建
立
し
た
新
造
院
が

存
す
る
山
代
郷
が
、
山
代
二
子
塚
―
山
代
方
墳
―
永
久
宅
後
古
墳
（
山
代
円

墳
）
と
続
く
国
造
出
雲
臣
の
奥
津
城
所
在
地
で
、
出
雲
臣
の
一
大
拠
点
で
あ
っ

た
こ
と
に
留
意
さ
れ）

7
（

、
当
地
で
は
実
際
に
山
代
郷
正
倉
遺
跡
群
の
遺
構
が
検
出

さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
年
次
は
不
明
で
あ
る
が
（『
延
喜
式
』
に
は
所
見
）、

意
宇
郡
の
東
部
は
後
代
に
能
義
郡
と
し
て
分
立
す
る
点
に
着
目
す
る
と
、
正
倉

の
あ
る
山
国
・
舎
人
郷
や
賀
茂
神
戸
で
は
そ
う
し
た
要
因
が
伏
在
し
て
い
た
こ

と
を
看
取
さ
せ
る
。
新
造
院
は
、
上
述
の
出
雲
国
造
家
の
者
や
国
造
配
下
で
日

置
部
管
掌
者
の
伝
統
を
引
く
日
置
君
な
ど
の
建
立
が
見
ら
れ
る
山
代
郷
以
外
で

は
、
山
国
郷
の
日
置
部
氏
、
舎
人
郷
の
外
散
位
上
腹
首
氏
の
例
だ
け
で
あ
り
、

能
義
郡
城
に
は
こ
う
し
た
造
営
を
行
い
得
る
豪
族
が
存
し
た）

8
（

。
舎
人
郷
に
は
ま

た
、
欽
明
朝
に
倉
舎
人
君
ら
の
祖
日
置
臣
志
毗
が
大
舎
人
と
し
て
供
奉
し
た
と

い
う
郷
名
由
来
譚
が
あ
り
（
ｂ
）、
山
国
郷
と
も
ど
も
、
日
置
部
関
係
の
豪
族

が
集
住
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
能
義
郡
は
後
代
に
能
義
南
郡
の
存
在
が
知
ら

れ
、
さ
ら
な
る
分
割
が
行
わ
れ
て
い
く
。
な
お
、
拝
志
郷
は
主
政
と
し
て
見
え

る
林
臣
の
本
拠
地
と
推
定
さ
れ
、
こ
こ
に
も
独
自
の
基
盤
を
有
す
る
豪
族
が
存

し
て
い
る）

9
（

。

以
上
の
意
宇
郡
は
、
郡
家
所
在
地
以
外
へ
の
正
倉
分
置
が
、
郡
内
諸
豪
族
の

勢
力
関
係
な
ど
に
よ
っ
て
生
じ
た
事
象
で
あ
る
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
そ
の
他
、

出
雲
郡
美
談
郷
は
、
近
年
発
見
さ
れ
た
青
木
遺
跡
の
存
在
や
出
土
木
簡
の
内
容

か
ら
、
主
帳
若
倭
部
臣
の
拠
点）

₁₀
（

、
大
原
郡
屋
代
郷
は
、
郡
内
北
西
端
の
所
在
地

と
と
も
に
、
少
領
額
田
部
臣
の
拠
点
屋
裏
郷
（
旧
郡
家
が
所
在
か
）
に
隣
接
す

る
の
で
、
上
述
の
郡
家
移
転
の
事
情
な
ど
に
関
連
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
正
倉
別
置
の
事
例
に
は
、『
越
中
国
官
倉
納
穀
交
替
記
』
の
越
中

国
砺
波
郡
の
川
上
村
・
意
斐
村
の
不
動
倉
も
あ
る
。
意
斐
村
＝
意
斐
郷
の
正
倉

は
、
越
中
守
大
伴
家
持
が
墾
田
地
を
検
察
し
た
際
に
宿
泊
し
た
主
帳
多
治
比
部

北
里
（『
万
葉
集
』
巻
十
八
―
四
一
三
八
、
勝
宝
三
年
〔
七
五
一
〕）
の
拠
点
荊

波
村
と
の
関
係
が
推
定
さ
れ
、
各
国
正
税
帳
に
記
さ
れ
て
い
る
国
司
の
出
挙
の

巡
行
が
各
郡
三
日
程
度
で
あ
る
の
は
、
正
倉
所
在
地
に
お
け
る
関
連
有
勢
者
の

管
理
体
制
・
出
挙
業
務
な
ど
に
依
存
で
き
た
た
め
と
考
え
ら
れ
て
い
る）

₁₁
（

。

ｂ
『
出
雲
国
風
土
記
』
意
宇
郡
舎
人
郷
条

舎
人
郷
、
郡
家
正
東
廿
六
里
。
志
貴
島
宮
御
宇
天
皇
御
世
、
倉
舎
人
君
等
之
祖

日
置
臣
志
毗
、
大
舎
人
供
奉
之
。
即
是
志
毗
之
所
レ

居
、
故
云
二

舎
人
一

。
即
有
二

正
倉
一

。

ｃ
『
出
雲
国
風
土
記
』
秋
鹿
郡
恵
曇
浜
条

（
上
略
）
自
二

川
口
一

至
二

南
方
田
辺
一

之
間
、
長
一
百
八
十
歩
、
広
一
丈
五
尺
、

源
者
田
水
也
。
上
文
所
レ

謂
佐
太
川
西
源
、
是
同
処
矣
。
凡
渡
村
田
水
、
南
北

別
耳
。
古
老
云
、
島
根
郡
大
領
社
部
臣
訓
麻
呂
之
祖
波
蘇
等
、
依
二

稲
田
之
澇
一
、

所
二

彫
堀
一

也
。（
下
略
）

ｄ
『
出
雲
国
風
土
記
』
出
雲
郡
建
健
部
郷
条

（
上
略
）
故
云
二

宇
夜
里
一

。
而
後
改
所
三

以
号
二

健
部
一

者
、
纏
向
檜
代
宮
御
宇
天

皇
勅
、
不
レ

忘
二

朕
御
子
倭
健
命
之
御
名
一

、
健
部
定
給
。
爾
時
神
門
臣
古
禰
、

健
部
定
給
。
即
健
部
臣
等
、
自
レ

古
至
レ

今
、
猶
居
二

此
処
一

。
故
云
二

健
部
一

。

ｅ
『
出
雲
国
風
土
記
』
神
門
郡
日
置
郷
条

日
置
郷
、
郡
家
正
東
四
里
。
志
紀
島
宮
御
宇
天
皇
之
御
世
、
日
置
伴
部
等
所
二

遣
来
一

、
宿
停
而
、
為
レ

政
之
所
也
。
故
云
二

日
置
一

。

ｆ
『
出
雲
国
風
土
記
』
神
門
郡
古
志
郷
条

古
志
郷
、
即
属
二

郡
家
一

。
伊
弉
奈
彌
命
之
時
、
以
二

日
淵
川
一

、
築
二

造
池
一

之
。

爾
時
、
古
志
国
人
等
到
来
而
為
レ

堤
。
即
宿
居
之
所
也
。
故
云
二

古
志
一

。

ｇ
『
出
雲
国
風
土
記
』
神
門
郡
狭
結
駅
条

狭
結
駅
、
郡
家
同
処
。
古
志
国
佐
與
布
云
人
、
来
居
之
。
故
云
二

最
邑
一

〈
神
亀

三
年
改
二

字
狭
結
一

。
其
所
二

以
来
居
一

者
、
説
如
二

古
志
郷
一

也
〉。

以
上
、『
出
雲
国
風
土
記
』
に
看
取
さ
れ
る
郡
家
の
移
転
や
正
倉
分
置
と
そ

の
背
景
を
検
討
し
た
。
そ
こ
に
は
郡
司
を
構
成
す
る
諸
氏
族
の
勢
力
関
係
、
郡

内
部
の
地
域
性
や
複
雑
に
入
り
交
じ
る
歴
史
的
支
配
の
重
層
性
が
存
し
た
も
の

と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
ら
を
統
合
す
る
形
で
郡
・
郡
司
の
統
治
、「
郡
的
世
界
」

の
枠
組
が
成
り
立
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
表
１
の
各
郡
の
豪
族
分
布
を
見
て

も
、
国
造
出
雲
臣
を
頂
点
と
し
な
が
ら
も
、
様
々
な
氏
姓
の
人
々
が
混
在
し
、

額
田
部
臣
―
額
田
部
首
―
額
田
部
の
よ
う
な
階
層
性
を
以
て
、
部
民
制
以
来
の

奉
仕
・
相
互
の
関
係
が
存
続
し
て
い
た
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。
ｂ
の
日
置
臣
か

ら
倉
舎
人
君
へ
、
ｄ
の
神
門
臣
か
ら
健
部
臣
へ
の
分
出
な
ど
も
あ
っ
た
。
ｄ
で

は
神
門
郡
の
郡
領
氏
族
神
門
臣
一
族
が
出
雲
郡
域
に
居
住
し
て
お
り
、
ｅ
で
は

出
雲
郡
の
郡
領
氏
族
日
置
臣
、
あ
る
い
は
東
部
の
意
宇
郡
に
も
分
布
す
る
日
置

臣
が
神
門
郡
域
に
拠
点
を
築
く
様
子
が
知
ら
れ
、
ｆ
・
ｇ
の
越
か
ら
の
移
住
者

の
存
在
と
も
ど
も
、
様
々
な
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
ｃ
に

は
島
根
郡
と
隣
接
す
る
秋
鹿
郡
恵
曇
浜
に
お
け
る
島
根
郡
大
領
の
先
祖
に
よ
る

開
発
が
記
さ
れ
、
各
地
の
豪
族
が
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
的
支
配
を
構
築
す
る
尽
力

が
窺
わ
れ
る
。
さ
ら
に
は
、
出
雲
郡
条
に
記
さ
れ
た
出
雲
大
川
は
、「
自
二

河
口
一

至
二

河
上
横
田
村
一

之
間
、
五
郡
百
姓
便
レ

河
而
居
〈
出
雲
・
神
門
・
飯
石
・
仁

多
・
大
原
郡
〉。
起
二

孟
春
一

至
二

季
春
一

、
校
二

材
木
一

船
、
沿
二

泝
河
中
一

也
」
と

あ
り
、
広
域
的
な
つ
な
が
り
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
は
自
然
だ
け
で

は
な
く
、
上
述
の
よ
う
に
、
次
代
の
出
雲
国
造
と
な
る
人
物
が
意
宇
郡
で
は
な

く
、
飯
石
郡
の
郡
司
を
務
め
て
い
た
り
、
意
宇
郡
山
代
郷
に
は
出
雲
臣
だ
け
で

な
く
、
日
置
臣
も
新
造
院
を
建
立
し
て
い
た
り
、
ま
た
意
宇
郡
の
各
地
に
居
住

す
る
日
置
臣
の
広
が
り
や
他
郡
の
日
置
臣
と
の
交
流
如
何
で
あ
っ
た
り
と
、
や

は
り
複
雑
に
交
錯
す
る
豪
族
同
士
の
関
係
を
考
え
て
お
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
よ

う
。で

は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
は
郡
家
の
機
構
や
人
的
構
成
、
さ
ら
に
は
郡
務
の

遂
行
形
態
な
ど
に
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
章
を
改
め

て
「
郡
的
世
界
」
の
実
像
を
よ
り
具
体
的
に
探
究
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

二　

郡
家
と
そ
の
広
が
り

律
令
条
文
と
そ
の
注
釈
書
（
戸
令
国
郡
司
条
、
宮
衛
令
兵
庫
大
蔵
条
、
軍
防

令
従
軍
甲
仗
条
、
儀
制
令
五
行
条
、
仮
寧
令
外
官
聞
喪
条
、
衛
禁
律
越
垣
及
城

条
な
ど
）
や
長
元
元
年
（
一
〇
三
〇
）「
上
野
国
交
替
実
録
帳
」（
不
与
解
由
状
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案
）
に
よ
る
と
、
郡
家
は
概
ね
①
郡
庁
（「
院
」
と
称
さ
れ
る
複
数
の
建
物
と

庭
で
構
成
。
公
文
屋
で
文
書
を
管
理
）、
②
正
倉
（
兵
庫
も
あ
る
）、
③
館
（
宿

屋
・
向
屋
・
副
屋
と
厨
家
ま
た
は
厩
、
竈
屋
）、
④
厨
（
酒
屋
・
竈
屋
・
納

屋
・
備
屋
）
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
何
ら
か
の
囲
繞
施
設
（
郡
垣
）
と
そ
の

囲
繞
空
間
を
出
入
り
す
る
た
め
の
門
が
あ
っ
た
。
出
雲
地
域
で
は
上
述
の
意
宇

郡
の
山
代
郷
正
倉
遺
跡
群
、
出
雲
郡
家
の
正
倉
と
目
さ
れ
る
後
谷
遺
跡
、
神
門

郡
家
に
比
定
さ
れ
る
古
志
本
郷
遺
跡
と
正
倉
の
三
田
谷
Ⅰ
遺
跡
、
旧
大
原
郡
家

比
定
の
郡
垣
遺
跡
な
ど
が
検
出
さ
れ
て
い
る
が
、
郡
家
の
全
体
像
が
判
明
す
る

事
例
は
な
い）

₁₂
（

。

全
国
に
は
約
六
百
の
郡
が
あ
り
、
美
濃
国
武
義
郡
家
の
弥
勒
寺
遺
跡
群
や
陸

奥
国
白
河
郡
家
の
白
河
郡
衙
遺
跡
群
で
は
、
①
〜
④
が
一
箇
所
に
集
約
さ
れ
た

形
で
郡
家
が
存
立
し
て
い
る）

₁₃
（

。
し
か
し
、『
出
雲
国
風
土
記
』
に
見
ら
れ
る
正

倉
分
置
の
事
例
、「
上
野
国
交
替
実
録
帳
」（『
平
安
遺
文
』
四
六
〇
九
号
）
に

も
各
郡
に
共
通
し
て
記
載
さ
れ
る
一
〜
四
館
の
館
が
す
べ
て
郡
家
と
同
じ
場
所

に
あ
っ
た
と
は
限
ら
な
い
こ
と
や
『
朝
野
群
載
』
巻
二
十
二
「
国
務
条
々
」
第

二
十
条
「
一
択
二

吉
日
一

、
可
レ

渡
二

雑
公
文
一

由
牒
二

送
前
司
一

事
」
に
「
郡
庫
院
、

駅
館
、
厨
家
及
諸
郡
院
、
別
院
」
と
あ
る
郡
関
係
の
「
官
舎
」
の
う
ち
の
別
院

に
相
当
す
る
小
野
院
・
八
木
院
（
群
馬
郡
）、
長
田
院
・
伊
参
院
（
吾
妻
郡
）

は
郡
家
と
別
処
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
が
看
取
さ
れ
、
分
散
型
の
存
在

形
態
も
考
慮
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
他
、
長
野
Ａ
遺
跡
（
郡
家
比
定

地
）
で
「
企
救
一
」、
そ
の
南
二
・
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
寺
田
遺
跡
で
「
企
弐
」

の
墨
書
土
器
が
検
出
さ
れ
た
豊
前
国
企
救
郡
、
上
総
国
山
辺
郡
山
口
郷
内
の
千

葉
県
東
金
市
山
田
水
呑
遺
跡
で
の
「
山
辺
大
」、「
山
口
館
」、「
山
佐
」（
山
辺

郡
少
領
の
意
か
）
な
ど
の
墨
書
土
器
検
出
に
よ
る
山
口
館
の
存
在
と
い
っ
た
事

例
も
知
ら
れ
る）

₁₄
（

。

郡
の
景
観
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
郡
家
の
門
前
に
巨
木
が
植
え
ら
れ
て
い
る

事
例
が
あ
る
こ
と
に
注
目
さ
れ
る
（『
続
後
紀
』
承
和
四
年
〔
八
三
七
〕
二
月

甲
午
朔
条
／
山
城
国
愛
宕
郡
、
同
十
四
年
〔
八
四
七
〕
六
月
甲
寅
条
／
山
城
国

葛
野
郡
、『
常
陸
国
風
土
記
』
行
方
郡
条
な
ど
）。
山
城
国
愛
宕
郡
家
の
門
前
で

は
遣
唐
使
派
遣
の
際
に
天
神
地
祇
を
奉
祀
し
、
葛
野
郡
家
の
前
の
槻
樹
は
松
尾

大
神
が
憑
依
す
る
聖
樹
で
あ
り
、
飛
鳥
寺
の
西
の
槻
木
な
ど
都
城
に
お
け
る
他

の
事
例
と
同
様
、
呪
術
・
祭
祀
の
場
、
聖
樹
の
広
場
の
機
能
が
看
取
さ
れ
る）

₁₅
（

。

ま
た
「
殿
門
」
と
い
う
脇
付
的
敬
称
が
あ
る
よ
う
に
、
門
は
施
設
の
内
・
外
を

区
画
す
る
も
の
で
、
外
に
対
す
る
郡
家
の
象
徴
と
し
て
重
要
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
、
上
野
国
多
胡
郡
の
建
郡
状
況
を
伝
え
る
多
胡
碑
は
、
郡
家
の
門
前
の
路

傍
に
存
し
た
も
の
で
、
郡
家
に
出
入
り
す
る
人
々
に
立
郡
人
の
子
孫
で
あ
る
郡

領
の
権
威
を
誇
示
す
る
装
置
で
あ
っ
た）

₁₆
（

。

郡
家
と
祭
祀
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
富
士
山
の
噴
火
な
ど
を
被
っ
て
「
郡
家

以
南
作
二

建
神
宮
一

」
て
郡
領
が
祝
と
な
り
、
浅
間
明
神
を
奉
斎
し
た
例
（『
三

代
実
録
』
貞
観
七
年
〔
八
六
五
〕
十
二
月
九
日
条
／
甲
斐
国
八
代
郡
）、「
在
二

郡
家
西
北
角
一

」
出
雲
伊
波
比
神
が
「
引
二

率
郡
家
内
外
所
レ

有
雷
神
一

」
し
て
神

火
を
起
こ
し
た
り
（
ト
部
吉
田
家
旧
蔵
文
書
・
宝
亀
三
年
﹇
七
七
二
﹈
十
二
月

十
九
日
官
符
〔
武
蔵
国
入
間
郡
〕）、「
土
左
郡
家
之
内
、
有
レ

社
。
神
名
、
為
二

天
河
命
一
。
其
南
道
下
有
レ

社
、
神
名
浄
川
媛
命
、
天
河
神
之
女
也
。
其
天
河
神

者
、
為
二

土
左
大
神
之
子
一

也
」
と
、
郡
家
の
西
四
里
に
所
在
し
た
都
佐
坐
神
社

（
土
佐
神
社
）
の
子
神
た
る
葛
木
男
神
社
、
葛
木
咩
神
社
が
郡
家
内
と
そ
の
近

辺
に
存
し
た
り
と
（
土
左
国
風
土
記
逸
文
土
左
郡
条
）、
い
わ
ば
郡
家
の
内
神

と
し
て
祭
祀
面
で
の
権
威
を
取
り
込
む
事
例
が
あ
る）

₁₇
（

。
郡
家
遺
跡
の
実
例
に
お

い
て
も
、
上
述
の
弥
勒
寺
遺
跡
群
で
は
郡
家
本
体
で
あ
る
弥
勒
寺
東
遺
跡
の
西

方
の
谷
部
に
は
祭
祀
遺
跡
で
あ
る
弥
勒
寺
西
遺
跡
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
武
蔵

国
幡
羅
郡
家
推
定
地
の
幡
羅
遺
跡
で
も
、
そ
の
東
に
西
別
府
祭
祀
遺
跡
が
存

し
、
郡
家
に
関
わ
る
神
祇
祭
祀
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

ｈ
『
日
本
霊
異
記
』
中
巻
第
九
縁
「
己
作
寺
用
其
寺
物
作
牛
役
縁
」

大
伴
赤
麻
呂
者
、
武
蔵
国
多
磨
郡
大
領
也
。
以
二

天
平
勝
宝
元
年
己
丑
冬
十
二

月
十
九
日
一

死
、
以
二

二
年
庚
寅
夏
五
月
七
日
一

、
生
二

黒
斑
犢
一

、
自
負
二

碑
文
一

矣
。
探
二

之
斑
文
一

、
謂
、
赤
麻
呂
者
、
擅
二

於
己
所
レ

造
寺
一

、
而
随
二

恣
心
一

、

借
二

用
寺
物
一

、
未
二

報
納
一

之
、
而
死
亡
焉
。
為
レ

償
二

此
物
一

故
、
受
二

牛
身
一

者

也
。
於
レ

茲
諸
眷
属
及
同
僚
、
発
二

慚
愧
心
一

。（
下
略
）

ｉ
『 

日
本
霊
異
記
』
下
巻
第
二
十
六
縁
「
強
非
理
以
徴
債
取
多
倍
而
現
得
悪
死

報
縁
」

田
中
真
人
広
虫
女
者
、
讃
岐
国
美
貴
郡
大
領
外
従
六
位
上
小
屋
県
主
宮
手
之
妻

也
。
産
二

生
八
子
一

、
富
貴
宝
多
、
有
二

馬
牛
奴
婢
稲
銭
田
畠
等
一

、
天
年
無
二

道

心
一

、
慳
貪
無
二

給
与
一

。
酒
加
二

多
水
一

、
沽
取
二

多
直
一

、
貸
日
与
二

小
升
一

、
償

日
受
二

大
升
一

、
出
挙
時
用
二

小
斤
一

、
償
収
時
以
二

大
斤
一

、
息
利
強
徴
、
太
甚
非

理
、
或
十
倍
徴
、
或
百
倍
徴
、
償
人
渋
レ

耳
、
不
レ

為
二

甘
心
一

。（
中
略
／
死
後

に
上
半
身
が
牛
に
な
っ
て
更
甦
）
大
領
及
男
女
之
、
愧
恥
慼
慟
、
正
体
投
レ

地
、

発
レ

願
無
レ

量
、
為
レ

贖
二

罪
報
一

、
三
木
寺
進
二

入
家
内
雑
物
財
物
一

、
東
大
寺
進
二

入
牛
七
十
頭
・
馬
卅
疋
・
治
田
廿
町
・
稲
四
千
束
一

、
負
二

他
人
一

物
、
皆
既
免

之
。（
下
略
）

弥
勒
寺
遺
跡
群
で
は
ま
た
、
東
遺
跡
と
西
遺
跡
の
間
に
は
法
起
寺
式
伽
藍
配

置
を
有
す
る
弥
勒
寺
跡
が
検
出
さ
れ
て
お
り
、
弥
勒
寺
西
遺
跡
か
ら
は
「
大

寺
」
の
墨
書
土
器
が
出
土
し
て
い
る
の
で
、
弥
勒
寺
は
「
武
義
大
寺
」
と
い
っ

た
呼
称
で
地
域
の
人
々
の
信
仰
を
集
め
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
西
遺
跡
で
の

「
大
寺
」
墨
書
土
器
出
土
は
、
こ
こ
で
の
祭
祀
に
弥
勒
寺
の
僧
侶
も
参
加
し
て

い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
、
仏
教
信
仰
と
神
祇
信
仰
の
場
を
区
別
す
る
配
慮
は
あ
る

も
の
の
、
郡
司
の
郡
内
統
治
に
は
両
者
の
掌
握
が
不
可
欠
で
あ
り
、
時
に
は
習

合
す
る
形
で
挙
行
さ
れ
て
い
た
様
子
が
彷
彿
さ
れ
る
。
ｈ
の
武
蔵
国
多
磨
郡
の

寺
院
に
関
し
て
は
、
武
蔵
国
府
関
係
の
発
掘
調
査
で
国
庁
跡
の
東
方
約
三
〇
〇

メ
ー
ト
ル
周
辺
で
幢
竿
支
柱
の
穴
と
目
さ
れ
る
柱
穴
や
「
□
磨
寺
」・「
多
寺
」

の
墨
書
土
器
が
検
出
さ
れ
て
お
り
、
多
磨
寺
と
い
う
名
称
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
（
京
所
廃
寺
）、
さ
ら
に
そ
の
東
方
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
地
点
で
南
北
に
並
立

す
る
大
規
模
掘
立
柱
建
物
跡
が
見
つ
か
っ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
に
多
磨
郡
家
が

存
し
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る）

₁₈
（

。
ｉ
の
讃
岐
国
三
木
郡
の
三
木
寺
も
同
様

の
事
例
で
、
こ
う
し
た
郡
家
に
隣
接
す
る
寺
院
は
郡
名
と
同
名
の
場
合
が
多

く
、
郡
寺
、
郡
家
付
属
寺
院
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
表
２
の
出
雲
国
神

門
郡
や
大
原
郡
の
事
例
で
は
大
・
少
領
が
そ
れ
ぞ
れ
に
新
造
院
を
造
営
し
て
い

る
の
で
、
む
し
ろ
郡
領
氏
族
の
氏
寺
と
し
て
の
性
格
が
基
本
で）

₁₉
（

、
彼
ら
が
自
己

の
権
威
を
高
め
る
こ
と
で
郡
家
が
維
持
さ
れ
て
い
く
か
ら
、
弥
勒
寺
の
よ
う
な
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案
）
に
よ
る
と
、
郡
家
は
概
ね
①
郡
庁
（「
院
」
と
称
さ
れ
る
複
数
の
建
物
と

庭
で
構
成
。
公
文
屋
で
文
書
を
管
理
）、
②
正
倉
（
兵
庫
も
あ
る
）、
③
館
（
宿

屋
・
向
屋
・
副
屋
と
厨
家
ま
た
は
厩
、
竈
屋
）、
④
厨
（
酒
屋
・
竈
屋
・
納

屋
・
備
屋
）
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
何
ら
か
の
囲
繞
施
設
（
郡
垣
）
と
そ
の

囲
繞
空
間
を
出
入
り
す
る
た
め
の
門
が
あ
っ
た
。
出
雲
地
域
で
は
上
述
の
意
宇

郡
の
山
代
郷
正
倉
遺
跡
群
、
出
雲
郡
家
の
正
倉
と
目
さ
れ
る
後
谷
遺
跡
、
神
門

郡
家
に
比
定
さ
れ
る
古
志
本
郷
遺
跡
と
正
倉
の
三
田
谷
Ⅰ
遺
跡
、
旧
大
原
郡
家

比
定
の
郡
垣
遺
跡
な
ど
が
検
出
さ
れ
て
い
る
が
、
郡
家
の
全
体
像
が
判
明
す
る

事
例
は
な
い）

₁₂
（

。

全
国
に
は
約
六
百
の
郡
が
あ
り
、
美
濃
国
武
義
郡
家
の
弥
勒
寺
遺
跡
群
や
陸

奥
国
白
河
郡
家
の
白
河
郡
衙
遺
跡
群
で
は
、
①
〜
④
が
一
箇
所
に
集
約
さ
れ
た

形
で
郡
家
が
存
立
し
て
い
る）

₁₃
（

。
し
か
し
、『
出
雲
国
風
土
記
』
に
見
ら
れ
る
正

倉
分
置
の
事
例
、「
上
野
国
交
替
実
録
帳
」（『
平
安
遺
文
』
四
六
〇
九
号
）
に

も
各
郡
に
共
通
し
て
記
載
さ
れ
る
一
〜
四
館
の
館
が
す
べ
て
郡
家
と
同
じ
場
所

に
あ
っ
た
と
は
限
ら
な
い
こ
と
や
『
朝
野
群
載
』
巻
二
十
二
「
国
務
条
々
」
第

二
十
条
「
一
択
二

吉
日
一

、
可
レ

渡
二

雑
公
文
一

由
牒
二

送
前
司
一

事
」
に
「
郡
庫
院
、

駅
館
、
厨
家
及
諸
郡
院
、
別
院
」
と
あ
る
郡
関
係
の
「
官
舎
」
の
う
ち
の
別
院

に
相
当
す
る
小
野
院
・
八
木
院
（
群
馬
郡
）、
長
田
院
・
伊
参
院
（
吾
妻
郡
）

は
郡
家
と
別
処
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
が
看
取
さ
れ
、
分
散
型
の
存
在

形
態
も
考
慮
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
他
、
長
野
Ａ
遺
跡
（
郡
家
比
定

地
）
で
「
企
救
一
」、
そ
の
南
二
・
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
寺
田
遺
跡
で
「
企
弐
」

の
墨
書
土
器
が
検
出
さ
れ
た
豊
前
国
企
救
郡
、
上
総
国
山
辺
郡
山
口
郷
内
の
千

葉
県
東
金
市
山
田
水
呑
遺
跡
で
の
「
山
辺
大
」、「
山
口
館
」、「
山
佐
」（
山
辺

郡
少
領
の
意
か
）
な
ど
の
墨
書
土
器
検
出
に
よ
る
山
口
館
の
存
在
と
い
っ
た
事

例
も
知
ら
れ
る）

₁₄
（

。

郡
の
景
観
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
郡
家
の
門
前
に
巨
木
が
植
え
ら
れ
て
い
る

事
例
が
あ
る
こ
と
に
注
目
さ
れ
る
（『
続
後
紀
』
承
和
四
年
〔
八
三
七
〕
二
月

甲
午
朔
条
／
山
城
国
愛
宕
郡
、
同
十
四
年
〔
八
四
七
〕
六
月
甲
寅
条
／
山
城
国

葛
野
郡
、『
常
陸
国
風
土
記
』
行
方
郡
条
な
ど
）。
山
城
国
愛
宕
郡
家
の
門
前
で

は
遣
唐
使
派
遣
の
際
に
天
神
地
祇
を
奉
祀
し
、
葛
野
郡
家
の
前
の
槻
樹
は
松
尾

大
神
が
憑
依
す
る
聖
樹
で
あ
り
、
飛
鳥
寺
の
西
の
槻
木
な
ど
都
城
に
お
け
る
他

の
事
例
と
同
様
、
呪
術
・
祭
祀
の
場
、
聖
樹
の
広
場
の
機
能
が
看
取
さ
れ
る）

₁₅
（

。

ま
た
「
殿
門
」
と
い
う
脇
付
的
敬
称
が
あ
る
よ
う
に
、
門
は
施
設
の
内
・
外
を

区
画
す
る
も
の
で
、
外
に
対
す
る
郡
家
の
象
徴
と
し
て
重
要
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
、
上
野
国
多
胡
郡
の
建
郡
状
況
を
伝
え
る
多
胡
碑
は
、
郡
家
の
門
前
の
路

傍
に
存
し
た
も
の
で
、
郡
家
に
出
入
り
す
る
人
々
に
立
郡
人
の
子
孫
で
あ
る
郡

領
の
権
威
を
誇
示
す
る
装
置
で
あ
っ
た）

₁₆
（

。

郡
家
と
祭
祀
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
富
士
山
の
噴
火
な
ど
を
被
っ
て
「
郡
家

以
南
作
二

建
神
宮
一

」
て
郡
領
が
祝
と
な
り
、
浅
間
明
神
を
奉
斎
し
た
例
（『
三

代
実
録
』
貞
観
七
年
〔
八
六
五
〕
十
二
月
九
日
条
／
甲
斐
国
八
代
郡
）、「
在
二

郡
家
西
北
角
一

」
出
雲
伊
波
比
神
が
「
引
二

率
郡
家
内
外
所
レ

有
雷
神
一

」
し
て
神

火
を
起
こ
し
た
り
（
ト
部
吉
田
家
旧
蔵
文
書
・
宝
亀
三
年
﹇
七
七
二
﹈
十
二
月

十
九
日
官
符
〔
武
蔵
国
入
間
郡
〕）、「
土
左
郡
家
之
内
、
有
レ

社
。
神
名
、
為
二

天
河
命
一
。
其
南
道
下
有
レ

社
、
神
名
浄
川
媛
命
、
天
河
神
之
女
也
。
其
天
河
神

者
、
為
二

土
左
大
神
之
子
一

也
」
と
、
郡
家
の
西
四
里
に
所
在
し
た
都
佐
坐
神
社

（
土
佐
神
社
）
の
子
神
た
る
葛
木
男
神
社
、
葛
木
咩
神
社
が
郡
家
内
と
そ
の
近

辺
に
存
し
た
り
と
（
土
左
国
風
土
記
逸
文
土
左
郡
条
）、
い
わ
ば
郡
家
の
内
神

と
し
て
祭
祀
面
で
の
権
威
を
取
り
込
む
事
例
が
あ
る）

₁₇
（

。
郡
家
遺
跡
の
実
例
に
お

い
て
も
、
上
述
の
弥
勒
寺
遺
跡
群
で
は
郡
家
本
体
で
あ
る
弥
勒
寺
東
遺
跡
の
西

方
の
谷
部
に
は
祭
祀
遺
跡
で
あ
る
弥
勒
寺
西
遺
跡
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
武
蔵

国
幡
羅
郡
家
推
定
地
の
幡
羅
遺
跡
で
も
、
そ
の
東
に
西
別
府
祭
祀
遺
跡
が
存

し
、
郡
家
に
関
わ
る
神
祇
祭
祀
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

ｈ
『
日
本
霊
異
記
』
中
巻
第
九
縁
「
己
作
寺
用
其
寺
物
作
牛
役
縁
」

大
伴
赤
麻
呂
者
、
武
蔵
国
多
磨
郡
大
領
也
。
以
二

天
平
勝
宝
元
年
己
丑
冬
十
二

月
十
九
日
一

死
、
以
二

二
年
庚
寅
夏
五
月
七
日
一

、
生
二

黒
斑
犢
一

、
自
負
二

碑
文
一

矣
。
探
二

之
斑
文
一

、
謂
、
赤
麻
呂
者
、
擅
二

於
己
所
レ

造
寺
一

、
而
随
二

恣
心
一

、

借
二

用
寺
物
一

、
未
二

報
納
一

之
、
而
死
亡
焉
。
為
レ

償
二

此
物
一

故
、
受
二

牛
身
一

者

也
。
於
レ

茲
諸
眷
属
及
同
僚
、
発
二

慚
愧
心
一

。（
下
略
）

ｉ
『 

日
本
霊
異
記
』
下
巻
第
二
十
六
縁
「
強
非
理
以
徴
債
取
多
倍
而
現
得
悪
死

報
縁
」

田
中
真
人
広
虫
女
者
、
讃
岐
国
美
貴
郡
大
領
外
従
六
位
上
小
屋
県
主
宮
手
之
妻

也
。
産
二

生
八
子
一

、
富
貴
宝
多
、
有
二

馬
牛
奴
婢
稲
銭
田
畠
等
一

、
天
年
無
二

道

心
一

、
慳
貪
無
二

給
与
一

。
酒
加
二

多
水
一

、
沽
取
二

多
直
一

、
貸
日
与
二

小
升
一

、
償

日
受
二

大
升
一

、
出
挙
時
用
二

小
斤
一

、
償
収
時
以
二

大
斤
一

、
息
利
強
徴
、
太
甚
非

理
、
或
十
倍
徴
、
或
百
倍
徴
、
償
人
渋
レ

耳
、
不
レ

為
二

甘
心
一

。（
中
略
／
死
後

に
上
半
身
が
牛
に
な
っ
て
更
甦
）
大
領
及
男
女
之
、
愧
恥
慼
慟
、
正
体
投
レ

地
、

発
レ

願
無
レ

量
、
為
レ

贖
二

罪
報
一

、
三
木
寺
進
二

入
家
内
雑
物
財
物
一

、
東
大
寺
進
二

入
牛
七
十
頭
・
馬
卅
疋
・
治
田
廿
町
・
稲
四
千
束
一

、
負
二

他
人
一

物
、
皆
既
免

之
。（
下
略
）

弥
勒
寺
遺
跡
群
で
は
ま
た
、
東
遺
跡
と
西
遺
跡
の
間
に
は
法
起
寺
式
伽
藍
配

置
を
有
す
る
弥
勒
寺
跡
が
検
出
さ
れ
て
お
り
、
弥
勒
寺
西
遺
跡
か
ら
は
「
大

寺
」
の
墨
書
土
器
が
出
土
し
て
い
る
の
で
、
弥
勒
寺
は
「
武
義
大
寺
」
と
い
っ

た
呼
称
で
地
域
の
人
々
の
信
仰
を
集
め
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
西
遺
跡
で
の

「
大
寺
」
墨
書
土
器
出
土
は
、
こ
こ
で
の
祭
祀
に
弥
勒
寺
の
僧
侶
も
参
加
し
て

い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
、
仏
教
信
仰
と
神
祇
信
仰
の
場
を
区
別
す
る
配
慮
は
あ
る

も
の
の
、
郡
司
の
郡
内
統
治
に
は
両
者
の
掌
握
が
不
可
欠
で
あ
り
、
時
に
は
習

合
す
る
形
で
挙
行
さ
れ
て
い
た
様
子
が
彷
彿
さ
れ
る
。
ｈ
の
武
蔵
国
多
磨
郡
の

寺
院
に
関
し
て
は
、
武
蔵
国
府
関
係
の
発
掘
調
査
で
国
庁
跡
の
東
方
約
三
〇
〇

メ
ー
ト
ル
周
辺
で
幢
竿
支
柱
の
穴
と
目
さ
れ
る
柱
穴
や
「
□
磨
寺
」・「
多
寺
」

の
墨
書
土
器
が
検
出
さ
れ
て
お
り
、
多
磨
寺
と
い
う
名
称
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
（
京
所
廃
寺
）、
さ
ら
に
そ
の
東
方
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
地
点
で
南
北
に
並
立

す
る
大
規
模
掘
立
柱
建
物
跡
が
見
つ
か
っ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
に
多
磨
郡
家
が

存
し
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る）

₁₈
（

。
ｉ
の
讃
岐
国
三
木
郡
の
三
木
寺
も
同
様

の
事
例
で
、
こ
う
し
た
郡
家
に
隣
接
す
る
寺
院
は
郡
名
と
同
名
の
場
合
が
多

く
、
郡
寺
、
郡
家
付
属
寺
院
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
表
２
の
出
雲
国
神

門
郡
や
大
原
郡
の
事
例
で
は
大
・
少
領
が
そ
れ
ぞ
れ
に
新
造
院
を
造
営
し
て
い

る
の
で
、
む
し
ろ
郡
領
氏
族
の
氏
寺
と
し
て
の
性
格
が
基
本
で）

₁₉
（

、
彼
ら
が
自
己

の
権
威
を
高
め
る
こ
と
で
郡
家
が
維
持
さ
れ
て
い
く
か
ら
、
弥
勒
寺
の
よ
う
な



古代出雲国と「郡的世界」の実像

― 227 ―

事
例
で
は
自
ず
と
郡
家
と
一
体
の
支
配
装
置
に
な
る
場
合
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。

ｊ
儀
制
令
春
時
祭
田
条
集
解
古
記

古
記
云
、
春
時
祭
田
之
日
、
謂
国
郡
郷
里
毎
レ

村
在
二

社
神
一

、
人
夫
集
聚
祭
。

若
放
二

祈
年
祭
一

歟
也
。
行
二

郷
飲
酒
礼
一

、
謂
令
二

其
郷
家
備
設
一

也
。
一
云
、
毎
レ

村
私
置
二

社
官
一
、
名
称
二

社
首
一
。
村
内
之
人
、
縁
二

公
私
事
一

往
二

来
他
国
一
、
令
レ

輸
二

神
幣
一

、
或
毎
レ

家
置
レ

状
取
二

斂
稲
一

、
出
挙
取
レ

利
、
預
造
二

設
酒
一

、
祭
田

之
日
、
設
二

備
飲
食
一

、
并
人
別
設
レ

食
、
男
女
悉
集
、
告
二

国
家
法
令
一

知
訖
。

即
以
レ

歯
居
レ

坐
、
以
二

子
弟
等
一

充
二

膳
部
一

、
供
二

給
飲
食
一

。
春
秋
二
時
祭
也
。

此
称
二

尊
長
養
老
之
道
一

也
。

ｋ
『 

日
本
霊
異
記
』
中
巻
第
三
十
二
縁
「
貸
二

用
寺
息
利
酒
一

不
レ

償
死
作
レ

牛

役
レ

之
償
レ

債
縁
」

聖
武
天
皇
世
、
紀
伊
国
名
草
郡
三
上
村
人
、
為
二

薬
王
寺
一
、
率
二

引
知
識
一
、
息
二

貸
薬
分
一

〈
薬
王
寺
、
今
謂
二

勢
多
寺
一

也
〉。
其
薬
料
物
、
寄
二

乎
岡
田
村
主
姑

女
之
家
一

、
作
レ

酒
息
レ

利
。（
中
略
）
時
寺
之
檀
越
岡
田
村
主
石
人
、
夢
見
。

（
中
略
）
問
二

桜
大
娘
一

、
而
知
二

虚
実
一

〈
大
娘
者
、
作
レ

酒
家
主
、
即
石
人
之
妹

也
〉。（
下
略
）

と
こ
ろ
で
、
ｈ
で
は
大
領
が
自
ら
建
立
し
た
寺
院
の
寺
物
を
流
用
し
た
こ
と

（
下
巻
第
二
十
三
縁
「
用
二

寺
物
一

復
将
レ

写
二

大
般
若
一

建
レ

願
以
現
得
二

善
悪
報
一

縁
」〔
信
濃
国
小
県
郡
嬢
里
の
大
伴
連
忍
勝
の
氏
寺
〕
も
参
照
）、
ｉ
で
は
三
木

寺
の
檀
越
と
目
さ
れ
る
大
領
の
妻
が
あ
こ
ぎ
な
出
挙
活
動
や
酒
の
醸
造
・
販
売

を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
指
弾
さ
れ
て
い
る
が
、
ｋ
で
は
村
人
た
ち
が
薬
王
寺
に

供
出
し
た
米
を
用
い
て
、
檀
越
で
あ
る
岡
田
村
主
石
人
の
妹
で
、
桜
大
娘
と
称

さ
れ
る
姑
女
が
酒
造
り
を
実
施
し
、
桜
村
の
物
部
麿
に
貸
し
付
け
て
い
た
様
子

が
記
さ
れ
て
お
り）

₂₀
（

、
そ
の
他
「
額
田
寺
伽
藍
並
条
里
図
」
に
看
取
さ
れ
る
大
和

国
平
群
郡
の
郡
領
氏
族
額
田
部
連
（
宿
禰
）
氏
と
額
田
寺
の
関
係
な
ど
に
よ
る

と
、
寺
院
は
郡
領
氏
族
の
経
済
基
盤
と
し
て
の
位
置
づ
け
も
重
要
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
同
様
に
、
ｊ
に
よ
る
と
、
酒
造
り
や
出
挙
活
動
は
神
祇
関
係
の

施
設
で
も
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
、
宗
教
施
設
が
物
心
両
面
で
郡
家
・

郡
司
の
統
治
を
支
え
る
装
置
と
し
て
不
可
欠
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う）

₂₁
（

。

そ
の
出
挙
で
あ
る
が
、
従
来
は
高
利
貸
し
的
な
租
税
と
し
て
の
側
面
が
強
調

さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
も
の
の
、
近
年
で
は
当
時
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
の
維

持
・
人
々
の
再
生
産
に
不
可
欠
な
社
会
的
装
置
と
し
て
の
性
格
が
着
目
さ
れ
て

い
る）

₂₂
（

。
即
ち
、
春
の
種
子
下
行
と
夏
の
田
植
労
働
力
確
保
の
た
め
の
魚
酒
提
供

や
端
境
期
の
食
料
な
ど
、
春
夏
二
季
の
出
挙
、
そ
し
て
秋
の
収
穫
時
の
返
納
と

い
う
サ
イ
ク
ル
が
存
し
た
の
で
あ
る
。
地
方
官
衙
遺
跡
出
土
木
簡
に
も
多
く
の

場
合
に
出
挙
関
係
の
木
簡
が
見
ら
れ）

₂₃
（

、
出
雲
国
で
は
青
木
遺
跡
の
、

・
若
倭
マ
臣
細
足
以
上
税
事

・
上
物 

上
万
呂 

等
当
月
料 

（196

）・28

・3　

019

（
七
九
号
）

伊
丈
マ
奈
次
丸 

123

・22

・4　

051

（
五
二
号
）

伊
和
丈
マ
浄
刀
自
女 

（119

）・20

・6　

019

（
五
八
号
）

美
吉
備
マ
細
女 

183

・18

・4　

051

（
四
四
号
）

な
ど
の
木
簡
は
、
女
性
名
の
も
の
が
散
見
し
、
出
雲
郡
伊
和
・
美
談
郷
の
人
々

に
よ
る
出
挙
返
納
に
関
わ
る
付
札
（
荷
札
）
や
返
納
に
関
わ
る
文
書
木
簡
と
目

さ
れ
る
。

郡
家
と
そ
の
関
連
の
遺
跡
で
は
ま
た
、
早
稲
・
中
稲
・
晩
稲
な
ど
米
の
品
種

に
関
わ
る
種
子
札
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る）

₂₄
（

。
種
子
札
は
東
北
地

方
か
ら
九
州
に
お
よ
ぶ
様
々
な
地
方
官
衙
遺
跡
か
ら
検
出
さ
れ
て
お
り
、
異
な

る
地
域
で
共
通
す
る
名
称
の
品
種
が
見
ら
れ
る
か
ら
、
広
く
列
島
内
に
共
有
さ

れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
島
根
県
内
の
遺
跡
で
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
が
、
山

陰
道
で
は
鳥
取
県
青
谷
横
木
遺
跡
（
因
幡
国
気
多
郡
）
で
「
須
留
女
」、「
長
比

子
」
の
事
例
が
知
ら
れ
て
い
る
（『
木
簡
研
究
』
三
八
号
）。
こ
の
種
子
札
の
存

在
は
、
郡
家
が
種
籾
の
管
理
、
播
殖
を
含
め
た
耕
営
全
般
を
掌
握
し
て
い
た
こ

と
を
窺
わ
せ
、
職
員
令
に
規
定
さ
れ
た
郡
領
の
職
掌
「
掌
下

撫
二

養
所
部
一

、
検
中

察
郡
事
上

」
の
う
ち
、
人
々
の
生
活
の
安
定
が
ど
の
よ
う
に
図
ら
れ
た
か
、
勧

農
が
如
何
に
要
務
で
あ
っ
た
か
を
教
え
て
く
れ
る
。

ｌ
『
常
陸
国
風
土
記
』
那
賀
郡
条

自
レ

郡
東
北
、
挟
二

粟
河
一

而
置
二

駅
家
一

〈
本
迊
二

粟
河
一

、
謂
二

河
内
駅
家
一

。
今

隨
レ

本
名
之
〉。
当
二

其
以
南
一
、
泉
出
二

坂
中
一
、
多
流
尤
清
。
謂
二

之
曝
井
一
。
縁
レ

泉
所
レ

居
村
落
婦
女
、
夏
月
会
集
、
浣
レ

布
曝
乾
。〈
以
下
略
之
〉

ｍ
『
常
陸
国
風
土
記
』
久
慈
郡
条

郡
北
二
里
、
山
田
里
。
多
為
二

墾
田
一
、
因
以
名
之
。
所
レ

有
清
河
、
源
発
二

北
山
一
、

近
経
二

郡
家
南
一

、
会
二

久
慈
之
河
一

。
多
取
二

年
魚
一

、
大
如
レ

腕
之
。
其
河
潭
、

謂
二

之
石
門
一

。
慈
樹
成
レ

林
、
上
即
幕
歴
、
浄
泉
作
レ

淵
、
下
是
潺
湲
。
青
葉
自

飄
二

蔭
レ

景
之
蓋
一

、
白
砂
亦
鋪
二

翫
レ

波
之
席
一

。
夏
月
熱
月
、
遠
里
近
郷
、
避
レ

暑
追
レ

涼
、
役
レ

膝
携
レ

手
、
唱
二

筑
波
之
優
曲
一

、
飲
二

久
慈
之
味
酒
一

。
雖
二

是
人

間
之
遊
一

、
頓
忘
二

塵
中
之
煩
一

。
其
里
大
伴
村
、
有
レ

涯
。
土
色
黄
也
。
群
鳥
飛

来
、
啄
咀
所
レ

食
。

郡
家
に
は
ま
た
、
調
庸
物
な
ど
の
生
産
に
関
わ
る
現
業
の
場
も
あ
っ
た
。
浜

松
市
伊
場
遺
跡
（
遠
江
国
敷
智
郡
家
関
連
）
出
土
の
布
の
荷
札
木
簡
（『
伊
場

遺
跡
総
括
編
』〔
浜
松
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
八
年
〕
四
〇
号
）、
滋
賀
県
西

河
原
森
ノ
内
遺
跡
（
近
江
国
野
洲
郡
家
関
連
）
出
土
の
布
の
帳
簿
様
木
簡
（
滋

賀
県
立
安
土
城
考
古
博
物
館
『
古
代
地
方
木
簡
の
世
界
』〔
二
〇
〇
八
年
〕
二

二
頁
―
一
〇
号
木
簡
）、
長
野
県
屋
代
遺
跡
群
（
信
濃
国
埴
科
郡
家
関
連
）
出

土
の
「
布
手
」
木
簡
（
長
野
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
『
長
野
県
屋
代
遺
跡
出

土
木
簡
』〔
一
九
九
九
年
〕
一
〇
・
五
九
号
木
簡
）
な
ど
に
よ
る
と
、
郡
家
で

の
布
の
織
成
作
業
が
窺
わ
れ
る
。『
万
葉
集
』
巻
十
四
―
三
三
七
三
番
歌
「
多

摩
川
に
さ
ら
す
手
作
り
さ
ら
さ
ら
に
な
に
そ
こ
の
児
の
こ
こ
だ
か
な
し
き
」
な

ど
に
よ
る
と
、
布
生
産
に
は
女
性
が
関
与
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、
屋
代

木
簡
の
「
布
手
」
は
男
性
名
で
あ
り
、
男
女
と
も
に
徴
発
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う）

₂₅
（

。

ｌ
の
曝
井
や
ｍ
の
石
門
は
い
ず
れ
も
郡
家
か
ら
離
れ
た
地
点
に
あ
り
、
布
の
曝

乾
施
設
や
労
働
の
辛
苦
の
つ
か
の
間
の
休
息
と
な
る
よ
う
な
場
所
が
郡
内
に
散

在
し
、
か
つ
郡
家
の
掌
握
下
に
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

出
雲
国
は
布
製
品
で
は
絹
を
出
す
こ
と
に
な
っ
て
お
り
（
表
３
）、
養
蚕
の

管
理
が
必
要
で
あ
っ
た
。
九
世
紀
中
葉
の
も
の
で
あ
る
が
、
石
川
県
加
茂
遺
跡

出
土
の
牓
示
札
木
簡
に
は
、
農
作
業
へ
の
専
念
と
と
も
に
、「
一
可
レ

禁
下

制
无
二

桑
原
一

養
蚕
百
姓
上

状
」
が
あ
り
、
郡
符
と
い
う
形
で
、
郡
内
に
指
示
が
下
さ
れ

て
い
た
。
十
二
世
紀
前
半
の
半
井
家
本
『
医
心
方
』
紙
背
文
書
「
国
務
雑
事
」

に
も
、
加
賀
国
司
へ
の
報
告
事
項
の
中
に
「
綾
織
事
〈
錦
綾
〉」、「
八
丈
絹
事
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事
例
で
は
自
ず
と
郡
家
と
一
体
の
支
配
装
置
に
な
る
場
合
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。

ｊ
儀
制
令
春
時
祭
田
条
集
解
古
記

古
記
云
、
春
時
祭
田
之
日
、
謂
国
郡
郷
里
毎
レ

村
在
二

社
神
一

、
人
夫
集
聚
祭
。

若
放
二

祈
年
祭
一

歟
也
。
行
二

郷
飲
酒
礼
一

、
謂
令
二

其
郷
家
備
設
一

也
。
一
云
、
毎
レ

村
私
置
二

社
官
一
、
名
称
二

社
首
一
。
村
内
之
人
、
縁
二

公
私
事
一

往
二

来
他
国
一
、
令
レ

輸
二

神
幣
一

、
或
毎
レ

家
置
レ

状
取
二

斂
稲
一

、
出
挙
取
レ

利
、
預
造
二

設
酒
一

、
祭
田

之
日
、
設
二

備
飲
食
一

、
并
人
別
設
レ

食
、
男
女
悉
集
、
告
二

国
家
法
令
一

知
訖
。

即
以
レ

歯
居
レ

坐
、
以
二

子
弟
等
一

充
二

膳
部
一

、
供
二

給
飲
食
一

。
春
秋
二
時
祭
也
。

此
称
二

尊
長
養
老
之
道
一

也
。

ｋ
『 

日
本
霊
異
記
』
中
巻
第
三
十
二
縁
「
貸
二

用
寺
息
利
酒
一

不
レ

償
死
作
レ

牛

役
レ

之
償
レ

債
縁
」

聖
武
天
皇
世
、
紀
伊
国
名
草
郡
三
上
村
人
、
為
二

薬
王
寺
一
、
率
二

引
知
識
一
、
息
二

貸
薬
分
一

〈
薬
王
寺
、
今
謂
二

勢
多
寺
一

也
〉。
其
薬
料
物
、
寄
二

乎
岡
田
村
主
姑

女
之
家
一

、
作
レ

酒
息
レ

利
。（
中
略
）
時
寺
之
檀
越
岡
田
村
主
石
人
、
夢
見
。

（
中
略
）
問
二

桜
大
娘
一

、
而
知
二

虚
実
一

〈
大
娘
者
、
作
レ

酒
家
主
、
即
石
人
之
妹

也
〉。（
下
略
）

と
こ
ろ
で
、
ｈ
で
は
大
領
が
自
ら
建
立
し
た
寺
院
の
寺
物
を
流
用
し
た
こ
と

（
下
巻
第
二
十
三
縁
「
用
二

寺
物
一

復
将
レ

写
二

大
般
若
一

建
レ

願
以
現
得
二

善
悪
報
一

縁
」〔
信
濃
国
小
県
郡
嬢
里
の
大
伴
連
忍
勝
の
氏
寺
〕
も
参
照
）、
ｉ
で
は
三
木

寺
の
檀
越
と
目
さ
れ
る
大
領
の
妻
が
あ
こ
ぎ
な
出
挙
活
動
や
酒
の
醸
造
・
販
売

を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
指
弾
さ
れ
て
い
る
が
、
ｋ
で
は
村
人
た
ち
が
薬
王
寺
に

供
出
し
た
米
を
用
い
て
、
檀
越
で
あ
る
岡
田
村
主
石
人
の
妹
で
、
桜
大
娘
と
称

さ
れ
る
姑
女
が
酒
造
り
を
実
施
し
、
桜
村
の
物
部
麿
に
貸
し
付
け
て
い
た
様
子

が
記
さ
れ
て
お
り）

₂₀
（

、
そ
の
他
「
額
田
寺
伽
藍
並
条
里
図
」
に
看
取
さ
れ
る
大
和

国
平
群
郡
の
郡
領
氏
族
額
田
部
連
（
宿
禰
）
氏
と
額
田
寺
の
関
係
な
ど
に
よ
る

と
、
寺
院
は
郡
領
氏
族
の
経
済
基
盤
と
し
て
の
位
置
づ
け
も
重
要
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
同
様
に
、
ｊ
に
よ
る
と
、
酒
造
り
や
出
挙
活
動
は
神
祇
関
係
の

施
設
で
も
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
、
宗
教
施
設
が
物
心
両
面
で
郡
家
・

郡
司
の
統
治
を
支
え
る
装
置
と
し
て
不
可
欠
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う）

₂₁
（

。

そ
の
出
挙
で
あ
る
が
、
従
来
は
高
利
貸
し
的
な
租
税
と
し
て
の
側
面
が
強
調

さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
も
の
の
、
近
年
で
は
当
時
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
の
維

持
・
人
々
の
再
生
産
に
不
可
欠
な
社
会
的
装
置
と
し
て
の
性
格
が
着
目
さ
れ
て

い
る）

₂₂
（

。
即
ち
、
春
の
種
子
下
行
と
夏
の
田
植
労
働
力
確
保
の
た
め
の
魚
酒
提
供

や
端
境
期
の
食
料
な
ど
、
春
夏
二
季
の
出
挙
、
そ
し
て
秋
の
収
穫
時
の
返
納
と

い
う
サ
イ
ク
ル
が
存
し
た
の
で
あ
る
。
地
方
官
衙
遺
跡
出
土
木
簡
に
も
多
く
の

場
合
に
出
挙
関
係
の
木
簡
が
見
ら
れ）

₂₃
（

、
出
雲
国
で
は
青
木
遺
跡
の
、

・
若
倭
マ
臣
細
足
以
上
税
事

・
上
物 

上
万
呂 

等
当
月
料 

（196

）・28

・3　

019

（
七
九
号
）

伊
丈
マ
奈
次
丸 

123

・22

・4　

051

（
五
二
号
）

伊
和
丈
マ
浄
刀
自
女 

（119

）・20

・6　

019

（
五
八
号
）

美
吉
備
マ
細
女 

183

・18

・4　

051

（
四
四
号
）

な
ど
の
木
簡
は
、
女
性
名
の
も
の
が
散
見
し
、
出
雲
郡
伊
和
・
美
談
郷
の
人
々

に
よ
る
出
挙
返
納
に
関
わ
る
付
札
（
荷
札
）
や
返
納
に
関
わ
る
文
書
木
簡
と
目

さ
れ
る
。

郡
家
と
そ
の
関
連
の
遺
跡
で
は
ま
た
、
早
稲
・
中
稲
・
晩
稲
な
ど
米
の
品
種

に
関
わ
る
種
子
札
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る）

₂₄
（

。
種
子
札
は
東
北
地

方
か
ら
九
州
に
お
よ
ぶ
様
々
な
地
方
官
衙
遺
跡
か
ら
検
出
さ
れ
て
お
り
、
異
な

る
地
域
で
共
通
す
る
名
称
の
品
種
が
見
ら
れ
る
か
ら
、
広
く
列
島
内
に
共
有
さ

れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
島
根
県
内
の
遺
跡
で
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
が
、
山

陰
道
で
は
鳥
取
県
青
谷
横
木
遺
跡
（
因
幡
国
気
多
郡
）
で
「
須
留
女
」、「
長
比

子
」
の
事
例
が
知
ら
れ
て
い
る
（『
木
簡
研
究
』
三
八
号
）。
こ
の
種
子
札
の
存

在
は
、
郡
家
が
種
籾
の
管
理
、
播
殖
を
含
め
た
耕
営
全
般
を
掌
握
し
て
い
た
こ

と
を
窺
わ
せ
、
職
員
令
に
規
定
さ
れ
た
郡
領
の
職
掌
「
掌
下

撫
二

養
所
部
一

、
検
中

察
郡
事
上

」
の
う
ち
、
人
々
の
生
活
の
安
定
が
ど
の
よ
う
に
図
ら
れ
た
か
、
勧

農
が
如
何
に
要
務
で
あ
っ
た
か
を
教
え
て
く
れ
る
。

ｌ
『
常
陸
国
風
土
記
』
那
賀
郡
条

自
レ

郡
東
北
、
挟
二

粟
河
一

而
置
二

駅
家
一

〈
本
迊
二

粟
河
一

、
謂
二

河
内
駅
家
一

。
今

隨
レ

本
名
之
〉。
当
二

其
以
南
一
、
泉
出
二

坂
中
一
、
多
流
尤
清
。
謂
二

之
曝
井
一
。
縁
レ

泉
所
レ

居
村
落
婦
女
、
夏
月
会
集
、
浣
レ

布
曝
乾
。〈
以
下
略
之
〉

ｍ
『
常
陸
国
風
土
記
』
久
慈
郡
条

郡
北
二
里
、
山
田
里
。
多
為
二

墾
田
一
、
因
以
名
之
。
所
レ

有
清
河
、
源
発
二

北
山
一
、

近
経
二

郡
家
南
一

、
会
二

久
慈
之
河
一

。
多
取
二

年
魚
一

、
大
如
レ

腕
之
。
其
河
潭
、

謂
二

之
石
門
一

。
慈
樹
成
レ

林
、
上
即
幕
歴
、
浄
泉
作
レ

淵
、
下
是
潺
湲
。
青
葉
自

飄
二

蔭
レ

景
之
蓋
一

、
白
砂
亦
鋪
二

翫
レ

波
之
席
一

。
夏
月
熱
月
、
遠
里
近
郷
、
避
レ

暑
追
レ

涼
、
役
レ

膝
携
レ

手
、
唱
二

筑
波
之
優
曲
一

、
飲
二

久
慈
之
味
酒
一

。
雖
二

是
人

間
之
遊
一

、
頓
忘
二

塵
中
之
煩
一

。
其
里
大
伴
村
、
有
レ

涯
。
土
色
黄
也
。
群
鳥
飛

来
、
啄
咀
所
レ

食
。

郡
家
に
は
ま
た
、
調
庸
物
な
ど
の
生
産
に
関
わ
る
現
業
の
場
も
あ
っ
た
。
浜

松
市
伊
場
遺
跡
（
遠
江
国
敷
智
郡
家
関
連
）
出
土
の
布
の
荷
札
木
簡
（『
伊
場

遺
跡
総
括
編
』〔
浜
松
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
八
年
〕
四
〇
号
）、
滋
賀
県
西

河
原
森
ノ
内
遺
跡
（
近
江
国
野
洲
郡
家
関
連
）
出
土
の
布
の
帳
簿
様
木
簡
（
滋

賀
県
立
安
土
城
考
古
博
物
館
『
古
代
地
方
木
簡
の
世
界
』〔
二
〇
〇
八
年
〕
二

二
頁
―
一
〇
号
木
簡
）、
長
野
県
屋
代
遺
跡
群
（
信
濃
国
埴
科
郡
家
関
連
）
出

土
の
「
布
手
」
木
簡
（
長
野
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
『
長
野
県
屋
代
遺
跡
出

土
木
簡
』〔
一
九
九
九
年
〕
一
〇
・
五
九
号
木
簡
）
な
ど
に
よ
る
と
、
郡
家
で

の
布
の
織
成
作
業
が
窺
わ
れ
る
。『
万
葉
集
』
巻
十
四
―
三
三
七
三
番
歌
「
多

摩
川
に
さ
ら
す
手
作
り
さ
ら
さ
ら
に
な
に
そ
こ
の
児
の
こ
こ
だ
か
な
し
き
」
な

ど
に
よ
る
と
、
布
生
産
に
は
女
性
が
関
与
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、
屋
代

木
簡
の
「
布
手
」
は
男
性
名
で
あ
り
、
男
女
と
も
に
徴
発
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う）

₂₅
（

。

ｌ
の
曝
井
や
ｍ
の
石
門
は
い
ず
れ
も
郡
家
か
ら
離
れ
た
地
点
に
あ
り
、
布
の
曝

乾
施
設
や
労
働
の
辛
苦
の
つ
か
の
間
の
休
息
と
な
る
よ
う
な
場
所
が
郡
内
に
散

在
し
、
か
つ
郡
家
の
掌
握
下
に
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

出
雲
国
は
布
製
品
で
は
絹
を
出
す
こ
と
に
な
っ
て
お
り
（
表
３
）、
養
蚕
の

管
理
が
必
要
で
あ
っ
た
。
九
世
紀
中
葉
の
も
の
で
あ
る
が
、
石
川
県
加
茂
遺
跡

出
土
の
牓
示
札
木
簡
に
は
、
農
作
業
へ
の
専
念
と
と
も
に
、「
一
可
レ

禁
下

制
无
二

桑
原
一

養
蚕
百
姓
上

状
」
が
あ
り
、
郡
符
と
い
う
形
で
、
郡
内
に
指
示
が
下
さ
れ

て
い
た
。
十
二
世
紀
前
半
の
半
井
家
本
『
医
心
方
』
紙
背
文
書
「
国
務
雑
事
」

に
も
、
加
賀
国
司
へ
の
報
告
事
項
の
中
に
「
綾
織
事
〈
錦
綾
〉」、「
八
丈
絹
事
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〈
上
中
下
、
同
前
〉」
や
布
・
糸
・
漆
・
藍
・
茜
・
紅
花
・
紬
な
ど
に
関
す
る
事

柄
が
見
え
て
お
り
、
中
央
進
上
物
の
準
備
に
は
余
念
が
な
か
っ
た
こ
と
が
窺
わ

れ
る
。
天
平
六
年
度
出
雲
国
計
会
帳
に
は
「
桑
漆
帳
一
巻
」
が
あ
り
（『
大
日

本
古
文
書
』
一
―
五
九
八
）、
こ
れ
は
田
令
桑
漆
条
に
即
し
た
も
の
で
あ
ろ
う

が
、
絹
生
産
の
基
盤
と
な
る
養
蚕
の
維
持
を
支
え
る
措
置
で
、
ま
ず
は
郡
家
に

よ
る
掌
握
が
基
本
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。『
出
雲
国
風
土
記
』
に
は
山
野

河
海
の
様
々
な
産
物
が
記
さ
れ
て
お
り
、『
延
喜
式
』
巻
三
十
七
典
薬
寮
の
諸

国
進
年
料
雑
薬
は
概
ね
貢
進
可
能
で
あ
っ
た
と
照
合
さ
れ
て
お
り）

₂₆
（

、
こ
れ
ら
の

自
然
物
の
把
握
・
活
用
も
郡
家
の
殖
産
興
業
的
側
面
を
窺
わ
せ
る
も
の
と
言
え

よ
う
。

以
上
、
郡
家
の
構
成
要
素
や
施
設
を
検
討
し
、
正
倉
、
館
、
生
産
関
係
の
場

な
ど
が
郡
内
に
広
が
っ
て
存
在
す
る
事
例
も
存
す
る
様
相
を
整
理
し
た
。
地
方

官
衙
遺
跡
の
中
に
は
郡
家
以
外
に
も
郡
家
よ
り
も
小
規
模
で
は
あ
る
も
の
の
官

衙
風
の
遺
構
が
あ
り
、
郡
務
に
関
係
す
る
木
簡
な
ど
が
出
土
す
る
も
の
が
存
す

る
。
こ
れ
ら
は
郡
の
下
の
里
・
里
長
に
関
わ
る
も
の
か
と
言
え
ば
、
戸
令
国
郡

司
条
集
解
古
記
に
は
、「
須
下

向
二

所
部
一

検
校
上

者
、
謂
預
二

雑
政
事
一

巡
行
也
。

不
レ

得
レ

受
二

百
姓
迎
送
一
、
謂
国
司
巡
二

行
部
内
一
、
郡
司
待
二

当
郡
院
一
、
郡
司
巡
二

行
部
内
一

、
里
長
待
二

当
里
内
一

、
不
レ

得
下

率
二

百
姓
一

向
レ

境
待
及
送
上レ

過
レ

界
」

と
あ
り
、
里
長
の
拠
点
と
し
て
の
官
衙
は
想
定
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
窺
わ
れ

る
の
で
、
里
長
に
任
用
さ
れ
た
人
物
が
必
ず
し
も
里
内
の
最
有
力
者
で
は
な
か

っ
た
点
と
合
せ
て
、
文
献
史
学
で
は
里
家
（
郷
家
）
の
存
在
は
疑
問
と
す
る
の

が
有
力
な
見
解
に
な
っ
て
い
る）

₂₇
（

。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
郡
家
出
先
機

表3　出雲国の中央進上物

調： 白絹10疋、緋帛20疋、縹帛10疋、纁帛80疋、橡帛12疋3丈、帛100疋、緋糸15絇、縹糸・緑糸・橡
糸各5絇、皀糸5絇、烏賊20斤、鰒24斤、自余は絹・糸

庸：白木韓櫃12合、自余は絹・糸
中男作物：紙、海石榴油、荏油、胡麻油、薄鰒、雑腊、紫草、海藻
年料別納租穀：4500斛
年料別貢雑物：筆50管
貢蘇：第4番（辰戌年）…11壺（3口大1升、8口小1升）
交易雑物： 絹237疋4尺、鹿革20張、席300枚、青苔30斤、海松100斤、海藻根10斤、鳥坂苔5斤、紫草

100斤、鹿皮20張、櫑子4合
年料雑薬：53種（詳細は省略）
器仗：甲5領、横刀10口、弓20張、征箭20具、胡籙20具
国造奏神祷詞： 玉68枚（赤水精8枚、白水精16枚、青石玉44枚）、金銀装横刀1口（長2尺6寸5分）、鏡1

面（径7寸7分）、倭文2端（長1丈4尺・広2尺2寸／「並置案」）、白眼鴾毛馬1疋、白鵲2
翼、御贄50舁（「舁別盛十籠」）

関
と
位
置
づ
け
、
分
散
型
の
郡
務
遂
行
を
支
え
る
施
設
と
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
で
は
、
こ
う
し
た
郡
家
・
郡
家
出
先
機
関
に
よ
る
郡
務
は
ど
の
よ
う

な
人
々
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
郡
務
遂
行
の
実
際
と

「
郡
的
世
界
」
の
実
相
と
の
関
係
は
如
何
で
あ
ろ
う
か
。

三　

人
的
構
成
と
郡
務
の
遂
行

郡
司
は
長
官
＝
大
領
、
次
官
＝
少
領
、
判
官
＝
主
政
、
主
典
＝
主
帳
の
四
等

官
か
ら
な
り
、
最
大
の
大
郡
で
も
員
数
は
八
人
、
最
小
の
小
郡
で
は
僅
か
に
二

人
で
、
一
里
五
十
戸
、
一
戸
十
人
と
し
て
も
小
郡
で
も
千
人
以
上
に
な
る
か

ら
、
郡
司
だ
け
で
郡
務
を
円
滑
に
執
行
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
諸
法
令
や
古
文
書
・
木
簡
の
実
例
を
見
る
と
、
郡
司
の
下

で
郡
務
に
参
画
す
る
人
々
が
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
こ
れ
を
郡
雑
任
と
称
し
て

い
る
。
郡
雑
任
に
は
主
に
郡
家
で
勤
務
す
る
者
（
Ⅰ
類
）
と
在
地
で
活
動
す
る

者
（
Ⅱ
類
）
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
執
務
場
所
が
截
然
と
分
離
し
て
い
る
の
で
は

な
く
、
Ⅰ
類
が
現
地
に
赴
き
、
Ⅱ
類
を
指
揮
し
て
協
業
す
る
こ
と
も
あ
る
。
郡

雑
任
の
出
身
階
層
は
区
々
で
、
Ⅰ
類
と
Ⅱ
類
に
は
一
定
の
較
差
も
あ
る
が
、

Ⅰ
・
Ⅱ
類
を
通
じ
て
郡
司
層
に
近
い
者
を
含
む
在
地
の
有
力
者
層
と
い
う
の
が

最
大
公
約
数
的
な
位
置
づ
け
で
あ
る
。
郡
司
に
は
「
郡
的
世
界
」
を
掌
握
す
る

た
め
に
郡
内
の
諸
豪
族
を
郡
務
に
参
加
さ
せ
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
郡
家
の
施

設
・
部
署
や
郡
家
出
先
機
関
を
設
け
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
と
い
う
視
点
で

考
察
を
試
み
る
こ
と
も
重
要
と
な
ろ
う）

₂₈
（

。

ｎ
神
護
二
年
（
七
六
六
）
十
月
二
十
日
越
前
国
足
羽
郡
少
領
阿
須
波
臣
束
麻
呂
解

 

（『
大
日
本
古
文
書
』
五
―
五
五
三
〜
五
五
四
）

足
羽
郡
少
領
阿
須
波
臣
束
麻
呂
解　

申
過
状
事
。
①
一
預
郡
家
佃　

勅
旨
田
陸

町
受
漑
寒
江
之
沼
水
〈
元
来
公
私
共
用
之
水
者
〉。
専
当
少
領
阿
須
波
臣
束
麻

呂
。
右
、
件
御
田
水
、
依
二

東
大
寺
道
守
野
庄
所
妨
停
一

不
レ

堪
レ

佃
状
、
附
二

散

仕
五
十
公
諸
羽
一

申
二

上
国
府
一

、
即
依
二

諸
羽
申
状
一

下
国
符
偁
、
喚
二

草
原
郷
人

宇
治
智
麻
呂
一

進
者
、
郡
依
二

符
旨
一

、
進
二

上
其
智
麻
呂
一

、
此
過
。
②
一
東
大

寺
栗
川
庄
所
田
堺
未
レ

勘
事
。
右
、
部
下
野
田
郷
百
姓
車
持
姉
売
辞
状
云
、
寺

家
庄
所
使
取
二

己
口
分
田
捌
段
一

、
不
レ

令
レ

佃
愁
者
、
仍
勒
二

班
田
時
一

、
書
生
委

文
土
麻
呂
、
田
領
別
竹
山
二
人
充
レ

使
、
令
レ

勘
二

虚
実
一

、
発
二

遣
所
在
口
分
一

、

斯
土
麻
呂
等
申
云
、
正
認
二

東
西
之
畦
一

、
彼
此
相
違
者
、
仍
未
レ

与
二

判
断
一

、

此
過
。
以
前
二
条
事
、
注
顕
申
送
如
レ

件
、
謹
解
。（
下
略
）

ｏ
神
護
二
年
十
月
十
九
日
越
前
国
足
羽
郡
大
領
生
江
臣
東
人
解

 

（『
大
日
本
古
文
書
』
五
―
五
五
一
〜
五
五
三
）

足
羽
郡
大
領
正
六
位
上
生
江
臣
東
人
謹
解　

申
御
使
勘
問
事
。
合
五
条
。
一
東

人
之
所
レ

進
墾
田
壱
伯
町
之
溝
事
（
中
略
）。
一
墾
田
壱
伯
拾
捌
町
（
中
略
）。

②
一
栗
川
田
、
寺
使
与
二

百
姓
一

相
訴
事
。
右
、
実
寺
田
知
判
充
奉
已
訖
。
後
他

司
所
レ

勘
、
東
人
不
レ

知
。
①
一
宇
治
知
麻
呂
事
。
右
、
依
二

田
使
僧
等
牒
一

、
東

人
私
誂
二

件
人
一

、
水
守
充
奉
已
訖
、
不
レ

知
二

々
麻
呂
決
罸
由
一

。
一
為
レ

論
二

雑

務
一

田
使
僧
等
所
レ

召
不
参
二
度
事
（
中
略
）。
以
前
五
条
事
、
東
人
之
身
、
遅

鈍
并
老
衰
、
毎
レ

事
闕
怠
、
更
不
レ

得
レ

避
レ

罪
、
仍
具
録
二

事
状
一
、
請
二　

使
裁
一
、

謹
解
。（
下
略
）
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〈
上
中
下
、
同
前
〉」
や
布
・
糸
・
漆
・
藍
・
茜
・
紅
花
・
紬
な
ど
に
関
す
る
事

柄
が
見
え
て
お
り
、
中
央
進
上
物
の
準
備
に
は
余
念
が
な
か
っ
た
こ
と
が
窺
わ

れ
る
。
天
平
六
年
度
出
雲
国
計
会
帳
に
は
「
桑
漆
帳
一
巻
」
が
あ
り
（『
大
日

本
古
文
書
』
一
―
五
九
八
）、
こ
れ
は
田
令
桑
漆
条
に
即
し
た
も
の
で
あ
ろ
う

が
、
絹
生
産
の
基
盤
と
な
る
養
蚕
の
維
持
を
支
え
る
措
置
で
、
ま
ず
は
郡
家
に

よ
る
掌
握
が
基
本
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。『
出
雲
国
風
土
記
』
に
は
山
野

河
海
の
様
々
な
産
物
が
記
さ
れ
て
お
り
、『
延
喜
式
』
巻
三
十
七
典
薬
寮
の
諸

国
進
年
料
雑
薬
は
概
ね
貢
進
可
能
で
あ
っ
た
と
照
合
さ
れ
て
お
り）

₂₆
（

、
こ
れ
ら
の

自
然
物
の
把
握
・
活
用
も
郡
家
の
殖
産
興
業
的
側
面
を
窺
わ
せ
る
も
の
と
言
え

よ
う
。

以
上
、
郡
家
の
構
成
要
素
や
施
設
を
検
討
し
、
正
倉
、
館
、
生
産
関
係
の
場

な
ど
が
郡
内
に
広
が
っ
て
存
在
す
る
事
例
も
存
す
る
様
相
を
整
理
し
た
。
地
方

官
衙
遺
跡
の
中
に
は
郡
家
以
外
に
も
郡
家
よ
り
も
小
規
模
で
は
あ
る
も
の
の
官

衙
風
の
遺
構
が
あ
り
、
郡
務
に
関
係
す
る
木
簡
な
ど
が
出
土
す
る
も
の
が
存
す

る
。
こ
れ
ら
は
郡
の
下
の
里
・
里
長
に
関
わ
る
も
の
か
と
言
え
ば
、
戸
令
国
郡

司
条
集
解
古
記
に
は
、「
須
下

向
二

所
部
一

検
校
上

者
、
謂
預
二

雑
政
事
一

巡
行
也
。

不
レ

得
レ

受
二

百
姓
迎
送
一
、
謂
国
司
巡
二

行
部
内
一
、
郡
司
待
二

当
郡
院
一
、
郡
司
巡
二

行
部
内
一

、
里
長
待
二

当
里
内
一

、
不
レ

得
下

率
二

百
姓
一

向
レ

境
待
及
送
上レ

過
レ

界
」

と
あ
り
、
里
長
の
拠
点
と
し
て
の
官
衙
は
想
定
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
窺
わ
れ

る
の
で
、
里
長
に
任
用
さ
れ
た
人
物
が
必
ず
し
も
里
内
の
最
有
力
者
で
は
な
か

っ
た
点
と
合
せ
て
、
文
献
史
学
で
は
里
家
（
郷
家
）
の
存
在
は
疑
問
と
す
る
の

が
有
力
な
見
解
に
な
っ
て
い
る）

₂₇
（

。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
郡
家
出
先
機

表3　出雲国の中央進上物

調： 白絹10疋、緋帛20疋、縹帛10疋、纁帛80疋、橡帛12疋3丈、帛100疋、緋糸15絇、縹糸・緑糸・橡
糸各5絇、皀糸5絇、烏賊20斤、鰒24斤、自余は絹・糸

庸：白木韓櫃12合、自余は絹・糸
中男作物：紙、海石榴油、荏油、胡麻油、薄鰒、雑腊、紫草、海藻
年料別納租穀：4500斛
年料別貢雑物：筆50管
貢蘇：第4番（辰戌年）…11壺（3口大1升、8口小1升）
交易雑物： 絹237疋4尺、鹿革20張、席300枚、青苔30斤、海松100斤、海藻根10斤、鳥坂苔5斤、紫草

100斤、鹿皮20張、櫑子4合
年料雑薬：53種（詳細は省略）
器仗：甲5領、横刀10口、弓20張、征箭20具、胡籙20具
国造奏神祷詞： 玉68枚（赤水精8枚、白水精16枚、青石玉44枚）、金銀装横刀1口（長2尺6寸5分）、鏡1

面（径7寸7分）、倭文2端（長1丈4尺・広2尺2寸／「並置案」）、白眼鴾毛馬1疋、白鵲2
翼、御贄50舁（「舁別盛十籠」）

関
と
位
置
づ
け
、
分
散
型
の
郡
務
遂
行
を
支
え
る
施
設
と
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
で
は
、
こ
う
し
た
郡
家
・
郡
家
出
先
機
関
に
よ
る
郡
務
は
ど
の
よ
う

な
人
々
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
郡
務
遂
行
の
実
際
と

「
郡
的
世
界
」
の
実
相
と
の
関
係
は
如
何
で
あ
ろ
う
か
。

三　

人
的
構
成
と
郡
務
の
遂
行

郡
司
は
長
官
＝
大
領
、
次
官
＝
少
領
、
判
官
＝
主
政
、
主
典
＝
主
帳
の
四
等

官
か
ら
な
り
、
最
大
の
大
郡
で
も
員
数
は
八
人
、
最
小
の
小
郡
で
は
僅
か
に
二

人
で
、
一
里
五
十
戸
、
一
戸
十
人
と
し
て
も
小
郡
で
も
千
人
以
上
に
な
る
か

ら
、
郡
司
だ
け
で
郡
務
を
円
滑
に
執
行
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
諸
法
令
や
古
文
書
・
木
簡
の
実
例
を
見
る
と
、
郡
司
の
下

で
郡
務
に
参
画
す
る
人
々
が
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
こ
れ
を
郡
雑
任
と
称
し
て

い
る
。
郡
雑
任
に
は
主
に
郡
家
で
勤
務
す
る
者
（
Ⅰ
類
）
と
在
地
で
活
動
す
る

者
（
Ⅱ
類
）
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
執
務
場
所
が
截
然
と
分
離
し
て
い
る
の
で
は

な
く
、
Ⅰ
類
が
現
地
に
赴
き
、
Ⅱ
類
を
指
揮
し
て
協
業
す
る
こ
と
も
あ
る
。
郡

雑
任
の
出
身
階
層
は
区
々
で
、
Ⅰ
類
と
Ⅱ
類
に
は
一
定
の
較
差
も
あ
る
が
、

Ⅰ
・
Ⅱ
類
を
通
じ
て
郡
司
層
に
近
い
者
を
含
む
在
地
の
有
力
者
層
と
い
う
の
が

最
大
公
約
数
的
な
位
置
づ
け
で
あ
る
。
郡
司
に
は
「
郡
的
世
界
」
を
掌
握
す
る

た
め
に
郡
内
の
諸
豪
族
を
郡
務
に
参
加
さ
せ
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
郡
家
の
施

設
・
部
署
や
郡
家
出
先
機
関
を
設
け
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
と
い
う
視
点
で

考
察
を
試
み
る
こ
と
も
重
要
と
な
ろ
う）

₂₈
（

。

ｎ
神
護
二
年
（
七
六
六
）
十
月
二
十
日
越
前
国
足
羽
郡
少
領
阿
須
波
臣
束
麻
呂
解

 

（『
大
日
本
古
文
書
』
五
―
五
五
三
〜
五
五
四
）

足
羽
郡
少
領
阿
須
波
臣
束
麻
呂
解　

申
過
状
事
。
①
一
預
郡
家
佃　

勅
旨
田
陸

町
受
漑
寒
江
之
沼
水
〈
元
来
公
私
共
用
之
水
者
〉。
専
当
少
領
阿
須
波
臣
束
麻

呂
。
右
、
件
御
田
水
、
依
二

東
大
寺
道
守
野
庄
所
妨
停
一

不
レ

堪
レ

佃
状
、
附
二

散

仕
五
十
公
諸
羽
一

申
二

上
国
府
一

、
即
依
二

諸
羽
申
状
一

下
国
符
偁
、
喚
二

草
原
郷
人

宇
治
智
麻
呂
一

進
者
、
郡
依
二

符
旨
一

、
進
二

上
其
智
麻
呂
一

、
此
過
。
②
一
東
大

寺
栗
川
庄
所
田
堺
未
レ

勘
事
。
右
、
部
下
野
田
郷
百
姓
車
持
姉
売
辞
状
云
、
寺

家
庄
所
使
取
二

己
口
分
田
捌
段
一

、
不
レ

令
レ

佃
愁
者
、
仍
勒
二

班
田
時
一

、
書
生
委

文
土
麻
呂
、
田
領
別
竹
山
二
人
充
レ

使
、
令
レ

勘
二

虚
実
一

、
発
二

遣
所
在
口
分
一

、

斯
土
麻
呂
等
申
云
、
正
認
二

東
西
之
畦
一

、
彼
此
相
違
者
、
仍
未
レ

与
二

判
断
一

、

此
過
。
以
前
二
条
事
、
注
顕
申
送
如
レ

件
、
謹
解
。（
下
略
）

ｏ
神
護
二
年
十
月
十
九
日
越
前
国
足
羽
郡
大
領
生
江
臣
東
人
解

 

（『
大
日
本
古
文
書
』
五
―
五
五
一
〜
五
五
三
）

足
羽
郡
大
領
正
六
位
上
生
江
臣
東
人
謹
解　

申
御
使
勘
問
事
。
合
五
条
。
一
東

人
之
所
レ

進
墾
田
壱
伯
町
之
溝
事
（
中
略
）。
一
墾
田
壱
伯
拾
捌
町
（
中
略
）。

②
一
栗
川
田
、
寺
使
与
二

百
姓
一

相
訴
事
。
右
、
実
寺
田
知
判
充
奉
已
訖
。
後
他

司
所
レ

勘
、
東
人
不
レ

知
。
①
一
宇
治
知
麻
呂
事
。
右
、
依
二

田
使
僧
等
牒
一

、
東

人
私
誂
二

件
人
一

、
水
守
充
奉
已
訖
、
不
レ

知
二

々
麻
呂
決
罸
由
一

。
一
為
レ

論
二

雑

務
一

田
使
僧
等
所
レ

召
不
参
二
度
事
（
中
略
）。
以
前
五
条
事
、
東
人
之
身
、
遅

鈍
并
老
衰
、
毎
レ

事
闕
怠
、
更
不
レ

得
レ

避
レ

罪
、
仍
具
録
二

事
状
一
、
請
二　

使
裁
一
、

謹
解
。（
下
略
）
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表4　郡司と郡雑任の員数

大郡
（16〜20）

上郡
（12〜15）

中郡
（8〜11）

下郡
（4〜7）

小郡
（2〜3）

大領 1 1 1 1 ―

領 ― ― ― ― 1

少領 1 1 1 1 ―

主政 3 2 1 ― ―

主帳 3 2 1 1 1

案主 2 2 2 2 2

郡書生 8 6 4 3 ?

鎰取 2 2 2 2 2

郡駈使 15 12 10 8 ?

造紙丁 2 2 2 2 2

厨丁 1 1 1 1 1

駈使 50 50 50 50 50

器作 2 2 2 2 2

採松丁 1 1 1 1 1

炭焼丁 1 1 1 1 1

採藁丁 2 2 2 2 2

伝馬長 1 1 1 1 1

　丁 3 3 3 3 3

駅伝使 4 4 4 4 4

鋪設丁

小計 102 95 89 85 73+α

税長 （正倉官舎院別3人）

（備考）郡雑任の名称および員数は『三代格』巻6弘仁13年閏9月20日官符による。

Ⅰ類 Ⅱ類および郷長
（専当）郡司―――――――調書生―――― 郷長

―…案主………（郡書生） 服長：調の徴収、上京例あり
調長：調の徴収

郡書生 （庸長・庸米長）：庸米の徴収
を統括 （収納）

田領：土地の実地検証・勘知、勧農の実施
― ―田行：田領の指示を受ける例あり
郷長

――梶取
郡司―――――――――――郡稲長―――――田令
郡司―――――――――――郡鎰取―――――郷長

館・不動倉などの鎰を管理し、倉庫等の造営を指揮
郡司―――――――――――税長：正倉を管理、正税・出挙・地子

〔倉長〕
―――――――郷長―――頭領・税領

滞税の差し
徴部・了事 押え・売却

領・庸調領・庸領
―徴税丁
―徴

―収税：滞納分を徴収
郡司――――――――――――――――――――――――郡下任／郡目代
郡司―――――――――――――――――――米長〔綱丁〕：米の進上に与る
郡司―――――――――――津長：（郡）津の管理―――度子
郡司――――――――――――――――――――――――郡瓦長：瓦製造
郡司―――――――――――厨長――厨人、駈使、器作、採松丁、炭焼丁、採藁丁
郡司―――――――――――伝馬長――使厨丁、伝馬丁、　丁、駅伝使鋪設丁
図２　郡雑任の役割と相互関係
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鋪設丁
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調長：調の徴収

郡書生 （庸長・庸米長）：庸米の徴収
を統括 （収納）

田領：土地の実地検証・勘知、勧農の実施
― ―田行：田領の指示を受ける例あり
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――梶取
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館・不動倉などの鎰を管理し、倉庫等の造営を指揮
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郡司―――――――――――伝馬長――使厨丁、伝馬丁、　丁、駅伝使鋪設丁
図２　郡雑任の役割と相互関係
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で
は
、「
郡
的
世
界
」
の
下
で
の
郡
務
関
係
者
の
編
成
は
ど
の
よ
う
に
し
て

行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ｎ
・
ｏ
は
上
述
の
複
数
の
郡
領
氏
族
が
存
す

る
事
例
で
、
八
世
紀
後
半
に
北
陸
地
方
に
庄
田
を
形
成
し
て
い
た
東
大
寺
に
対

し
て
呈
さ
れ
た
過
状
で
あ
る
。
こ
の
越
前
国
足
羽
郡
で
は
生
江
臣
と
阿
須
波
臣

が
譜
第
郡
領
氏
族
と
し
て
拮
抗
し
て
存
在
す
る
関
係
に
あ
っ
た
。
郡
名
か
ら
推

す
と
、
阿
須
波
臣
の
方
が
古
族
で
、
立
評
な
い
し
郡
制
施
行
当
初
は
序
列
が
逆

で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
現
在
の
大
領
生
江
臣
東
人
は
造
東
大
寺
司
史
生
と

し
て
中
央
出
仕
し
た
経
歴
を
有
す
る
人
物
で
、
当
時
当
地
で
進
行
中
の
東
大
寺

領
北
陸
庄
園
の
開
発
に
協
力
し
て
い
た
。
少
領
阿
須
波
臣
束
麻
呂
は
外
従
八
位

下
の
帯
位
で
、
こ
れ
は
選
叙
令
郡
司
条
の
初
叙
規
定
に
合
致
し
、
彼
は
在
地
に

留
ま
っ
た
ま
ま
、
郡
領
に
な
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

ｎ
・
ｏ
の
丸
番
号
が
対
応
す
る
事
項
で
、
ま
ず
②
の
栗
川
庄
と
現
地
の
百
姓

と
の
間
の
墾
田
の
境
界
争
い
で
あ
る
。
東
人
が
ｏ
で
「
他
司
」
と
名
指
し
す
る

の
が
束
麻
呂
で
、
ｎ
に
よ
る
と
、
束
麻
呂
は
野
田
郷
百
姓
車
持
姉
売
の
訴
え
に

よ
り
、
班
田
の
際
に
郡
書
生
委
文
土
麻
呂
と
田
領
別
竹
山
の
二
人
を
派
遣
し

て
、
口
分
田
か
寺
田
か
の
判
定
を
行
お
う
と
し
、
土
麻
呂
の
東
西
の
畔
に
関
す

る
報
告
を
受
け
て
い
た
が
、
ま
だ
判
断
を
下
し
て
お
ら
ず
、
寺
田
と
百
姓
口
分

田
の
境
界
争
い
が
続
い
て
い
た
。
東
人
は
既
に
寺
田
で
あ
る
と
の
判
断
を
下
し

て
い
た
の
に
、
少
領
束
麻
呂
は
そ
れ
と
は
別
の
行
動
を
と
っ
た
の
で
あ
り
、
大

領
と
少
領
の
行
為
の
相
違
が
注
目
さ
れ
る
。
次
に
①
に
関
し
て
は
、
少
領
束
麻

呂
は
勅
旨
田
専
当
で
も
あ
り
、
東
大
寺
領
庄
園
の
展
開
を
抑
制
す
る
立
場
で
あ

っ
た
の
に
対
し
て
、
東
人
の
人
物
像
は
上
述
の
通
り
で
、
大
・
少
領
の
間
で
郡

務
遂
行
の
姿
勢
が
異
な
っ
て
い
る
。

栗
川
庄
の
水
守
宇
治
知
麻
呂
は
東
人
が
「
私
誂
」
し
た
と
あ
る
の
で
、
措
く

と
し
て
、
こ
こ
で
は
少
領
束
麻
呂
が
書
生
・
田
領
を
駆
使
し
て
郡
務
の
実
務
遂

行
に
努
め
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
田
領
別
竹
山
は
神
護
二
年
九
月
十
九

日
の
三
通
の
足
羽
郡
司
解
（『
大
日
本
古
文
書
』
五
―
五
四
三
〜
五
四
六
）
の

「
申
伏
弁
」
に
よ
る
と
、
栗
川
庄
と
の
間
に
所
訴
田
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
の
で
、
現
地
の
情
勢
を
熟
知
し
た
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
少
領
束

麻
呂
と
東
大
寺
に
対
す
る
立
場
を
共
通
に
し
て
い
た
点
が
、
現
地
調
査
を
担
当

す
る
田
領
に
起
用
さ
れ
る
要
因
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う）

₂₉
（

。
以
上
を
要
す
る
に
、

郡
雑
任
の
任
用
に
際
し
て
は
郡
司
と
の
関
係
が
重
要
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
必
ず

し
も
郡
司
全
体
の
総
意
で
は
な
く
、
個
々
の
郡
司
に
よ
っ
て
郡
雑
任
が
編
成
さ

れ
る
場
合
も
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
よ
う
な
郡
領
間
の
隔
意
に
関
連
し
て
、
郡
領
が
そ
れ
ぞ
れ
に
別
の
拠
点

に
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
事
例
が
存
す
る
。
越
後
国
古
志
郡
家
関

連
の
新
潟
県
八
幡
林
遺
跡
で
は
、「
上
大
領
殿
門
」
と
記
さ
れ
た
封
緘
木
簡

（
一
二
号
）、「
長
官
尊
」
宛
の
進
上
状
（
二
四
号
）
な
ど
大
領
宛
の
木
簡
や
大

領
関
係
の
多
く
の
墨
書
土
器
が
検
出
さ
れ
て
お
り
、
大
領
が
担
当
し
た
郡
関
連

の
施
設
で
、
郡
領
間
で
の
分
掌
的
郡
務
遂
行
の
あ
り
方
を
示
す
と
さ
れ
る）

₃₀
（

。

ｐ
兵
庫
県
山
垣
遺
跡
出
土
木
簡
（
三
号+

二
号
）

・
符
春
部
里
長
等　

竹
田
里
六
人
部　
　

□
□　

□
依
而
□

・
春
マ
君
廣
橋　

神
直
与
□　
〔
部　
　

弟
足
ヵ
〕　　

四
月
廿
五
日　

碁
萬
呂

□
里
長
□
□
木
参
出
来 

少
領

春
マ
鷹
麻
呂　

右
三
人　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
日
莫
不
過
急
　々

□ 
619

・32

・7　

011

ｐ
の
山
垣
遺
跡
が
所
在
す
る
丹
波
国
氷
上
郡
は
、『
和
名
抄
』
高
山
寺
本
で

は
、
粟
作
・
誉
田
・
原
負
（
石
負
ヵ
）・
船
城
・
春
部
・
美
和
・
竹
田
・
前
山

郷
が
「
以
上
東
県
」、
佐
治
・
賀
茂
・
氷
上
・
石
前
・
葛
野
・
沼
貫
・
井
原
郷

が
「
以
上
西
県
」
と
あ
り
、
東
県
・
西
県
と
い
う
東
・
西
の
二
区
分
が
存
し
、

『
平
安
遺
文
』
一
一
〇
一
号
延
久
四
年
〔
一
〇
七
二
〕
九
月
五
日
太
政
官
府
に

は
「
氷
上
東
県
司
」
が
見
え
、
後
代
に
は
完
全
に
東
・
西
に
分
割
さ
れ
て
い

く
。
こ
れ
は
東
部
の
竹
田
川
（
↓
由
良
川
を
経
て
、
日
本
海
に
流
れ
込
む
）
と

西
部
の
佐
治
川
・
葛
野
川
（
↓
加
古
川
を
経
て
、
瀬
戸
内
海
に
注
ぐ
）
と
い
う

地
形
上
、
水
系
に
基
づ
く
二
区
分
で
、
西
部
（
後
の
氷
上
西
県
）
の
氷
上
郷
に

郡
家
、
東
部
（
後
の
氷
上
東
県
）
の
交
通
の
要
衝
春
部
郷
に
郡
家
出
先
機
関
と

し
て
の
山
垣
遺
跡
が
置
か
れ
た
と
い
う
構
図
に
な
っ
て
い
る）

₃₁
（

。

山
垣
遺
跡
か
ら
は
「
春
マ
」・「
春
部
」
の
墨
書
土
器
が
出
土
し
て
い
る
の

で
、
当
地
は
春
部
郷
の
中
心
で
あ
り
、
郡
符
木
簡
は
郡
家
ま
た
は
郡
家
出
先
機

関
で
破
棄
さ
れ
る
も
の
な
の
で
、
春
部
里
長
等
は
郡
符
に
よ
る
召
喚
命
令
を
果

た
す
た
め
に
山
垣
遺
跡
の
地
に
参
向
し
、
ｐ
の
木
簡
は
当
地
で
用
務
を
終
え
て

廃
棄
さ
れ
た
と
説
明
し
得
る
。
ｐ
の
日
下
の
碁
萬
呂
は
四
号
木
簡
（
召
文
）
に

も
登
場
す
る
の
で
、
郡
雑
任
で
あ
っ
た
と
目
さ
れ
る
。
山
垣
遺
跡
で
は
「
丹
波

国
氷
上
郡
」
と
記
さ
れ
た
封
緘
木
簡
も
出
土
し
て
お
り
（
一
一
号
）、
郡
家
や

郡
司
に
宛
て
た
封
緘
木
簡
が
郡
家
本
体
以
外
か
ら
検
出
さ
れ
る
の
は
珍
し
く
、

ｐ
に
は
郡
司
の
う
ち
少
領
の
署
名
し
か
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
封
緘
木
簡
は
郡

家
本
体
に
届
い
た
も
の
が
当
地
に
転
送
さ
れ
た
か
、
あ
る
い
は
当
地
の
少
領
に

直
接
宛
て
ら
れ
て
届
い
た
も
の
か
と
解
さ
れ
、
山
垣
遺
跡
に
は
少
領
の
活
動
拠

点
が
あ
り
、
郡
符
木
簡
も
当
地
で
少
領
と
配
下
の
郡
雑
任
が
発
給
し
た
も
の

で
、
氷
上
東
県
と
し
て
の
自
立
に
つ
な
が
る
よ
う
な
実
質
上
の
郡
務
遂
行
を
独

自
に
、
こ
の
時
点
で
は
、
郡
家
本
体
に
存
す
る
大
領
と
の
協
議
や
一
部
に
委
任

を
受
け
た
形
で
、
行
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
く
る）

₃₂
（

。
ち
な
み

に
、『
続
紀
』
和
銅
六
年
九
月
己
卯
条
に
は
摂
津
国
河
辺
郡
か
ら
分
立
し
た
能

勢
郡
で
は
「
大
宝
元
年
始
建
二

館
舎
一

、
雑
務
公
文
、
一
准
二

郡
例
一

」
と
あ
り
、

こ
こ
に
至
っ
て
郡
の
分
立
・
郡
司
の
設
置
を
求
め
る
と
い
う
経
緯
が
知
ら
れ

る）
₃₃
（

。
ｑ
石
川
県
畝
田
・
寺
中
遺
跡
出
土
木
簡）

₃₄
（

〔
符
ヵ
〕 

〔
等
ヵ
〕

・
郡
□　

大
野
郷
長
□　

件
□
﹇　

﹈

 

「
主
政
」

・
罪
科
知
□
出
火
急

 

「
主
帳
」 

（294

）・34

・4　

019

ｒ
石
川
県
畝
田
・
寺
中
遺
跡
出
土
木
簡

（
竹
万
呂
ヵ
）
横
江
臣
床
嶋
□

・
符　

田
行
笠
□
等

西
岡
□
物
□

〔
部
ヵ
〕
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で
は
、「
郡
的
世
界
」
の
下
で
の
郡
務
関
係
者
の
編
成
は
ど
の
よ
う
に
し
て

行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ｎ
・
ｏ
は
上
述
の
複
数
の
郡
領
氏
族
が
存
す

る
事
例
で
、
八
世
紀
後
半
に
北
陸
地
方
に
庄
田
を
形
成
し
て
い
た
東
大
寺
に
対

し
て
呈
さ
れ
た
過
状
で
あ
る
。
こ
の
越
前
国
足
羽
郡
で
は
生
江
臣
と
阿
須
波
臣

が
譜
第
郡
領
氏
族
と
し
て
拮
抗
し
て
存
在
す
る
関
係
に
あ
っ
た
。
郡
名
か
ら
推

す
と
、
阿
須
波
臣
の
方
が
古
族
で
、
立
評
な
い
し
郡
制
施
行
当
初
は
序
列
が
逆

で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
現
在
の
大
領
生
江
臣
東
人
は
造
東
大
寺
司
史
生
と

し
て
中
央
出
仕
し
た
経
歴
を
有
す
る
人
物
で
、
当
時
当
地
で
進
行
中
の
東
大
寺

領
北
陸
庄
園
の
開
発
に
協
力
し
て
い
た
。
少
領
阿
須
波
臣
束
麻
呂
は
外
従
八
位

下
の
帯
位
で
、
こ
れ
は
選
叙
令
郡
司
条
の
初
叙
規
定
に
合
致
し
、
彼
は
在
地
に

留
ま
っ
た
ま
ま
、
郡
領
に
な
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

ｎ
・
ｏ
の
丸
番
号
が
対
応
す
る
事
項
で
、
ま
ず
②
の
栗
川
庄
と
現
地
の
百
姓

と
の
間
の
墾
田
の
境
界
争
い
で
あ
る
。
東
人
が
ｏ
で
「
他
司
」
と
名
指
し
す
る

の
が
束
麻
呂
で
、
ｎ
に
よ
る
と
、
束
麻
呂
は
野
田
郷
百
姓
車
持
姉
売
の
訴
え
に

よ
り
、
班
田
の
際
に
郡
書
生
委
文
土
麻
呂
と
田
領
別
竹
山
の
二
人
を
派
遣
し

て
、
口
分
田
か
寺
田
か
の
判
定
を
行
お
う
と
し
、
土
麻
呂
の
東
西
の
畔
に
関
す

る
報
告
を
受
け
て
い
た
が
、
ま
だ
判
断
を
下
し
て
お
ら
ず
、
寺
田
と
百
姓
口
分

田
の
境
界
争
い
が
続
い
て
い
た
。
東
人
は
既
に
寺
田
で
あ
る
と
の
判
断
を
下
し

て
い
た
の
に
、
少
領
束
麻
呂
は
そ
れ
と
は
別
の
行
動
を
と
っ
た
の
で
あ
り
、
大

領
と
少
領
の
行
為
の
相
違
が
注
目
さ
れ
る
。
次
に
①
に
関
し
て
は
、
少
領
束
麻

呂
は
勅
旨
田
専
当
で
も
あ
り
、
東
大
寺
領
庄
園
の
展
開
を
抑
制
す
る
立
場
で
あ

っ
た
の
に
対
し
て
、
東
人
の
人
物
像
は
上
述
の
通
り
で
、
大
・
少
領
の
間
で
郡

務
遂
行
の
姿
勢
が
異
な
っ
て
い
る
。

栗
川
庄
の
水
守
宇
治
知
麻
呂
は
東
人
が
「
私
誂
」
し
た
と
あ
る
の
で
、
措
く

と
し
て
、
こ
こ
で
は
少
領
束
麻
呂
が
書
生
・
田
領
を
駆
使
し
て
郡
務
の
実
務
遂

行
に
努
め
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
田
領
別
竹
山
は
神
護
二
年
九
月
十
九

日
の
三
通
の
足
羽
郡
司
解
（『
大
日
本
古
文
書
』
五
―
五
四
三
〜
五
四
六
）
の

「
申
伏
弁
」
に
よ
る
と
、
栗
川
庄
と
の
間
に
所
訴
田
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
の
で
、
現
地
の
情
勢
を
熟
知
し
た
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
少
領
束

麻
呂
と
東
大
寺
に
対
す
る
立
場
を
共
通
に
し
て
い
た
点
が
、
現
地
調
査
を
担
当

す
る
田
領
に
起
用
さ
れ
る
要
因
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う）

₂₉
（

。
以
上
を
要
す
る
に
、

郡
雑
任
の
任
用
に
際
し
て
は
郡
司
と
の
関
係
が
重
要
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
必
ず

し
も
郡
司
全
体
の
総
意
で
は
な
く
、
個
々
の
郡
司
に
よ
っ
て
郡
雑
任
が
編
成
さ

れ
る
場
合
も
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
よ
う
な
郡
領
間
の
隔
意
に
関
連
し
て
、
郡
領
が
そ
れ
ぞ
れ
に
別
の
拠
点

に
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
事
例
が
存
す
る
。
越
後
国
古
志
郡
家
関

連
の
新
潟
県
八
幡
林
遺
跡
で
は
、「
上
大
領
殿
門
」
と
記
さ
れ
た
封
緘
木
簡

（
一
二
号
）、「
長
官
尊
」
宛
の
進
上
状
（
二
四
号
）
な
ど
大
領
宛
の
木
簡
や
大

領
関
係
の
多
く
の
墨
書
土
器
が
検
出
さ
れ
て
お
り
、
大
領
が
担
当
し
た
郡
関
連

の
施
設
で
、
郡
領
間
で
の
分
掌
的
郡
務
遂
行
の
あ
り
方
を
示
す
と
さ
れ
る）

₃₀
（

。

ｐ
兵
庫
県
山
垣
遺
跡
出
土
木
簡
（
三
号+

二
号
）

・
符
春
部
里
長
等　

竹
田
里
六
人
部　
　

□
□　

□
依
而
□

・
春
マ
君
廣
橋　

神
直
与
□　
〔
部　
　

弟
足
ヵ
〕　　

四
月
廿
五
日　

碁
萬
呂

□
里
長
□
□
木
参
出
来 

少
領

春
マ
鷹
麻
呂　

右
三
人　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
日
莫
不
過
急
　々

□ 
619

・32

・7　

011

ｐ
の
山
垣
遺
跡
が
所
在
す
る
丹
波
国
氷
上
郡
は
、『
和
名
抄
』
高
山
寺
本
で

は
、
粟
作
・
誉
田
・
原
負
（
石
負
ヵ
）・
船
城
・
春
部
・
美
和
・
竹
田
・
前
山

郷
が
「
以
上
東
県
」、
佐
治
・
賀
茂
・
氷
上
・
石
前
・
葛
野
・
沼
貫
・
井
原
郷

が
「
以
上
西
県
」
と
あ
り
、
東
県
・
西
県
と
い
う
東
・
西
の
二
区
分
が
存
し
、

『
平
安
遺
文
』
一
一
〇
一
号
延
久
四
年
〔
一
〇
七
二
〕
九
月
五
日
太
政
官
府
に

は
「
氷
上
東
県
司
」
が
見
え
、
後
代
に
は
完
全
に
東
・
西
に
分
割
さ
れ
て
い

く
。
こ
れ
は
東
部
の
竹
田
川
（
↓
由
良
川
を
経
て
、
日
本
海
に
流
れ
込
む
）
と

西
部
の
佐
治
川
・
葛
野
川
（
↓
加
古
川
を
経
て
、
瀬
戸
内
海
に
注
ぐ
）
と
い
う

地
形
上
、
水
系
に
基
づ
く
二
区
分
で
、
西
部
（
後
の
氷
上
西
県
）
の
氷
上
郷
に

郡
家
、
東
部
（
後
の
氷
上
東
県
）
の
交
通
の
要
衝
春
部
郷
に
郡
家
出
先
機
関
と

し
て
の
山
垣
遺
跡
が
置
か
れ
た
と
い
う
構
図
に
な
っ
て
い
る）

₃₁
（

。

山
垣
遺
跡
か
ら
は
「
春
マ
」・「
春
部
」
の
墨
書
土
器
が
出
土
し
て
い
る
の

で
、
当
地
は
春
部
郷
の
中
心
で
あ
り
、
郡
符
木
簡
は
郡
家
ま
た
は
郡
家
出
先
機

関
で
破
棄
さ
れ
る
も
の
な
の
で
、
春
部
里
長
等
は
郡
符
に
よ
る
召
喚
命
令
を
果

た
す
た
め
に
山
垣
遺
跡
の
地
に
参
向
し
、
ｐ
の
木
簡
は
当
地
で
用
務
を
終
え
て

廃
棄
さ
れ
た
と
説
明
し
得
る
。
ｐ
の
日
下
の
碁
萬
呂
は
四
号
木
簡
（
召
文
）
に

も
登
場
す
る
の
で
、
郡
雑
任
で
あ
っ
た
と
目
さ
れ
る
。
山
垣
遺
跡
で
は
「
丹
波

国
氷
上
郡
」
と
記
さ
れ
た
封
緘
木
簡
も
出
土
し
て
お
り
（
一
一
号
）、
郡
家
や

郡
司
に
宛
て
た
封
緘
木
簡
が
郡
家
本
体
以
外
か
ら
検
出
さ
れ
る
の
は
珍
し
く
、

ｐ
に
は
郡
司
の
う
ち
少
領
の
署
名
し
か
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
封
緘
木
簡
は
郡

家
本
体
に
届
い
た
も
の
が
当
地
に
転
送
さ
れ
た
か
、
あ
る
い
は
当
地
の
少
領
に

直
接
宛
て
ら
れ
て
届
い
た
も
の
か
と
解
さ
れ
、
山
垣
遺
跡
に
は
少
領
の
活
動
拠

点
が
あ
り
、
郡
符
木
簡
も
当
地
で
少
領
と
配
下
の
郡
雑
任
が
発
給
し
た
も
の

で
、
氷
上
東
県
と
し
て
の
自
立
に
つ
な
が
る
よ
う
な
実
質
上
の
郡
務
遂
行
を
独

自
に
、
こ
の
時
点
で
は
、
郡
家
本
体
に
存
す
る
大
領
と
の
協
議
や
一
部
に
委
任

を
受
け
た
形
で
、
行
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
く
る）

₃₂
（

。
ち
な
み

に
、『
続
紀
』
和
銅
六
年
九
月
己
卯
条
に
は
摂
津
国
河
辺
郡
か
ら
分
立
し
た
能

勢
郡
で
は
「
大
宝
元
年
始
建
二

館
舎
一

、
雑
務
公
文
、
一
准
二

郡
例
一

」
と
あ
り
、

こ
こ
に
至
っ
て
郡
の
分
立
・
郡
司
の
設
置
を
求
め
る
と
い
う
経
緯
が
知
ら
れ

る）
₃₃
（

。
ｑ
石
川
県
畝
田
・
寺
中
遺
跡
出
土
木
簡）

₃₄
（

〔
符
ヵ
〕 

〔
等
ヵ
〕

・
郡
□　

大
野
郷
長
□　

件
□
﹇　

﹈

 

「
主
政
」

・
罪
科
知
□
出
火
急

 

「
主
帳
」 

（294

）・34

・4　

019

ｒ
石
川
県
畝
田
・
寺
中
遺
跡
出
土
木
簡

（
竹
万
呂
ヵ
）
横
江
臣
床
嶋
□

・
符　

田
行
笠
□
等

西
岡
□
物
□

〔
部
ヵ
〕
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〔
状
ヵ
〕

・
口
相
定
田
行
率
召
持
来
今
□
以
付

田
領
横
江
臣
「
□
」 

（278

）・42

・3　

019
ｓ
石
川
県
加
茂
遺
跡
出
土
木
簡

献
上
人
給
雑
魚
十
五
隻

・
謹
啓　

丈
部
置
万
呂　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

无
礼
状
具
注
以
解

□
□
□
□
消
息
後
日
参
向
而
語
奉

〔
伯
姓
ヵ
〕

・ 
『
勘
了
』 

七
月
十
日　

潟
嶋
造
□
主 

480

・33

・5　

011

ｑ
〜
ｓ
は
加
賀
国
加
賀
郡
に
関
す
る
も
の
で
、
郡
家
本
体
は
金
沢
市
広
坂
遺

跡
な
ど
市
街
地
に
比
定
さ
れ
て
お
り
、
ｑ
・
ｒ
の
畝
田
・
寺
中
遺
跡
は
金
沢
港

の
水
上
交
通
の
要
衝
、
大
野
郷
畝
田
村
に
所
在
、
ｓ
の
加
茂
遺
跡
は
河
北
潟
に

近
接
す
る
水
陸
交
通
の
要
衝
、
英
多
郷
深
見
村
に
所
在
、
そ
れ
ぞ
れ
郡
家
出
先

機
関
と
い
う
性
格
の
遺
跡
で
あ
る
。
ｑ
は
大
野
郷
長
等
に
宛
て
た
郡
符
で
、
郡

司
の
第
三
・
四
等
官
で
あ
る
主
政
・
主
帳
の
書
名
が
あ
る
よ
う
に
、
郡
家
で
作

成
さ
れ
、
直
接
に
、
あ
る
い
は
畝
田
・
寺
中
遺
跡
の
地
を
経
由
し
て
宛
先
に
到

来
し
、
受
信
者
は
畝
田
・
寺
中
遺
跡
が
所
在
す
る
郡
家
出
先
機
関
に
木
簡
と
一

緒
に
参
来
し
、
郡
家
ま
で
行
か
な
く
て
も
、
こ
こ
で
用
務
が
完
了
し
た
の
で
、

当
地
で
廃
棄
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ｓ
の
加
茂
遺
跡
で
は
「
加
賀
郡
牓
示
札
」
と
称
さ
れ
る
横
長
の
板
に
記
さ
れ

た
嘉
祥
二
年
（
八
四
九
）
二
月
十
二
日
付
の
長
大
な
郡
符
木
簡
が
出
土
し
て
お

り
、
こ
れ
は
二
月
十
五
日
に
田
領
丈
部
浪
麿
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
、
当
地
で
掲

示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ｓ
は
丈
部
置
万
呂
宛
の
上
申
文
書
で
あ
り
、
こ
の
加

茂
遺
跡
の
地
が
田
領
丈
部
氏
の
拠
点
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
ｓ
で
は
ま

た
、
潟
嶋
造
□
主
と
い
う
人
物
が
百
姓
消
息
な
ど
を
丈
部
氏
に
報
告
す
る
関
係

に
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
田
領
の
下
に
さ
ら
に
下
位
の
存
在
が
い
て
、
重
層

的
な
郡
務
遂
行
の
体
制
が
構
築
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

こ
の
点
は
畝
田
・
寺
中
遺
跡
の
地
で
も
同
様
で
あ
る
。
こ
の
畝
田
村
に
は
横

江
臣
と
い
う
豪
族
の
存
在
が
知
ら
れ
（『
日
本
霊
異
記
』
下
巻
第
十
六
縁
）、
ｒ

に
は
田
領
横
江
臣
が
見
え
て
い
る
。
ｒ
で
は
こ
の
田
領
横
江
臣
が
下
位
の
郡
雑

任
と
目
さ
れ
る
田
行
の
竹
万
呂
と
い
う
者
に
何
人
か
の
人
物
を
召
喚
す
る
よ
う

に
と
い
う
符
形
式
の
下
達
文
書
を
発
給
し
て
お
り
、
ｒ
は
田
行
と
こ
れ
ら
の
人

物
の
参
向
と
と
も
に
当
地
に
戻
っ
て
き
て
、
廃
棄
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ

う
。
こ
こ
で
は
田
領
横
江
臣
は
郡
家
出
先
機
関
を
管
理
す
る
と
と
も
に
、
自
ら

が
文
書
行
政
の
中
心
と
な
っ
て
当
該
地
域
を
掌
握
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

当
地
に
郡
家
出
先
機
関
が
設
置
さ
れ
た
の
は
、
横
江
臣
の
歴
史
的
支
配
が
築
か

れ
て
お
り
、
そ
う
し
た
郡
内
の
中
小
豪
族
を
郡
務
に
起
用
し
た
と
い
う
事
情
が

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
即
ち
、
郡
家
の
支
配
は
「
郡
的
世
界
」
を
構
成
す
る

郡
内
の
中
小
豪
族
の
力
を
結
集
・
活
用
す
る
こ
と
で
構
築
可
能
に
な
る
の
で
あ

る
。で

は
、
こ
う
し
た
事
象
は
近
年
出
土
点
数
が
増
加
す
る
出
雲
国
の
地
方
官
衙

遺
跡
木
簡
で
は
如
何
で
あ
ろ
う
か
。「
は
じ
め
に
」
で
触
れ
た
青
木
遺
跡
は
出

雲
郡
家
の
正
倉
跡
と
目
さ
れ
る
後
谷
遺
跡
と
は
出
雲
平
野
を
挟
ん
で
四
・
八
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
北
西
に
位
置
し
、
伊
努
郷
ま
た
は
美
談
郷
、
あ
る
い
は
両
郷
の
境

界
付
近
に
所
在
し
た
と
考
え
ら
れ
、
上
掲
の
よ
う
に
両
郷
の
人
名
を
記
し
た
荷

札
木
簡
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
ま
た
、「
美
談
社
」、「
□
□
寺
」
の

墨
書
土
器
、
神
社
風
遺
構
と
評
さ
れ
る
建
物
が
見
つ
か
っ
て
お
り
、『
出
雲
国

風
土
記
』
に
神
祇
官
の
把
握
お
よ
び
把
握
外
と
し
て
見
え
る
複
数
の
伊
努
社
・

彌
陀
彌
（
美
談
）
社
の
存
在
、
そ
し
て
北
方
に
存
す
る
大
寺
谷
周
辺
に
お
け
る

同
時
期
の
寺
院
施
設
の
存
在
が
推
定
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
神
祇
と
仏
教
の
両

面
を
有
し
、
か
つ
出
挙
活
動
の
拠
点
と
な
る
よ
う
な
場
所
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

但
し
、
遺
構
に
は
官
衙
的
色
彩
が
認
め
ら
れ
な
い
と
し
て
、
上
掲
の
若
倭
部
臣

が
登
場
す
る
木
簡
（
七
九
号
）
な
ど
を
ふ
ま
え
て
、
出
雲
郡
主
帳
若
倭
部
臣
氏

の
居
宅
を
中
心
と
す
る
も
の
で
、
農
耕
を
基
盤
と
す
る
小
集
団
の
首
長
を
包
摂

し
た
祭
祀
行
為
に
必
要
な
物
資
集
積
と
祭
祀
の
執
行
を
一
元
的
に
管
理
し
、
仏

教
施
設
も
並
存
し
て
い
た
と
考
え
る
の
が
有
力
な
見
解
と
さ
れ
て
い
る）

₃₅
（

。

ｔ
島
根
県
青
木
遺
跡
出
土
七
八
号
木
簡

ｏ

・
売
田
券　

船
岡
里
戸
吉
備
部
忍
手 

佐
位
宮
税
六
束
不
堪
進
上

〔
口
分
ヵ
〕 

天
平
八
年
十
二
月
十
日
﹇　

﹈

・
仍
□
□
船
越
田
一
段
進
上

□
長
若
倭
マ
臣
□
麻
□
﹇　

 

﹈

〔
郷
ヵ
〕 

〔
呂
ヵ
〕
ｏ 352

・42

・4　

011

ｔ
と
上
掲
七
九
号
は
本
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
数
少
な
い
文
書
木
簡
で
、
遺
跡

の
性
格
を
決
定
す
る
上
で
重
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が）

₃₆
（

、
遺
構
外
か
ら
出
土
し

た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
ｔ
は
明
確
な
年
紀
を
持
つ
数
少
な
い
木
簡
で
あ
る
も
の

の
、
本
遺
跡
の
年
代
の
大
勢
が
八
世
紀
後
半
〜
九
世
紀
初
で
あ
る
の
に
は
や
や

先
行
し
て
お
り
、
他
の
木
簡
と
一
体
の
も
の
と
位
置
づ
け
て
よ
い
か
否
か
に
懸

念
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
必
ず
し
も
重
視
さ
れ
て
い
な
い
。
し

か
し
、
習
書
（
四
五
号
）
や
数
字
を
記
し
た
木
簡
（
一
三
・
一
四
・
四
六
・
四

九
号
）、
削
屑
の
存
在
に
は
様
々
な
書
記
に
伴
う
作
業
の
実
施
が
看
取
さ
れ
、

ｔ
も
当
地
で
行
わ
れ
た
活
動
の
一
端
を
探
る
材
料
と
し
て
注
目
す
べ
き
も
の
と

考
え
る
。
ｔ
は
「
売
田
券
」
と
あ
り
、
船
岡
里
の
吉
備
部
忍
手
と
い
う
者
が
佐

位
宮
の
税
六
束
を
進
上
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
口
分
田
で
あ
る
船
越
田

一
段
を
進
上
す
る
と
い
う
内
容
で
、
郷
長
若
倭
部
臣
□
麻
呂
が
作
成
・
署
名
し

た
公
文
書
で
あ
る
。
下
端
に
は
穿
孔
が
あ
り
、
こ
う
し
た
木
簡
が
複
数
存
在

し
、
束
ね
て
保
管
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
段
別
六
束
は
永
代
売
よ
り

も
賃
租
の
価
直
に
関
わ
る
と
目
さ
れ
、
税
＝
出
挙
に
よ
る
負
債
の
諸
関
係
が
そ

の
ま
ま
土
地
を
通
し
た
負
債
関
係
で
あ
る
賃
租
に
転
化
し
た
も
の
と
見
る
の
が

よ
い
で
あ
ろ
う）

₃₇
（

。

こ
の
よ
う
な
賃
租
に
関
わ
る
木
簡
は
、
但
馬
国
出
石
郡
家
関
連
の
兵
庫
県
袴

狭
遺
跡
群
の
一
つ
で
あ
る
宮
内
黒
田
遺
跡
か
ら
出
土
し
て
お
り
（『
木
簡
研
究
』

二
六
号
）、
同
様
に
穿
孔
が
あ
る
。
越
後
国
頸
城
郡
の
郡
家
出
先
機
関
と
目
さ

れ
る
新
潟
県
延
命
寺
遺
跡
で
は
、
天
平
七
年
の
田
地
売
買
行
為
の
際
に
田
領
が

「
相
知
」
と
し
て
署
名
し
て
い
る
木
簡
が
見
つ
か
っ
て
お
り
（『
木
簡
研
究
』
三

〇
号
）、
そ
の
他
、
田
領
や
郷
長
が
田
地
売
買
に
関
わ
る
古
文
書
も
散
見
し

（『
大
日
本
古
文
書
』
六
巻
備
前
国
津
高
郡
売
券
、『
平
安
遺
文
』
七
九
・
一
三

〇
号
な
ど
）、
土
地
の
把
握
の
上
で
彼
ら
の
役
割
が
重
要
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ

か
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
売
券
に
は
郡
司
の
署
名
が
必
要
で
あ
り
、
宮
内
黒
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〔
状
ヵ
〕

・
口
相
定
田
行
率
召
持
来
今
□
以
付

田
領
横
江
臣
「
□
」 

（278

）・42

・3　

019

ｓ
石
川
県
加
茂
遺
跡
出
土
木
簡

献
上
人
給
雑
魚
十
五
隻

・
謹
啓　

丈
部
置
万
呂　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

无
礼
状
具
注
以
解

□
□
□
□
消
息
後
日
参
向
而
語
奉

〔
伯
姓
ヵ
〕

・ 

『
勘
了
』 

七
月
十
日　

潟
嶋
造
□
主 

480

・33

・5　

011

ｑ
〜
ｓ
は
加
賀
国
加
賀
郡
に
関
す
る
も
の
で
、
郡
家
本
体
は
金
沢
市
広
坂
遺

跡
な
ど
市
街
地
に
比
定
さ
れ
て
お
り
、
ｑ
・
ｒ
の
畝
田
・
寺
中
遺
跡
は
金
沢
港

の
水
上
交
通
の
要
衝
、
大
野
郷
畝
田
村
に
所
在
、
ｓ
の
加
茂
遺
跡
は
河
北
潟
に

近
接
す
る
水
陸
交
通
の
要
衝
、
英
多
郷
深
見
村
に
所
在
、
そ
れ
ぞ
れ
郡
家
出
先

機
関
と
い
う
性
格
の
遺
跡
で
あ
る
。
ｑ
は
大
野
郷
長
等
に
宛
て
た
郡
符
で
、
郡

司
の
第
三
・
四
等
官
で
あ
る
主
政
・
主
帳
の
書
名
が
あ
る
よ
う
に
、
郡
家
で
作

成
さ
れ
、
直
接
に
、
あ
る
い
は
畝
田
・
寺
中
遺
跡
の
地
を
経
由
し
て
宛
先
に
到

来
し
、
受
信
者
は
畝
田
・
寺
中
遺
跡
が
所
在
す
る
郡
家
出
先
機
関
に
木
簡
と
一

緒
に
参
来
し
、
郡
家
ま
で
行
か
な
く
て
も
、
こ
こ
で
用
務
が
完
了
し
た
の
で
、

当
地
で
廃
棄
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ｓ
の
加
茂
遺
跡
で
は
「
加
賀
郡
牓
示
札
」
と
称
さ
れ
る
横
長
の
板
に
記
さ
れ

た
嘉
祥
二
年
（
八
四
九
）
二
月
十
二
日
付
の
長
大
な
郡
符
木
簡
が
出
土
し
て
お

り
、
こ
れ
は
二
月
十
五
日
に
田
領
丈
部
浪
麿
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
、
当
地
で
掲

示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ｓ
は
丈
部
置
万
呂
宛
の
上
申
文
書
で
あ
り
、
こ
の
加

茂
遺
跡
の
地
が
田
領
丈
部
氏
の
拠
点
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
ｓ
で
は
ま

た
、
潟
嶋
造
□
主
と
い
う
人
物
が
百
姓
消
息
な
ど
を
丈
部
氏
に
報
告
す
る
関
係

に
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
田
領
の
下
に
さ
ら
に
下
位
の
存
在
が
い
て
、
重
層

的
な
郡
務
遂
行
の
体
制
が
構
築
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

こ
の
点
は
畝
田
・
寺
中
遺
跡
の
地
で
も
同
様
で
あ
る
。
こ
の
畝
田
村
に
は
横

江
臣
と
い
う
豪
族
の
存
在
が
知
ら
れ
（『
日
本
霊
異
記
』
下
巻
第
十
六
縁
）、
ｒ

に
は
田
領
横
江
臣
が
見
え
て
い
る
。
ｒ
で
は
こ
の
田
領
横
江
臣
が
下
位
の
郡
雑

任
と
目
さ
れ
る
田
行
の
竹
万
呂
と
い
う
者
に
何
人
か
の
人
物
を
召
喚
す
る
よ
う

に
と
い
う
符
形
式
の
下
達
文
書
を
発
給
し
て
お
り
、
ｒ
は
田
行
と
こ
れ
ら
の
人

物
の
参
向
と
と
も
に
当
地
に
戻
っ
て
き
て
、
廃
棄
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ

う
。
こ
こ
で
は
田
領
横
江
臣
は
郡
家
出
先
機
関
を
管
理
す
る
と
と
も
に
、
自
ら

が
文
書
行
政
の
中
心
と
な
っ
て
当
該
地
域
を
掌
握
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

当
地
に
郡
家
出
先
機
関
が
設
置
さ
れ
た
の
は
、
横
江
臣
の
歴
史
的
支
配
が
築
か

れ
て
お
り
、
そ
う
し
た
郡
内
の
中
小
豪
族
を
郡
務
に
起
用
し
た
と
い
う
事
情
が

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
即
ち
、
郡
家
の
支
配
は
「
郡
的
世
界
」
を
構
成
す
る

郡
内
の
中
小
豪
族
の
力
を
結
集
・
活
用
す
る
こ
と
で
構
築
可
能
に
な
る
の
で
あ

る
。で

は
、
こ
う
し
た
事
象
は
近
年
出
土
点
数
が
増
加
す
る
出
雲
国
の
地
方
官
衙

遺
跡
木
簡
で
は
如
何
で
あ
ろ
う
か
。「
は
じ
め
に
」
で
触
れ
た
青
木
遺
跡
は
出

雲
郡
家
の
正
倉
跡
と
目
さ
れ
る
後
谷
遺
跡
と
は
出
雲
平
野
を
挟
ん
で
四
・
八
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
北
西
に
位
置
し
、
伊
努
郷
ま
た
は
美
談
郷
、
あ
る
い
は
両
郷
の
境

界
付
近
に
所
在
し
た
と
考
え
ら
れ
、
上
掲
の
よ
う
に
両
郷
の
人
名
を
記
し
た
荷

札
木
簡
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
ま
た
、「
美
談
社
」、「
□
□
寺
」
の

墨
書
土
器
、
神
社
風
遺
構
と
評
さ
れ
る
建
物
が
見
つ
か
っ
て
お
り
、『
出
雲
国

風
土
記
』
に
神
祇
官
の
把
握
お
よ
び
把
握
外
と
し
て
見
え
る
複
数
の
伊
努
社
・

彌
陀
彌
（
美
談
）
社
の
存
在
、
そ
し
て
北
方
に
存
す
る
大
寺
谷
周
辺
に
お
け
る

同
時
期
の
寺
院
施
設
の
存
在
が
推
定
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
神
祇
と
仏
教
の
両

面
を
有
し
、
か
つ
出
挙
活
動
の
拠
点
と
な
る
よ
う
な
場
所
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

但
し
、
遺
構
に
は
官
衙
的
色
彩
が
認
め
ら
れ
な
い
と
し
て
、
上
掲
の
若
倭
部
臣

が
登
場
す
る
木
簡
（
七
九
号
）
な
ど
を
ふ
ま
え
て
、
出
雲
郡
主
帳
若
倭
部
臣
氏

の
居
宅
を
中
心
と
す
る
も
の
で
、
農
耕
を
基
盤
と
す
る
小
集
団
の
首
長
を
包
摂

し
た
祭
祀
行
為
に
必
要
な
物
資
集
積
と
祭
祀
の
執
行
を
一
元
的
に
管
理
し
、
仏

教
施
設
も
並
存
し
て
い
た
と
考
え
る
の
が
有
力
な
見
解
と
さ
れ
て
い
る）

₃₅
（

。

ｔ
島
根
県
青
木
遺
跡
出
土
七
八
号
木
簡

ｏ

・
売
田
券　

船
岡
里
戸
吉
備
部
忍
手 

佐
位
宮
税
六
束
不
堪
進
上

〔
口
分
ヵ
〕 

天
平
八
年
十
二
月
十
日
﹇　

﹈

・
仍
□
□
船
越
田
一
段
進
上

□
長
若
倭
マ
臣
□
麻
□
﹇　

 

﹈

〔
郷
ヵ
〕 

〔
呂
ヵ
〕
ｏ 352

・42

・4　

011

ｔ
と
上
掲
七
九
号
は
本
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
数
少
な
い
文
書
木
簡
で
、
遺
跡

の
性
格
を
決
定
す
る
上
で
重
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が）

₃₆
（

、
遺
構
外
か
ら
出
土
し

た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
ｔ
は
明
確
な
年
紀
を
持
つ
数
少
な
い
木
簡
で
あ
る
も
の

の
、
本
遺
跡
の
年
代
の
大
勢
が
八
世
紀
後
半
〜
九
世
紀
初
で
あ
る
の
に
は
や
や

先
行
し
て
お
り
、
他
の
木
簡
と
一
体
の
も
の
と
位
置
づ
け
て
よ
い
か
否
か
に
懸

念
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
必
ず
し
も
重
視
さ
れ
て
い
な
い
。
し

か
し
、
習
書
（
四
五
号
）
や
数
字
を
記
し
た
木
簡
（
一
三
・
一
四
・
四
六
・
四

九
号
）、
削
屑
の
存
在
に
は
様
々
な
書
記
に
伴
う
作
業
の
実
施
が
看
取
さ
れ
、

ｔ
も
当
地
で
行
わ
れ
た
活
動
の
一
端
を
探
る
材
料
と
し
て
注
目
す
べ
き
も
の
と

考
え
る
。
ｔ
は
「
売
田
券
」
と
あ
り
、
船
岡
里
の
吉
備
部
忍
手
と
い
う
者
が
佐

位
宮
の
税
六
束
を
進
上
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
口
分
田
で
あ
る
船
越
田

一
段
を
進
上
す
る
と
い
う
内
容
で
、
郷
長
若
倭
部
臣
□
麻
呂
が
作
成
・
署
名
し

た
公
文
書
で
あ
る
。
下
端
に
は
穿
孔
が
あ
り
、
こ
う
し
た
木
簡
が
複
数
存
在

し
、
束
ね
て
保
管
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
段
別
六
束
は
永
代
売
よ
り

も
賃
租
の
価
直
に
関
わ
る
と
目
さ
れ
、
税
＝
出
挙
に
よ
る
負
債
の
諸
関
係
が
そ

の
ま
ま
土
地
を
通
し
た
負
債
関
係
で
あ
る
賃
租
に
転
化
し
た
も
の
と
見
る
の
が

よ
い
で
あ
ろ
う）

₃₇
（

。

こ
の
よ
う
な
賃
租
に
関
わ
る
木
簡
は
、
但
馬
国
出
石
郡
家
関
連
の
兵
庫
県
袴

狭
遺
跡
群
の
一
つ
で
あ
る
宮
内
黒
田
遺
跡
か
ら
出
土
し
て
お
り
（『
木
簡
研
究
』

二
六
号
）、
同
様
に
穿
孔
が
あ
る
。
越
後
国
頸
城
郡
の
郡
家
出
先
機
関
と
目
さ

れ
る
新
潟
県
延
命
寺
遺
跡
で
は
、
天
平
七
年
の
田
地
売
買
行
為
の
際
に
田
領
が

「
相
知
」
と
し
て
署
名
し
て
い
る
木
簡
が
見
つ
か
っ
て
お
り
（『
木
簡
研
究
』
三

〇
号
）、
そ
の
他
、
田
領
や
郷
長
が
田
地
売
買
に
関
わ
る
古
文
書
も
散
見
し

（『
大
日
本
古
文
書
』
六
巻
備
前
国
津
高
郡
売
券
、『
平
安
遺
文
』
七
九
・
一
三

〇
号
な
ど
）、
土
地
の
把
握
の
上
で
彼
ら
の
役
割
が
重
要
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ

か
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
売
券
に
は
郡
司
の
署
名
が
必
要
で
あ
り
、
宮
内
黒
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田
遺
跡
木
簡
は
郡
家
に
よ
る
土
地
の
管
理
に
関
わ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、

ｔ
に
つ
い
て
も
や
は
り
郷
長
よ
り
上
位
の
存
在
、
郡
司
で
あ
る
主
帳
若
倭
部
臣

氏
の
介
在
、
当
地
が
そ
う
し
た
作
業
を
執
行
す
る
郡
家
出
先
機
関
で
あ
っ
た
こ

と
を
推
定
す
る
材
料
と
し
て
位
置
づ
け
て
み
た
い
。

ｕ
島
根
県
山
持
遺
跡
出
土
木
簡
（『
木
簡
研
究
』
三
〇
号
）

・
部
領
倉
長
殿　

安
□　

倉
益　
　

馬
道
マ
殿

吉
野　

倉
長　
　
　

福
丸

倉
兄　
　
　

丸　
　

宇
丸
倉
長　

男
丸

常
吉 

□ 　

定
吉　

門
丸
□

〔
丸
ヵ
〕

・
□　
　
　
　
　

□
□
□
□

□□
常 

□ 　
　
　
　
　

□ 
（381

）・82

・9　

019

こ
う
し
た
土
地
の
売
買
や
貸
借
の
把
握
は
、
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
の
実
施

と
も
関
係
し
、
袴
狭
遺
跡
群
出
土
木
簡
に
よ
る
と
、
郡
家
で
は
農
時
暦
に
即
し

た
様
々
な
事
業
が
展
開
し
て
お
り
、
上
述
の
よ
う
に
、
出
挙
活
動
も
そ
の
重
要

な
要
素
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
雑
徭
な
ど
に
関
連
し
た
労
役
の
徴
発
を
示
す
木

簡
も
存
す
る）

₃₈
（

。
ｕ
の
山
持
遺
跡
は
青
木
遺
跡
の
西
方
に
位
置
し
、
古
代
の
道
路

遺
構
が
検
出
さ
れ
て
お
り
、
吉
祥
天
女
像
な
ど
と
目
さ
れ
る
女
性
の
全
身
像
を

記
し
た
板
絵
が
出
土
し
た
こ
と
で
も
名
高
い
。
ｕ
以
外
に
、「
神
戸
額
田
部
□ 

間
」、「
伊
努
郷
若
倭
部
□
□
」
と
記
さ
れ
た
木
簡
が
出
土
し
て
お
り
、
当
地
は

伊
努
郷
に
属
し
、
神
戸
郷
は
そ
の
東
側
の
郷
で
あ
っ
た
。
ｕ
は
歴
名
木
簡
で
、

「
部
領
倉
長
殿
」
と
「
馬
道
マ
殿
」
の
そ
れ
ぞ
れ
に
率
い
ら
れ
た
集
団
の
人
々

が
何
ら
か
の
労
働
（
道
路
建
設
か
）
に
従
事
し
た
際
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る）

₃₉
（

。
こ
う
し
た
労
役
の
差
配
・
管
理
も
郡
家
・
郡
家
出
先
機

関
の
業
務
で
あ
り
、
青
木
遺
跡
を
郡
家
出
先
機
関
と
見
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

こ
の
地
域
を
管
理
し
た
の
は
こ
の
郡
家
出
先
機
関
で
あ
り
、
主
帳
若
倭
部
臣
が

統
括
す
る
事
業
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
ち
な
み
に
、
鰐
淵
寺
の
観
音
菩

薩
銅
像
銘
に
は
「
壬
辰
年
（
持
統
六
＝
六
九
二
）
五
月
、
出
雲
国
若
倭
部
臣
徳

太
理
、
為
父
母
作
奉
菩
薩
」
と
あ
り
、
若
倭
部
臣
は
律
令
制
的
地
方
支
配
成
立

以
前
か
ら
歴
史
的
支
配
地
域
を
築
い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
出
雲
郡
に
お
け

る
若
倭
部
姓
者
は
漆
沼
・
出
雲
・
杵
築
・
伊
努
・
美
談
郷
に
分
布
し
て
お
り
、

郡
家
所
在
の
日
置
郷
よ
り
北
の
地
域
に
そ
の
歴
史
的
世
界
が
広
が
っ
て
い
た
か

ら
、
こ
こ
に
郡
家
出
先
機
関
を
設
定
し
て
、「
郡
的
世
界
」
の
中
に
取
り
込
む

こ
と
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
と
解
さ
れ
る
。

以
上
、
郡
家
を
頂
点
と
し
な
が
ら
も
、
郡
司
や
郡
雑
任
が
そ
れ
ぞ
れ
に
拠
点

と
す
る
地
に
郡
家
出
先
機
関
が
存
し
、
分
散
型
の
郡
務
遂
行
、
郡
司
・
郡
雑
任

が
自
己
の
歴
史
的
支
配
を
背
景
と
し
な
が
ら
、
郡
務
に
参
画
す
る
様
相
を
整
理

し
た
。
こ
の
よ
う
な
姿
が
「
郡
的
世
界
」
の
実
像
で
あ
り
、
こ
の
点
を
解
明
す

る
上
で
、
既
存
の
文
献
史
料
の
さ
ら
な
る
読
み
込
み
と
と
も
に
、
や
は
り
地
方

官
衙
遺
跡
の
発
掘
や
出
土
文
字
資
料
の
増
加
が
期
待
さ
れ
る
次
第
で
あ
る
。

表5　郡務の行政暦

正月…1/1；国府での元日朝拝・設宴に参加（儀制令元日国司条、正税帳、万4136・4516）
※田租収納（大4488）、出挙返納（伊場3、山垣5、袴狭69〔木研11〕）など、前年9月頃以来の徴税
業務が継続。買佃の勘定（大4489）など、農耕開始に備えての最終的調整を行う。→2月が近づく
月末には何らかの作業に着手する場合もあった（具注暦、袴狭17〔木研15〕）。

2月…2/4；祈年祭に相当する春時祭田の祭礼が行われ（儀制令春時祭田条集解古記、常陸・肥前風土
記、大5551〜553）、農事の励行などの「国家法」を郡司が告げる（加茂〈牓示札〉）。※2月は閑月
の終わりであり、労役差発も行われた（加茂〈路作〉）。また納税作業も継続しており、徴税の遂
行・強制執行なども実施された（伊場84）。野焼き・田打ちなどの耕地の準備も進められ（具注暦）、
また国司は墾田の確認などの巡見を行った（万4138）。

3月…要月の始まりであり、出挙による種籾の頒布・確保が行われる（万4021〜29・4159、正税帳）
→苗代作りを行って、稲の生育に努める（播磨風土記、万3603、止由気宮儀式帳〈2月例〉）。※土
地占有の認定など、耕地の決定も行われた。また耕地準備に関連して、草刈りや用水の開通・堤防
の整備を実施（具注暦、大5536）。

4〜6月…田植えの実施（地域による月差は仮寧令給休仮条集解古記を参照。荒田目条里〈郡符〉）―
端境期による食料不足、魚酒労働の資金のための出挙実施（屋代87、霊異記下33）→耕田に伴う神
事の実施（播磨風土記、古語拾遺、止由気宮儀式帳〈5月例〉、大6169〜171・17572〜573〈4月の
私神祭祀〉。）※稲の生育状況に合せて、草刈りなどを行うとともに、稲の順調な生育を祈る神事を
行ったり、鳥獣虫害対策などにも努める必要があった（万4122〜24・1634）。

7〜9月…収穫作業の実施（地域による月差については同上参照。鴨〈苅員〉）←7月の稲具請求（万町
北）、8月の出挙（屋代13、観音寺、飯塚9）の例などがあり、道具や労働力確保の準備あり。また
納入以前に稲機などにより稲を乾燥させる必要があった（三代格承和8年閏9月2日官符）。
7月：調糸の提出期限（賦役令調庸物条）＠6/17太神宮に納入する赤引糸（太神宮儀式帳）／麦の

播種（三代格養老7年8月28日官符、承和6年7月21日官符）／7/8文殊会（三代格天長5年2月25日
官符）

8月：調庸物の起輸（賦役令調庸物条）／放生会（伊場4、『続紀』文武元年8月庚辰条、三代格元慶
6年6月3日官符）

9月：田租の起輸（田令田租条）／出挙の返納（小敷田2、飯塚5、吉田南、山崎上ノ南）／9/30損
田申請の期限（慶雲3年9月20日格）→租税減免を求める。

※秋の遊宴（常陸・肥前風土記、万3943）により農作業を労う。
10〜12月…閑月が始まり、諸力役への徴発が行われる（賦役令応雇丁条、軍防令城隍条、営繕令津橋

道路条・近大水条）。※田租・出挙・調庸などの納税作業は続く＋舂成作業（万3459、田令田租
条；舂米運京は正月起輸）。
10月…訴訟審理が開始されるので（雑令訴訟条）、訴訟の取扱いも行う＠『三代実録』元慶7年10月

25日条；伊勢国飯野郡神戸百姓秦貞成が多気郡擬大領麻績連豊世が故殺人を理さない旨を訴え
る。

11月…朝廷の新嘗祭があり、収納・徴税作業が一段落した段階で、収穫に感謝する神祭を行う（万
379・380、大6407・17606、矢玉〈請立薦〉）。

※賃租契約など、次年度の農事への準備も進められた。
◎その他、毎月の告朔（万4069、八幡林〈郡符〉、伊勢国計会帳、三代格承和5年3月23日官符、賦役
令口及給侍条集解）に参加。
＊括弧内は主な依拠史料。「万」は『万葉集』の歌番号。「大」は『大日本古文書』の巻数・頁数。
「正税帳」は各国正税帳内の国司部内巡行や諸雑費の項目に当該記事があることを示す。「霊異記」
は『日本霊異記』の巻数・話数。遺跡名は出土木簡の所在を示す。木簡番号が定まっているものは
数字を記し、それ以外は内容を略記した。
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れ
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こ
う
し
た
土
地
の
売
買
や
貸
借
の
把
握
は
、
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
の
実
施

と
も
関
係
し
、
袴
狭
遺
跡
群
出
土
木
簡
に
よ
る
と
、
郡
家
で
は
農
時
暦
に
即
し

た
様
々
な
事
業
が
展
開
し
て
お
り
、
上
述
の
よ
う
に
、
出
挙
活
動
も
そ
の
重
要

な
要
素
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
雑
徭
な
ど
に
関
連
し
た
労
役
の
徴
発
を
示
す
木

簡
も
存
す
る）

₃₈
（

。
ｕ
の
山
持
遺
跡
は
青
木
遺
跡
の
西
方
に
位
置
し
、
古
代
の
道
路

遺
構
が
検
出
さ
れ
て
お
り
、
吉
祥
天
女
像
な
ど
と
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さ
れ
る
女
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の
全
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像
を

記
し
た
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絵
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出
土
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こ
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。
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□
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伊
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。
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ら
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さ
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わ
れ
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あ
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見
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、
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あ
り
、
主
帳
若
倭
部
臣
が
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築
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れ
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さ
れ
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正月…1/1；国府での元日朝拝・設宴に参加（儀制令元日国司条、正税帳、万4136・4516）
※田租収納（大4488）、出挙返納（伊場3、山垣5、袴狭69〔木研11〕）など、前年9月頃以来の徴税
業務が継続。買佃の勘定（大4489）など、農耕開始に備えての最終的調整を行う。→2月が近づく
月末には何らかの作業に着手する場合もあった（具注暦、袴狭17〔木研15〕）。

2月…2/4；祈年祭に相当する春時祭田の祭礼が行われ（儀制令春時祭田条集解古記、常陸・肥前風土
記、大5551〜553）、農事の励行などの「国家法」を郡司が告げる（加茂〈牓示札〉）。※2月は閑月
の終わりであり、労役差発も行われた（加茂〈路作〉）。また納税作業も継続しており、徴税の遂
行・強制執行なども実施された（伊場84）。野焼き・田打ちなどの耕地の準備も進められ（具注暦）、
また国司は墾田の確認などの巡見を行った（万4138）。

3月…要月の始まりであり、出挙による種籾の頒布・確保が行われる（万4021〜29・4159、正税帳）
→苗代作りを行って、稲の生育に努める（播磨風土記、万3603、止由気宮儀式帳〈2月例〉）。※土
地占有の認定など、耕地の決定も行われた。また耕地準備に関連して、草刈りや用水の開通・堤防
の整備を実施（具注暦、大5536）。

4〜6月…田植えの実施（地域による月差は仮寧令給休仮条集解古記を参照。荒田目条里〈郡符〉）―
端境期による食料不足、魚酒労働の資金のための出挙実施（屋代87、霊異記下33）→耕田に伴う神
事の実施（播磨風土記、古語拾遺、止由気宮儀式帳〈5月例〉、大6169〜171・17572〜573〈4月の
私神祭祀〉。）※稲の生育状況に合せて、草刈りなどを行うとともに、稲の順調な生育を祈る神事を
行ったり、鳥獣虫害対策などにも努める必要があった（万4122〜24・1634）。

7〜9月…収穫作業の実施（地域による月差については同上参照。鴨〈苅員〉）←7月の稲具請求（万町
北）、8月の出挙（屋代13、観音寺、飯塚9）の例などがあり、道具や労働力確保の準備あり。また
納入以前に稲機などにより稲を乾燥させる必要があった（三代格承和8年閏9月2日官符）。
7月：調糸の提出期限（賦役令調庸物条）＠6/17太神宮に納入する赤引糸（太神宮儀式帳）／麦の

播種（三代格養老7年8月28日官符、承和6年7月21日官符）／7/8文殊会（三代格天長5年2月25日
官符）

8月：調庸物の起輸（賦役令調庸物条）／放生会（伊場4、『続紀』文武元年8月庚辰条、三代格元慶
6年6月3日官符）

9月：田租の起輸（田令田租条）／出挙の返納（小敷田2、飯塚5、吉田南、山崎上ノ南）／9/30損
田申請の期限（慶雲3年9月20日格）→租税減免を求める。

※秋の遊宴（常陸・肥前風土記、万3943）により農作業を労う。
10〜12月…閑月が始まり、諸力役への徴発が行われる（賦役令応雇丁条、軍防令城隍条、営繕令津橋

道路条・近大水条）。※田租・出挙・調庸などの納税作業は続く＋舂成作業（万3459、田令田租
条；舂米運京は正月起輸）。
10月…訴訟審理が開始されるので（雑令訴訟条）、訴訟の取扱いも行う＠『三代実録』元慶7年10月

25日条；伊勢国飯野郡神戸百姓秦貞成が多気郡擬大領麻績連豊世が故殺人を理さない旨を訴え
る。

11月…朝廷の新嘗祭があり、収納・徴税作業が一段落した段階で、収穫に感謝する神祭を行う（万
379・380、大6407・17606、矢玉〈請立薦〉）。

※賃租契約など、次年度の農事への準備も進められた。
◎その他、毎月の告朔（万4069、八幡林〈郡符〉、伊勢国計会帳、三代格承和5年3月23日官符、賦役
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む
す
び
に
か
え
て

小
稿
で
は
出
雲
国
に
視
座
を
置
き
つ
つ
、
文
献
史
学
の
立
場
か
ら
主
に
八
・

九
世
紀
の
既
存
の
史
料
や
木
簡
な
ど
を
読
み
解
き
、「
郡
的
世
界
」
の
実
像
、

地
方
支
配
の
基
層
と
な
る
郡
・
郡
司
の
統
治
の
あ
り
方
を
検
討
し
た
。
そ
こ
で

は
律
令
官
僚
制
に
必
ず
し
も
包
摂
さ
れ
な
い
歴
史
的
世
界
が
あ
り
、
そ
う
し
た

実
態
が
日
本
の
律
令
制
地
方
支
配
を
支
え
て
い
た
こ
と
が
か
い
ま
み
ら
れ
た
と

思
う
。
出
雲
国
の
在
地
豪
族
の
頂
点
に
立
つ
出
雲
国
造
出
雲
臣
に
つ
い
て
言
え

ば
、
そ
の
政
・
祭
両
面
で
の
大
き
な
影
響
力
は
続
き
、
神
郡
で
あ
る
意
宇
郡
の

大
領
を
兼
帯
し
つ
つ
、
杵
築
大
社
の
奉
祀
を
担
い
、
各
郡
の
郡
司
と
し
て
見
え

る
出
雲
臣
、
ま
た
他
の
氏
姓
の
人
々
の
上
に
君
臨
し
て
い
た
。
し
か
し
、
九
世

紀
初
に
は
こ
う
し
た
構
造
に
変
化
が
生
じ
、
大
領
と
神
職
の
兼
帯
は
禁
止
さ

れ
、
祭
祀
面
で
の
規
制
も
あ
り
、
神
賀
詞
奏
上
も
行
わ
れ
な
く
な
っ
て
い
く）

₄₀
（

。

で
は
、
郡
家
や
郡
家
出
先
機
関
な
ど
の
行
方
は
如
何
で
あ
ろ
う
か
。
郡
家
遺

跡
は
一
般
に
九
世
紀
後
半
〜
十
世
紀
初
末
に
終
焉
を
迎
え
る
例
が
多
く）

₄₁
（

、
郡
領

氏
族
も
国
書
生
な
ど
国
衙
の
在
庁
官
人
に
転
身
し
、「
郡
的
世
界
」
か
ら
国
衙

の
支
配
へ
、
中
央
集
権
的
な
地
方
支
配
が
本
格
的
に
確
立
す
る
方
向
へ
と
展
開

す
る
よ
う
で
あ
る）

₄₂
（

。
た
だ
、
鳥
取
県
青
谷
横
木
遺
跡
で
は
「
天
慶
十
年
」（
九

四
七
）、「
天
暦
九
年
」（
九
五
五
）
の
題
籤
軸
や
十
世
紀
後
半
〜
十
一
世
紀
前

半
に
比
定
さ
れ
る
文
書
・
付
札
木
簡
が
検
出
さ
れ
て
お
り
、
十
世
紀
中
葉
以
降

に
も
何
ら
か
の
形
で
存
続
し
、
国
衙
の
支
配
を
支
え
る
様
態
を
窺
う
こ
と
が
で

き
る
。
旧
国
で
は
石
見
国
邇
磨
郡
に
な
る
が
、
島
根
県
白
坏
遺
跡
で
も
延
喜
九

年
（
九
〇
九
）
の
文
書
木
簡
や
止
知
（
栃
）・
小
豆
・
大
豆
の
付
札
な
ど
が
出

土
し
、
納
所
や
「
調
物
使
」、「
郷
検
校
」
な
ど
の
徴
税
活
動
の
拠
点
で
は
な
い

か
と
考
え
ら
れ
て
い
る）

₄₃
（

。
丹
波
国
氷
上
郡
や
出
雲
国
能
義
郡
は
さ
ら
に
分
割
さ

れ
、
中
世
的
な
郡
郷
制
へ
と
展
開
し
、
徴
税
単
位
と
し
て
の
郡
・
郷
・
保
な
ど

が
国
衙
の
下
に
掌
握
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
う
し
た
十
世
紀
以
降
の
国
衙
支

配
に
も
続
く
要
素
は
、「
郡
的
世
界
」
の
実
像
に
基
づ
く
律
令
制
下
の
国
郡
制

支
配
の
中
に
胚
胎
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
中
世
を
生
み
出
す
古
代
の
さ
ら
な
る

探
究
を
課
題
と
し
て
、
蕪
雑
な
稿
の
む
す
び
と
し
た
い
。

註（
１
）
拙
稿
「
評
の
成
立
と
評
造
」（『
古
代
郡
司
制
度
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
二

〇
〇
〇
年
）、
加
藤
友
康
「
八
・
九
世
紀
に
お
け
る
売
券
に
つ
い
て
」（『
奈
良
平
安

時
代
史
論
集
』
上
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
四
年
）
な
ど
。
な
お
、
里
制
に
つ
い

て
は
、
佐
々
木
恵
介
「
律
令
里
制
の
特
質
に
つ
い
て
」（『
史
学
雑
誌
』
九
五
の
二
、

一
九
八
六
年
）
を
参
照
。

（
２
）
井
上
光
貞
「
日
本
の
律
令
制
」（『
岩
波
講
座
世
界
歴
史
』
六
、
岩
波
書
店
、

一
九
七
一
年
）、
石
母
田
正
『
日
本
の
古
代
国
家
』（
岩
波
書
店
、
一
九
七
一
年
）、

大
町
健
『
日
本
古
代
の
国
家
と
在
地
首
長
制
』（
校
倉
書
房
、
一
九
八
六
年
）
な
ど
。

（
３
）
拙
稿
ａ
「
郡
雑
任
と
郡
務
の
遂
行
」、
ｂ
「
評
司
・
国
造
の
執
務
構
造
」（『
地

方
木
簡
と
郡
家
の
機
構
』
同
成
社
、
二
〇
〇
九
年
）、
ｃ
「
郡
符
木
簡
再
考
」（『
東

洋
大
学
大
学
院
紀
要
』
五
二
、
二
〇
一
六
年
）、
栄
原
永
遠
男
「
郡
的
世
界
の
内
実
」

（『
人
文
研
究
』
五
一
の
二
、
一
九
九
九
年
）、
須
原
祥
二
「
八
世
紀
の
郡
司
制
度
と

在
地
」（『
古
代
地
方
制
度
形
成
過
程
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
一
年
）
な

ど
。

（
４
）
拙
稿
ａ
「
出
雲
地
域
と
ヤ
マ
ト
王
権
」（『
新
版
古
代
の
日
本
』
四
、
角
川
書

店
、
一
九
九
二
年
）、
ｂ
「「
出
雲
国
造
の
権
力
と
そ
の
聖
性
」
二
題
」（『
出
雲
古
代

史
研
究
』
七
・
八
、
一
九
九
八
年
）。

（
５
）
拙
稿
「
額
田
部
氏
の
研
究
」（『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
八
八
、

二
〇
〇
一
年
）。

（
６
）
平
川
南
「
古
代
の
郡
家
と
所
在
郷
」（『
律
令
国
郡
里
制
の
実
像
』
上
、
吉
川

弘
文
館
、
二
〇
一
四
年
）、
川
越
市
立
博
物
館
『
古
代
入
間
郡
の
役
所
と
道
』（
二
〇

一
五
年
）、
拙
稿
「「
郡
的
世
界
」
と
郡
家
の
機
構
―
武
蔵
国
入
間
郡
を
中
心
と
し
て

―
」（『
古
代
東
国
の
地
方
官
衙
と
寺
院
』
山
川
出
版
社
、
二
〇
一
七
年
）
な
ど
。

（
７
）
渡
辺
貞
幸
「
律
令
制
以
前
の
「
出
雲
国
」」（『
出
雲
古
代
史
研
究
』
七
・
八
、

一
九
九
八
年
）。

（
８
）
外
散
位
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
外
散
位
に
関
す
る
諸
問
題
」（『
在
庁
官
人
と

武
士
の
生
成
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
三
年
）
を
参
照
。

（
９
）
篠
川
賢
「『
出
雲
国
風
土
記
』
の
郡
司
」（『
古
代
国
造
制
と
地
域
社
会
の
研

究
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
九
年
）。
な
お
、
意
宇
郡
の
郡
司
の
う
ち
、
主
帳
海
臣

の
拠
点
は
不
明
で
あ
る
が
、
能
義
郡
域
に
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
10
）
平
石
充
「
文
字
資
料
の
総
括
」（『
青
木
遺
跡
Ⅱ
第
二
分
冊
（
奈
良
・
平
安
時

代
）』
島
根
県
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
六
年
）。

（
11
）
渡
辺
晃
宏
「
平
安
時
代
の
不
動
穀
」（『
史
学
雑
誌
』
九
八
の
一
二
、
一
九
八

九
年
）、
藤
井
一
二
「
大
伴
家
持
の
国
内
巡
行
と
出
挙
」（『
情
報
と
物
流
の
日
本
史
』

雄
山
閣
出
版
、
一
九
九
八
年
）
な
ど
。

（
12
）
条
里
制
・
古
代
都
市
研
究
会
編
『
日
本
古
代
の
郡
衙
遺
跡
』（
雄
山
閣
、
二
〇

〇
九
年
）。

（
13
）
田
中
弘
志
『
律
令
体
制
を
支
え
た
地
方
官
衙 

弥
勒
寺
遺
跡
群
』（
新
泉
社
、

二
〇
〇
八
年
）、
鈴
木
功
『
白
河
郡
衙
遺
跡
群
』（
同
成
社
、
二
〇
〇
六
年
）
な
ど
。

（
14
）
山
中
敏
史
『
古
代
地
方
官
衙
遺
跡
の
研
究
』（
塙
書
房
、
一
九
九
四
年
）
八
七

〜
九
一
頁
。

（
15
）
今
泉
隆
雄
「
飛
鳥
の
須
弥
山
と
斎
槻
」（『
古
代
宮
都
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、

一
九
九
三
年
）。

（
16
）
平
川
南
「
多
胡
碑
の
輝
き
」（『
多
胡
碑
が
語
る
古
代
日
本
と
渡
来
人
』
吉
川

弘
文
館
、
二
〇
一
二
年
）。

（
17
）
平
川
南
「
古
代
の
内
神
に
つ
い
て
」（『
古
代
地
方
木
簡
の
研
究
』
吉
川
弘
文

館
、
二
〇
〇
三
年
）。
な
お
、
長
野
県
屋
代
遺
跡
群
（
信
濃
国
埴
科
郡
家
関
連
）
出

土
木
簡
に
は
「
竈
神
」
が
見
え
（
四
号
）、
荒
井
秀
規
「
竈
神
と
墨
書
土
器
」（『
古

代
の
信
仰
と
社
会
』
六
一
書
房
、
二
〇
〇
六
年
）、
高
島
英
之
「
群
馬
県
前
橋
市
上

細
井
町
新
田
上
遺
跡
出
土
墨
書
土
器
に
つ
い
て
の
一
考
察
」（『
群
馬
県
埋
蔵
文
化
財

調
査
事
業
団
研
究
紀
要
』
三
五
、
二
〇
一
七
年
）
な
ど
が
郡
家
に
お
け
る
竈
神
祭
祀

の
挙
行
を
推
定
し
て
お
り
、
そ
の
他
に
も
各
種
の
祭
祀
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺

わ
れ
る
。

（
18
）
府
中
市
教
育
委
員
会
『
新
版
武
蔵
国
府
の
ま
ち
府
中
の
歴
史
』（
二
〇
〇
六

年
）、
江
口
桂
『
古
代
武
蔵
国
府
の
成
立
と
展
開
』（
同
成
社
、
二
〇
一
四
年
）
な
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む
す
び
に
か
え
て

小
稿
で
は
出
雲
国
に
視
座
を
置
き
つ
つ
、
文
献
史
学
の
立
場
か
ら
主
に
八
・

九
世
紀
の
既
存
の
史
料
や
木
簡
な
ど
を
読
み
解
き
、「
郡
的
世
界
」
の
実
像
、

地
方
支
配
の
基
層
と
な
る
郡
・
郡
司
の
統
治
の
あ
り
方
を
検
討
し
た
。
そ
こ
で

は
律
令
官
僚
制
に
必
ず
し
も
包
摂
さ
れ
な
い
歴
史
的
世
界
が
あ
り
、
そ
う
し
た

実
態
が
日
本
の
律
令
制
地
方
支
配
を
支
え
て
い
た
こ
と
が
か
い
ま
み
ら
れ
た
と

思
う
。
出
雲
国
の
在
地
豪
族
の
頂
点
に
立
つ
出
雲
国
造
出
雲
臣
に
つ
い
て
言
え

ば
、
そ
の
政
・
祭
両
面
で
の
大
き
な
影
響
力
は
続
き
、
神
郡
で
あ
る
意
宇
郡
の

大
領
を
兼
帯
し
つ
つ
、
杵
築
大
社
の
奉
祀
を
担
い
、
各
郡
の
郡
司
と
し
て
見
え

る
出
雲
臣
、
ま
た
他
の
氏
姓
の
人
々
の
上
に
君
臨
し
て
い
た
。
し
か
し
、
九
世

紀
初
に
は
こ
う
し
た
構
造
に
変
化
が
生
じ
、
大
領
と
神
職
の
兼
帯
は
禁
止
さ

れ
、
祭
祀
面
で
の
規
制
も
あ
り
、
神
賀
詞
奏
上
も
行
わ
れ
な
く
な
っ
て
い
く）

₄₀
（

。

で
は
、
郡
家
や
郡
家
出
先
機
関
な
ど
の
行
方
は
如
何
で
あ
ろ
う
か
。
郡
家
遺

跡
は
一
般
に
九
世
紀
後
半
〜
十
世
紀
初
末
に
終
焉
を
迎
え
る
例
が
多
く）

₄₁
（

、
郡
領

氏
族
も
国
書
生
な
ど
国
衙
の
在
庁
官
人
に
転
身
し
、「
郡
的
世
界
」
か
ら
国
衙

の
支
配
へ
、
中
央
集
権
的
な
地
方
支
配
が
本
格
的
に
確
立
す
る
方
向
へ
と
展
開

す
る
よ
う
で
あ
る）

₄₂
（

。
た
だ
、
鳥
取
県
青
谷
横
木
遺
跡
で
は
「
天
慶
十
年
」（
九

四
七
）、「
天
暦
九
年
」（
九
五
五
）
の
題
籤
軸
や
十
世
紀
後
半
〜
十
一
世
紀
前

半
に
比
定
さ
れ
る
文
書
・
付
札
木
簡
が
検
出
さ
れ
て
お
り
、
十
世
紀
中
葉
以
降

に
も
何
ら
か
の
形
で
存
続
し
、
国
衙
の
支
配
を
支
え
る
様
態
を
窺
う
こ
と
が
で

き
る
。
旧
国
で
は
石
見
国
邇
磨
郡
に
な
る
が
、
島
根
県
白
坏
遺
跡
で
も
延
喜
九

年
（
九
〇
九
）
の
文
書
木
簡
や
止
知
（
栃
）・
小
豆
・
大
豆
の
付
札
な
ど
が
出

土
し
、
納
所
や
「
調
物
使
」、「
郷
検
校
」
な
ど
の
徴
税
活
動
の
拠
点
で
は
な
い

か
と
考
え
ら
れ
て
い
る）

₄₃
（

。
丹
波
国
氷
上
郡
や
出
雲
国
能
義
郡
は
さ
ら
に
分
割
さ

れ
、
中
世
的
な
郡
郷
制
へ
と
展
開
し
、
徴
税
単
位
と
し
て
の
郡
・
郷
・
保
な
ど

が
国
衙
の
下
に
掌
握
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
う
し
た
十
世
紀
以
降
の
国
衙
支

配
に
も
続
く
要
素
は
、「
郡
的
世
界
」
の
実
像
に
基
づ
く
律
令
制
下
の
国
郡
制

支
配
の
中
に
胚
胎
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
中
世
を
生
み
出
す
古
代
の
さ
ら
な
る

探
究
を
課
題
と
し
て
、
蕪
雑
な
稿
の
む
す
び
と
し
た
い
。

註（
１
）
拙
稿
「
評
の
成
立
と
評
造
」（『
古
代
郡
司
制
度
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
二

〇
〇
〇
年
）、
加
藤
友
康
「
八
・
九
世
紀
に
お
け
る
売
券
に
つ
い
て
」（『
奈
良
平
安

時
代
史
論
集
』
上
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
四
年
）
な
ど
。
な
お
、
里
制
に
つ
い

て
は
、
佐
々
木
恵
介
「
律
令
里
制
の
特
質
に
つ
い
て
」（『
史
学
雑
誌
』
九
五
の
二
、

一
九
八
六
年
）
を
参
照
。

（
２
）
井
上
光
貞
「
日
本
の
律
令
制
」（『
岩
波
講
座
世
界
歴
史
』
六
、
岩
波
書
店
、

一
九
七
一
年
）、
石
母
田
正
『
日
本
の
古
代
国
家
』（
岩
波
書
店
、
一
九
七
一
年
）、

大
町
健
『
日
本
古
代
の
国
家
と
在
地
首
長
制
』（
校
倉
書
房
、
一
九
八
六
年
）
な
ど
。

（
３
）
拙
稿
ａ
「
郡
雑
任
と
郡
務
の
遂
行
」、
ｂ
「
評
司
・
国
造
の
執
務
構
造
」（『
地

方
木
簡
と
郡
家
の
機
構
』
同
成
社
、
二
〇
〇
九
年
）、
ｃ
「
郡
符
木
簡
再
考
」（『
東

洋
大
学
大
学
院
紀
要
』
五
二
、
二
〇
一
六
年
）、
栄
原
永
遠
男
「
郡
的
世
界
の
内
実
」

（『
人
文
研
究
』
五
一
の
二
、
一
九
九
九
年
）、
須
原
祥
二
「
八
世
紀
の
郡
司
制
度
と

在
地
」（『
古
代
地
方
制
度
形
成
過
程
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
一
年
）
な

ど
。

（
４
）
拙
稿
ａ
「
出
雲
地
域
と
ヤ
マ
ト
王
権
」（『
新
版
古
代
の
日
本
』
四
、
角
川
書

店
、
一
九
九
二
年
）、
ｂ
「「
出
雲
国
造
の
権
力
と
そ
の
聖
性
」
二
題
」（『
出
雲
古
代

史
研
究
』
七
・
八
、
一
九
九
八
年
）。

（
５
）
拙
稿
「
額
田
部
氏
の
研
究
」（『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
八
八
、

二
〇
〇
一
年
）。

（
６
）
平
川
南
「
古
代
の
郡
家
と
所
在
郷
」（『
律
令
国
郡
里
制
の
実
像
』
上
、
吉
川

弘
文
館
、
二
〇
一
四
年
）、
川
越
市
立
博
物
館
『
古
代
入
間
郡
の
役
所
と
道
』（
二
〇

一
五
年
）、
拙
稿
「「
郡
的
世
界
」
と
郡
家
の
機
構
―
武
蔵
国
入
間
郡
を
中
心
と
し
て

―
」（『
古
代
東
国
の
地
方
官
衙
と
寺
院
』
山
川
出
版
社
、
二
〇
一
七
年
）
な
ど
。

（
７
）
渡
辺
貞
幸
「
律
令
制
以
前
の
「
出
雲
国
」」（『
出
雲
古
代
史
研
究
』
七
・
八
、

一
九
九
八
年
）。

（
８
）
外
散
位
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
外
散
位
に
関
す
る
諸
問
題
」（『
在
庁
官
人
と

武
士
の
生
成
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
三
年
）
を
参
照
。

（
９
）
篠
川
賢
「『
出
雲
国
風
土
記
』
の
郡
司
」（『
古
代
国
造
制
と
地
域
社
会
の
研

究
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
九
年
）。
な
お
、
意
宇
郡
の
郡
司
の
う
ち
、
主
帳
海
臣

の
拠
点
は
不
明
で
あ
る
が
、
能
義
郡
域
に
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
10
）
平
石
充
「
文
字
資
料
の
総
括
」（『
青
木
遺
跡
Ⅱ
第
二
分
冊
（
奈
良
・
平
安
時

代
）』
島
根
県
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
六
年
）。

（
11
）
渡
辺
晃
宏
「
平
安
時
代
の
不
動
穀
」（『
史
学
雑
誌
』
九
八
の
一
二
、
一
九
八

九
年
）、
藤
井
一
二
「
大
伴
家
持
の
国
内
巡
行
と
出
挙
」（『
情
報
と
物
流
の
日
本
史
』

雄
山
閣
出
版
、
一
九
九
八
年
）
な
ど
。

（
12
）
条
里
制
・
古
代
都
市
研
究
会
編
『
日
本
古
代
の
郡
衙
遺
跡
』（
雄
山
閣
、
二
〇

〇
九
年
）。

（
13
）
田
中
弘
志
『
律
令
体
制
を
支
え
た
地
方
官
衙 

弥
勒
寺
遺
跡
群
』（
新
泉
社
、

二
〇
〇
八
年
）、
鈴
木
功
『
白
河
郡
衙
遺
跡
群
』（
同
成
社
、
二
〇
〇
六
年
）
な
ど
。

（
14
）
山
中
敏
史
『
古
代
地
方
官
衙
遺
跡
の
研
究
』（
塙
書
房
、
一
九
九
四
年
）
八
七

〜
九
一
頁
。

（
15
）
今
泉
隆
雄
「
飛
鳥
の
須
弥
山
と
斎
槻
」（『
古
代
宮
都
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、

一
九
九
三
年
）。

（
16
）
平
川
南
「
多
胡
碑
の
輝
き
」（『
多
胡
碑
が
語
る
古
代
日
本
と
渡
来
人
』
吉
川

弘
文
館
、
二
〇
一
二
年
）。

（
17
）
平
川
南
「
古
代
の
内
神
に
つ
い
て
」（『
古
代
地
方
木
簡
の
研
究
』
吉
川
弘
文

館
、
二
〇
〇
三
年
）。
な
お
、
長
野
県
屋
代
遺
跡
群
（
信
濃
国
埴
科
郡
家
関
連
）
出

土
木
簡
に
は
「
竈
神
」
が
見
え
（
四
号
）、
荒
井
秀
規
「
竈
神
と
墨
書
土
器
」（『
古

代
の
信
仰
と
社
会
』
六
一
書
房
、
二
〇
〇
六
年
）、
高
島
英
之
「
群
馬
県
前
橋
市
上

細
井
町
新
田
上
遺
跡
出
土
墨
書
土
器
に
つ
い
て
の
一
考
察
」（『
群
馬
県
埋
蔵
文
化
財

調
査
事
業
団
研
究
紀
要
』
三
五
、
二
〇
一
七
年
）
な
ど
が
郡
家
に
お
け
る
竈
神
祭
祀

の
挙
行
を
推
定
し
て
お
り
、
そ
の
他
に
も
各
種
の
祭
祀
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺

わ
れ
る
。

（
18
）
府
中
市
教
育
委
員
会
『
新
版
武
蔵
国
府
の
ま
ち
府
中
の
歴
史
』（
二
〇
〇
六

年
）、
江
口
桂
『
古
代
武
蔵
国
府
の
成
立
と
展
開
』（
同
成
社
、
二
〇
一
四
年
）
な
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ど
。

（
19
）
三
舟
隆
之
ａ
「
地
方
寺
院
の
性
格
」、
ｂ
「「
郡
衙
周
辺
寺
院
」
説
批
判
」

（『
日
本
古
代
の
王
権
と
寺
院
』
名
著
刊
行
会
、
二
〇
一
三
年
）、
奈
良
文
化
財
研
究

所
『
地
方
官
衙
と
寺
院
』（
二
〇
〇
五
年
）
な
ど
。

（
20
）
太
田
愛
之
ａ
「
古
代
村
落
の
再
編
」（『
日
本
史
研
究
』
三
七
二
、
一
九
九
三

年
）、
ｂ
「
文
献
史
学
か
ら
見
た
村
落
社
会
と
仏
教
」（『
在
地
社
会
と
仏
教
』
奈
良

文
化
財
研
究
所
、
二
〇
〇
六
年
）。

（
21
）
註
（
５
）
拙
稿
。
な
お
、
ｊ
の
読
解
に
つ
い
て
は
、
義
江
彰
夫
「
儀
制
令
春

時
祭
田
条
の
一
考
察
」（『
古
代
史
論
叢
』
中
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
八
年
）
を

参
照
。

（
22
）
三
上
喜
孝
「
古
代
の
出
挙
に
関
す
る
二
、
三
の
考
察
」（『
日
本
律
令
制
の
構

造
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
三
年
）
な
ど
。

（
23
）
八
木
充
「
出
挙
木
簡
覚
書
」（『
日
本
古
代
出
土
木
簡
の
研
究
』
塙
書
房
、
二

〇
〇
九
年
）。

（
24
）
平
川
南
「
種
子
札
と
古
代
の
稲
作
」（
註
（
17
）
書
）。

（
25
）
平
川
南
「
古
代
木
簡
か
ら
み
た
地
方
豪
族
」（
註
（
17
）
書
）、
市
大
樹
「
西

河
原
遺
跡
群
の
性
格
と
木
簡
」（『
飛
鳥
藤
原
木
簡
の
研
究
』
塙
書
房
、
二
〇
一
〇

年
）
な
ど
。

（
26
）
丸
山
裕
美
子
「
延
喜
典
薬
式
「
諸
国
年
料
雑
薬
制
」
の
成
立
と
『
出
雲
国
風

土
記
』」（『
延
喜
式
研
究
』
二
五
、
二
〇
〇
九
年
）。

（
27
）
佐
々
木
註
（
１
）
論
文
、
佐
藤
信
「
奈
良
時
代
の
政
治
と
民
衆
」（『
新
版
古

代
の
日
本
』
一
、
角
川
書
店
、
一
九
九
三
年
）、
津
野
仁
「
遺
跡
か
ら
み
た
郷
長
の

性
格
」（『
太
平
台
史
窓
』
一
〇
、
一
九
九
一
年
）、
平
川
南
「
郡
符
木
簡
」（
註

（
17
）
書
）、
木
元
次
男
「
里
長
・
郷
長
に
関
す
る
基
礎
的
考
察
」（『
続
日
本
紀
研

究
』
二
七
五
、
一
九
九
一
年
）、
吉
岡
眞
之
「
郡
と
里
と
村
」（『
日
本
村
落
史
講
座
』

五
、
雄
山
閣
出
版
、
一
九
九
一
年
）
な
ど
。

（
28
）
註
（
３
）
ａ
拙
稿
、
拙
稿
「
木
簡
か
ら
見
た
郡
符
と
田
領
」（
註
（
３
）
書
）。

（
29
）
拙
稿
「
郡
司
補
任
請
願
文
書
と
ト
ネ
リ
等
の
郡
領
就
任
」（『
古
代
郡
司
制
度

の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
〇
年
）。

（
30
）
相
澤
央
「
八
幡
林
遺
跡
と
郡
の
支
配
」（『
越
後
と
佐
渡
の
古
代
社
会
』
高
志

書
院
、
二
〇
一
六
年
）。

（
31
）
平
川
註
（
27
）
論
文
。

（
32
）
註
（
３
）
ｃ
拙
稿
。
封
緘
木
簡
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
信
「
封
緘
木
簡
」（『
日

本
古
代
の
宮
都
と
木
簡
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
七
年
）
を
参
照
。

（
33
）
拙
稿
「
郡
家
の
施
設
と
部
署
」（
註
（
３
）
書
）。

（
34
）
ｑ
〜
ｓ
の
釈
文
は
『
金
沢
市
畝
田
遺
跡
群
Ⅵ
』（
石
川
県
教
育
委
員
会
、
二
〇

〇
六
年
）、『
津
幡
町
加
茂
遺
跡
Ⅰ
』（
石
川
県
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
九
年
）
に
よ

る
。
ｒ
の
「
笠
□
」
は
石
川
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
で
の
木
簡
実
見
お
よ
び
写
真

版
か
ら
は
、「
竹
万
呂
」
と
釈
読
す
る
方
が
よ
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
私
案
を
注
記

し
て
お
い
た
。
以
下
の
基
本
的
理
解
は
、
註
（
３
）
ｃ
拙
稿
を
参
照
。

（
35
）
平
石
充
「
青
木
遺
跡
の
再
検
討
」（『
木
簡
研
究
』
三
七
、
二
〇
一
五
年
）。

（
36
）
今
泉
隆
雄
「
文
書
木
簡
の
廃
棄
と
計
会
制
度
」（『
古
代
木
簡
の
研
究
』
吉
川

弘
文
館
、
一
九
九
八
年
）
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
狭
義
の
文
書
木
簡
に
は
律
令
文
書

行
政
に
伴
う
一
定
の
廃
棄
の
サ
イ
ク
ル
が
あ
り
、
付
札
木
簡
よ
り
は
時
期
幅
が
少
な

く
、
そ
の
作
業
内
容
は
遺
跡
の
性
格
と
密
接
に
関
係
す
る
も
の
と
し
て
、
よ
り
重
視

す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

（
37
）
吉
村
武
彦
「
賃
租
制
の
構
造
」（『
日
本
古
代
の
社
会
と
国
家
』
岩
波
書
店
、

一
九
九
六
年
）。

（
38
）
拙
稿
「
木
簡
か
ら
見
た
郡
務
と
国
務
」（
註
（
３
）
書
）。

（
39
）
吉
松
大
志
「
島
根
県
内
出
土
の
木
簡
」（『
木
簡
研
究
』
三
七
、
二
〇
一
五

年
）。

（
40
）
拙
稿
「
律
令
制
下
の
国
造
に
関
す
る
初
歩
的
考
察
」（
註
（
29
）
書
）。

（
41
）
山
中
註
（
14
）
書
。

（
42
）
拙
稿
「
国
書
生
に
関
す
る
基
礎
的
考
察
」（
註
（
８
）
書
）

（
43
）
高
尾
浩
志
「
鳥
取
県
内
出
土
の
木
簡
」（『
木
簡
研
究
』
三
七
、
二
〇
一
五

年
）、
吉
松
註
（
39
）
論
文
な
ど
。
そ
の
他
、
但
馬
国
府
跡
か
ら
は
寛
治
七
年
（
一

〇
九
三
）
貢
進
米
未
進
に
関
わ
る
納
所
か
ら
の
検
納
木
簡
が
出
土
し
て
お
り
、
当
該

期
に
つ
い
て
考
察
す
る
出
土
文
字
資
料
も
散
見
す
る
状
況
で
あ
る
。

（
付
記
）
本
稿
は
二
〇
一
七
年
八
月
二
〇
日
に
出
雲
弥
生
の
森
博
物
館
に
お
い
て
行

っ
た
同
題
名
の
講
演
の
準
備
原
稿
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
郡
家
に
関
す
る
文
献

史
料
は
限
ら
れ
て
お
り
、
既
往
の
知
見
を
組
み
替
え
て
論
述
し
た
部
分
も
多
い
が
、

木
簡
な
ど
の
新
出
土
文
字
資
料
を
加
味
し
つ
つ
、
地
域
に
即
し
て
考
察
を
め
ぐ
ら
し

た
も
の
と
し
て
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。
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ど
。

（
19
）
三
舟
隆
之
ａ
「
地
方
寺
院
の
性
格
」、
ｂ
「「
郡
衙
周
辺
寺
院
」
説
批
判
」

（『
日
本
古
代
の
王
権
と
寺
院
』
名
著
刊
行
会
、
二
〇
一
三
年
）、
奈
良
文
化
財
研
究

所
『
地
方
官
衙
と
寺
院
』（
二
〇
〇
五
年
）
な
ど
。

（
20
）
太
田
愛
之
ａ
「
古
代
村
落
の
再
編
」（『
日
本
史
研
究
』
三
七
二
、
一
九
九
三

年
）、
ｂ
「
文
献
史
学
か
ら
見
た
村
落
社
会
と
仏
教
」（『
在
地
社
会
と
仏
教
』
奈
良

文
化
財
研
究
所
、
二
〇
〇
六
年
）。

（
21
）
註
（
５
）
拙
稿
。
な
お
、
ｊ
の
読
解
に
つ
い
て
は
、
義
江
彰
夫
「
儀
制
令
春

時
祭
田
条
の
一
考
察
」（『
古
代
史
論
叢
』
中
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
八
年
）
を

参
照
。

（
22
）
三
上
喜
孝
「
古
代
の
出
挙
に
関
す
る
二
、
三
の
考
察
」（『
日
本
律
令
制
の
構

造
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
三
年
）
な
ど
。

（
23
）
八
木
充
「
出
挙
木
簡
覚
書
」（『
日
本
古
代
出
土
木
簡
の
研
究
』
塙
書
房
、
二

〇
〇
九
年
）。

（
24
）
平
川
南
「
種
子
札
と
古
代
の
稲
作
」（
註
（
17
）
書
）。

（
25
）
平
川
南
「
古
代
木
簡
か
ら
み
た
地
方
豪
族
」（
註
（
17
）
書
）、
市
大
樹
「
西

河
原
遺
跡
群
の
性
格
と
木
簡
」（『
飛
鳥
藤
原
木
簡
の
研
究
』
塙
書
房
、
二
〇
一
〇

年
）
な
ど
。

（
26
）
丸
山
裕
美
子
「
延
喜
典
薬
式
「
諸
国
年
料
雑
薬
制
」
の
成
立
と
『
出
雲
国
風

土
記
』」（『
延
喜
式
研
究
』
二
五
、
二
〇
〇
九
年
）。

（
27
）
佐
々
木
註
（
１
）
論
文
、
佐
藤
信
「
奈
良
時
代
の
政
治
と
民
衆
」（『
新
版
古

代
の
日
本
』
一
、
角
川
書
店
、
一
九
九
三
年
）、
津
野
仁
「
遺
跡
か
ら
み
た
郷
長
の

性
格
」（『
太
平
台
史
窓
』
一
〇
、
一
九
九
一
年
）、
平
川
南
「
郡
符
木
簡
」（
註

（
17
）
書
）、
木
元
次
男
「
里
長
・
郷
長
に
関
す
る
基
礎
的
考
察
」（『
続
日
本
紀
研

究
』
二
七
五
、
一
九
九
一
年
）、
吉
岡
眞
之
「
郡
と
里
と
村
」（『
日
本
村
落
史
講
座
』

五
、
雄
山
閣
出
版
、
一
九
九
一
年
）
な
ど
。

（
28
）
註
（
３
）
ａ
拙
稿
、
拙
稿
「
木
簡
か
ら
見
た
郡
符
と
田
領
」（
註
（
３
）
書
）。

（
29
）
拙
稿
「
郡
司
補
任
請
願
文
書
と
ト
ネ
リ
等
の
郡
領
就
任
」（『
古
代
郡
司
制
度

の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
〇
年
）。

（
30
）
相
澤
央
「
八
幡
林
遺
跡
と
郡
の
支
配
」（『
越
後
と
佐
渡
の
古
代
社
会
』
高
志

書
院
、
二
〇
一
六
年
）。

（
31
）
平
川
註
（
27
）
論
文
。

（
32
）
註
（
３
）
ｃ
拙
稿
。
封
緘
木
簡
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
信
「
封
緘
木
簡
」（『
日

本
古
代
の
宮
都
と
木
簡
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
七
年
）
を
参
照
。

（
33
）
拙
稿
「
郡
家
の
施
設
と
部
署
」（
註
（
３
）
書
）。

（
34
）
ｑ
〜
ｓ
の
釈
文
は
『
金
沢
市
畝
田
遺
跡
群
Ⅵ
』（
石
川
県
教
育
委
員
会
、
二
〇

〇
六
年
）、『
津
幡
町
加
茂
遺
跡
Ⅰ
』（
石
川
県
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
九
年
）
に
よ

る
。
ｒ
の
「
笠
□
」
は
石
川
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
で
の
木
簡
実
見
お
よ
び
写
真

版
か
ら
は
、「
竹
万
呂
」
と
釈
読
す
る
方
が
よ
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
私
案
を
注
記

し
て
お
い
た
。
以
下
の
基
本
的
理
解
は
、
註
（
３
）
ｃ
拙
稿
を
参
照
。

（
35
）
平
石
充
「
青
木
遺
跡
の
再
検
討
」（『
木
簡
研
究
』
三
七
、
二
〇
一
五
年
）。

（
36
）
今
泉
隆
雄
「
文
書
木
簡
の
廃
棄
と
計
会
制
度
」（『
古
代
木
簡
の
研
究
』
吉
川

弘
文
館
、
一
九
九
八
年
）
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
狭
義
の
文
書
木
簡
に
は
律
令
文
書

行
政
に
伴
う
一
定
の
廃
棄
の
サ
イ
ク
ル
が
あ
り
、
付
札
木
簡
よ
り
は
時
期
幅
が
少
な

く
、
そ
の
作
業
内
容
は
遺
跡
の
性
格
と
密
接
に
関
係
す
る
も
の
と
し
て
、
よ
り
重
視

す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

（
37
）
吉
村
武
彦
「
賃
租
制
の
構
造
」（『
日
本
古
代
の
社
会
と
国
家
』
岩
波
書
店
、

一
九
九
六
年
）。

（
38
）
拙
稿
「
木
簡
か
ら
見
た
郡
務
と
国
務
」（
註
（
３
）
書
）。

（
39
）
吉
松
大
志
「
島
根
県
内
出
土
の
木
簡
」（『
木
簡
研
究
』
三
七
、
二
〇
一
五

年
）。

（
40
）
拙
稿
「
律
令
制
下
の
国
造
に
関
す
る
初
歩
的
考
察
」（
註
（
29
）
書
）。

（
41
）
山
中
註
（
14
）
書
。

（
42
）
拙
稿
「
国
書
生
に
関
す
る
基
礎
的
考
察
」（
註
（
８
）
書
）

（
43
）
高
尾
浩
志
「
鳥
取
県
内
出
土
の
木
簡
」（『
木
簡
研
究
』
三
七
、
二
〇
一
五

年
）、
吉
松
註
（
39
）
論
文
な
ど
。
そ
の
他
、
但
馬
国
府
跡
か
ら
は
寛
治
七
年
（
一

〇
九
三
）
貢
進
米
未
進
に
関
わ
る
納
所
か
ら
の
検
納
木
簡
が
出
土
し
て
お
り
、
当
該

期
に
つ
い
て
考
察
す
る
出
土
文
字
資
料
も
散
見
す
る
状
況
で
あ
る
。

（
付
記
）
本
稿
は
二
〇
一
七
年
八
月
二
〇
日
に
出
雲
弥
生
の
森
博
物
館
に
お
い
て
行

っ
た
同
題
名
の
講
演
の
準
備
原
稿
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
郡
家
に
関
す
る
文
献

史
料
は
限
ら
れ
て
お
り
、
既
往
の
知
見
を
組
み
替
え
て
論
述
し
た
部
分
も
多
い
が
、

木
簡
な
ど
の
新
出
土
文
字
資
料
を
加
味
し
つ
つ
、
地
域
に
即
し
て
考
察
を
め
ぐ
ら
し

た
も
の
と
し
て
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。
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The real figure of "Inner World of Gun（county）"  
in Izumo Province of Ancient Japan

MORI, Kimiyuki

Izumo Province is famous for the richness of the historical materilas like Fudoki（8th 

century regional gazzetteers）, articles in Kojiki（Records of Ancient Matters） and 

Nihonshoki（Chronicle of Japan）. And more nowadays we can use the wooden documents 

excavated from various county offices for the consideration of the ancient hisitory of Izumo.

In this reserch I tried to reveal the real figure of "Inner World of Gun（county）" in 

Izumo. The first analysis is how this system actively ruled each counties by reading through 

Fudoki. We can see two or more clans of county governors and the case of the foudation of 

provincial granaries divided in two or three or more administrative villages in Izumo. This 

fact means that several clans were the real governors in each parts of the county and the 

county governors ruled by getting these middle class clans' supports.

The second point is religious powers. We can see the temples and shrines built near or 

in the county govenrnment offices. The chief of the offices governed also the spritual minds 

of the people in the county. And the third is the reign of the agricutural techniques and 

farminig calendar all the year round. This  fact is very important for the maintenance of 

every day lives of the people and the product of the craft taxes, corvee labor taxes which 

were also the role of the county officers themselves.

Talking about the wooden documets analyzed in this research, I mentioned Aoki Site, 

Zanmochi Site in Shimane Prefecture. For the research of the 10th century, Aoya-yokogi 

Site in Tottori Prefecture and Shirastuki Site in Shimane Prefecture.


